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九州大学大型計算機センター年譜

1 9 6 3年（昭和 38年）

4月 九州大学中央計数施設発足．

5月 日本学術会議利学研究計画第—卓次 5 ヶ年叶 Ilhi について政 1付に勧告．

第 3要望に共通研究基盤の拡充として大賀叶算機の設岡をあげる．

1 9 6 4年（昭和 39年）

5月 中央計数施設から 19 6 5年度（昭利 40年度）概算要求として，大嬰超閻

速電子計算機設置要求． （年間借用料： 1.4 4伍円）．

7月 西日本地区国立大学電子計算槻協議会（西註協）発足．西日本地区における

中小型計算機の尊入および整備．大型計算機導人のために活動．

1 9 6 5年（昭和 40年）

4月 束京大学大型叶算機センター発足．

5月 中央叶致施設から l9 6 6年度（昭和 41年度）概算災求として．西 H本地

区大刑叶算機センター設置要求． （年間惜用料：約 ,1.7億円）．

10月 西日本地区大型計算機利用協談会（西利協）発足．

1 9 6 6年（昭和 41年）

5月 中央計数施設から 19 6 7年度（昭和 42年炭）概符要求として，西日本地

区大匹リ叶算機センター設置要求． （年1hjイ翡用料：約 3.~イ怠円）．
5月28日 第 2回1!§利協総会．

1 9 6 7年（昭和 42年）

2月末 文部省より大型機に関する内示． （予算：年間借川料 l.5億円，稼働開始：

1 9 6 9年 1月）．

3月20日 計符槻メーカーに資料提出要求． （中央叶数施設の長か代行）．

3月31日 中央計数施設運営委員会．

内容：総長の命により，九州大学）く堕計算機センター設附準備委員会を組

織．

4月 6H 第 1回設置準価委員会．

内容：要項決定，小委貰会組織（機種選足凋杏小委員会．建第小委員会，

運管方式小委員会），常任委員会組織， H程決定， ll武に資料提出

を計算機メーカーに依頼．

4月日日 第 1回機種選定小委員会．

内容：日程の作成

4月151:1 計算機メーカー資料提出期限（資料提出メーカー： H立，束芝， 日直，‘畠十

通， 日本 IBM).

4月18日 第 11hl建築小委員会．

内容：基本計画を中心に設計開始．

4月21日 第 1回説明会開催． （～ 4月25H)
内容：メーカー 5社から推艇機種について説明聴取．

4月25日 第 2回機種選定調査小委員会間催．

内容：機種選定方針を与えてメーカーに円倹討させる．

4月28日 建策小委貝会見学会（九屯，福銀計灼．f蔑室）．

5月 1日 第 2阿建策小委員会．

内容：叶算機室の位置を検討．

5月 8日 西日本地区国立大学軍子計算機協議会（西計1杭）．西 1:1本地区大型計算機利

川協議会（西利協）開催．

第 2同設置準備委員会．

内容：機種選定方針の検叶．

第 3回機種選定調査小委員会．

内容：槻種選定方針決定．
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5月22日 第 3回建築小委員会．

内容：室の配列，人は機構図，機械の製作 l]程等の打合せ．

5月27日 第 2回説明会開催． （～ 5月31日）

内容：再提出された各社の計訓について説明聴取．

5月31日 第 1回常任委員会

内容：予算の振替要求と各委員会の今後の tl程について．

6月 5日 第 4回槻袖選定i月査小委員会．

内容：各機種について調査を続けることに決定．

6月 7日 第 2回常任委員会．

内容：機種選定の経過報告，センター要員の確保について．

6月19日 第 3回常任委員会．

内容：機種選定に関する打合せ．

6月28日 第 4回常任委員会

内容：機種選定の整理について．

第 5回機種選定調査小委員会．

内容：各機種の比較採、1は結果作成．

6月29日 第 3回設附準備委員会．

内容：機種決定，今後の方針決定．

7月 3日 富士通信槻（株）と九大施設部の第 1回打合せ．

内容：機械の配附について．

7月 5日 第 5回常任委員会．

9月20日

9月26日

10月 2H 

10月 3日

11月10日

内容：機種内定の報告，旅費，校費の査定，建物，概算要求について，セ

ンタ一人*・

第 4同建棄小委員会．

内容：中面図検丘寸．

第 1回近‘i玲方式小委員会．

内容：システム運川の基本方針の確認，富士通社の運用菅理案の検，；J．

第 5回建築小委員会．

内容：祈平面図で各室の入替を検討．

富士通信機（株）と九大施設部第 2l叫 l合せ．

内容：屯源，二重床，換気等辿絡．

第 2回辿用方式小委員会（学内委貝のみ＼．

内容：センター設立に必要な規則，利川細則の検討．

富士通伯機（株）と九大施没部第 3回打合せ．

内容：空調方法を辿絡．

11月24日 第 7回建築小委員会．

内容：軍気，設備関係の検討．

11月28日 第 6回常任委員会．

内容：文部省，総長あて報告也について，センター規則の検討，設置準備

委予算の使途について，センター要員の検吋．

12月 センター建築工事着工（施工：銭高組）．

1 9 6 8年（昭和 43年）

1月31日 第 7回常任委員会．

2月 7日

2月22日

2月26日

内容：人事実行案，建築実行案について．

第 8厠建築小委員会．

内容：最終図面検討承認．

中央計数施設運営委員会．

第 8同常任委員会．

内容：センター規則検討．

第 4回設岡準1Jiii委員会．

内容：予算配911内示について，建物について．
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2月26日 西利協総会．

内容：東大センター利用状況，九大センター設置準備状況．

3月 4日 中央計数施設運営委員会．

4月15日 九州大学大刑計算機センターの組織発足（学内措協）．

運営委貝会，専門委員会を組織，広報剖刊．

4月16日 第 9回常任委員会．

内容：委員会 11程，組織整価の日程について．

5月 9日 中央計数施設運営委員会．

5月128 大野克郎教授（エ）センター長に就1千，

有田五次郎講師研究開発部長に就任．

6月 2日 米空軍RF4Cファントム II伯察機が，建築中のセンターに墜落炎ビ

6月 4, 5日 水野総長を先頭に教職員学生有志か 板付基地撤去＿を要求する抗議デ

モを行う．

6月14日 総長は，板付基地撤去およびそれまでの安全｝翡iiりについて．総刑大臣，文部

・外務両大臣，防衛庁長官および駐日アメリカ代埋大使に陳情（第 1回）．

6月25日 大型計算機センター運営委員会学内委員会．

第 2回陳情．

7月 2日 屯算機復1H委員会（委員長：間田直幹教授）設骰が決まる．

7月9日 機休引き降ろしに反対する学牛が評議会に乱人．

評議会において機体の自主引き降ろしを決定．

7月31日 立人禁止区域の拡張と機体保管庫の位岡確定のための準備作業を開始したが，

引き降ろし反対派学生の妨害により作業中止．

8月 2H 機体引き降ろし作業に着手しようとしたが，反対派学生の妨害により作業中

止．

8月23l::l 機休保管庫建設中に引き降ろし反対派の学りが教職員．学牛に角材を振るい

負傷者続出．

9月 2H 計算機委員会（委員長：北川敏夫教授）が仮設センターを）し）q内の他の場所

に股けたいと総長に答申．

9月 9日 計算槻委員会は， I米軍機墜落ボ故に1乎う全国共同利川几州大学）＼JJ，九十算機

センター開設計画について」，また詞 29日に「大咽，il算．機設間に関する要

点」と題するパンフレットを作成，学内に配布．

9月18日 教旋部学生集会開催（総長出席）．

第 5回設置準価委員会と大型計算機センター運営委員会（第 1I旦1)を合同で

開催．

内容：センター開設計画について．

I 0月13日 警察のハンディトーキーが学生に奪われたという事件に対し，教養部が西幅

岡署による強制捜索をうけ，学生 1名か逮捕された．

11月 5H 文学部自治会が文学部事務宰をバリケードで上寸鎖したため．これに反対する

教職員，学牛との間で乱闘が起こり，多数の負傷者か出た．

11月15日 小郡町に米軍機墜落．

11月28日 板付基地撤去促進専門委員会が］基地と大学 九州大学はうったえろ を

作成

12月 2日 板付基地撤去」と―市民と大学の安全を保悴せよ をスローガンとして，

総長を先頭に教職員，学生有志による提灯デモを行う．

12月14H 機休処理に関する基本的態度について，総長淡話を発表．

12月19日 □大型計符椴早期利用に関する要望 古が学内打志により文部大臣に提出さ

れる．署名者 1.6 5 6名．

12月20日 2 2 H以降に教官の手によって，墜落米軍機の機休引き降ろし準備作業を開

始する旨公示．

12月24日 ［反帝学評 と「革マル派/の学生か．中門付近て乱趾，市民や教官，学生

多数が負傷． （～12月25日）

12月27日 機体引き降ろし準備作菜を試みたか．反対派学牛の妨害により作業は中ll..
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12月29日 機休引き降ろし準備作業にかかるため．糸勺 5(）名の教官がり、ったが．反対派

学生の妨害で，作業は中止．

1 9 6 9年（昭和 44年）

1月 5日 午仙 1時 4(）分，米軍機の機休が何者かの手により引き沿とされた．

1月 6H 「大型計算機早期利用に関するお顧い＿が庇児島大学．官崎大学，大分大学，

1月 9日

1月 5日

1月31日

2月15日

2月17日

2月28日

3月 7日

3月11日

3月18日

3月25日

4月17日

4月18日

4月25日

4月26日

5月2日

5月20日

5月22日

5月24日

5月28日

6月 1日

6月 2El 

6月3日

6月4日

6月18日

6月25日

6月26日

6月28日

熊本大学，長崎大学，佐賀大学，几州し業大学．｝ム島大学より文部省に提出

される．署名者 82 3名．

九州大学総長は文部大臣に会い， ｝0叫恥十算槻の早．期利用を衷望する．

機休引き降ろし事件に閃し，学牛爵IHこ室に次々と赴いた，；平議貝とffKi木引き降

ろし反対派の学生とが延ぺ 51時間にわたり交渉． （～ l月 7ll) 

水野高明総長の辞職にともない，教育学部原俊之教授か総長~J1務取扱に就任．

仮センター用建物契約締結（旧九慮総合研究）iJj・).

仮センター用建物改装開始．

大型計算機システムー式搬人完了．

「中核派：の学生が，事務局および学部を封鎖 (3月 3日解除）．

九電総合研究所跡仮設センターにて計算機システム稼働開始．

評談会で，原総長事務取扱の辞任および井上法学部長の総長事務取扱就任を

承認．

3月 17日付け文部省官房長名の，井上教授の言動に関する照会文書を受理．

評議会で文部省からの井上教授の言動に関する照会文書に対して，このよう

な照会には応じ得ず，また逍憾である旨回答することを決定．

第 6回設置準備委員会．

内容：仮設センターについて，決符報告．予算について．

第 2回大型計算機センター運営委員会．

内容：センター開設について，決算報告，予算について．

西利協総会．

内容：九大仮設センター開設報告（経緯，組織）．

大学制度委員会が発足（委員長：辻節三教授）．

「反帝学評」の学生が文科系学部本館を封鎖 (5月2日解除）．

「反帝学評」の学生が事務局および学生部を，医学部自治会の学生が医学部，

附属病院，歯学部，附属病院の事務室をそれぞれ封鎖 (4月 28 H解除）．

調査委員会は 1月5日の機体引き降ろし事件に関する調査結果を評議会に報

告，同時に学内に公表

文学部の学生大会で無期限のバリケード・ストライキを決議．文学部の建物

を封鎖

評議会で，井上正治法学部長の総長事務取扱（未発令）辞任を承認．

□大学法案に関する全学教官集会＿を祀念講堂において開催．

教育学部の学生大会で，無期限ストを決議，研究室，事務室を封鎖．

原俊之教育学部長の総長事務取扱辞任に伴い，問山直幹医学部長が総長事務

取扱に就任．

清水浩教授，西利協会長に就任．

大型計算機センター利用負担金徴収開始．

米軍機が大型計算機センターに墜蕗して 1周年， この日間田総長事務取扱を

先頭に，教職員，学生が「板付基地撤去ーの市中デモを行う．

井上正治法学部長の総長事務取扱の未発令問題について，医学部教授会が医

学部学生自治会と交渉，確認得に料名．

教養部構内で「全共闘＿」系学生と社会休制研究会の学生が舌LIiり，数名が負傷．

「青医辿」が医学部附属病院第 1外科研究棟を封鎖．

[医学部学生スト実行委員会ーの学生かl矢学部，灰学部附）函病院，歯学部．

歯学部附属病院の各事務室を封鎖．

「反帝学評」の学生が，事務局および学生部を封鎖．

「教養部闘争委員会」系の学生が，教養部本館を封鎖．

-4-



7月 1日

7月4日

7月14日

7月17日

8月 4日

8月14日

8月18日

9月 4H 

10月2日

10月4El 

10月14日

10月16日

10月20日

10月22日

10月27日

11月7日

11月13日

「経済学部大学院スト実行委員会ーの学生が，附属図書館を封鎖 (8月 l0 

日解除）．

「工学部共闘会議」の学生が工学部本館， 「文，育，法，経学部共闘会議；

の学生が，法学部をそれぞれ封鎖．

「反帝学評」を中心とする学牛が経済学部を封鎖．

大型計算機センターの被害調壺について公ホ．

「教養部闘争委員会」系の学生が教捉部 2号館， 3号館を封鎖．

問田直幹医学部長の総長事務取扱辞任に伴い，谷 ll鉄雄文学部長が総長事務

取扱に就任．

大型計算機センターの被害調壺を試みたが，一部学生の妨害によって中止．

西利協総会

内容：九大センター事情聴取，西利協として今後とるべき態度について．

教養部教官会議に「教養部闘争委員会＿系の学生が大衆団交を強要，二人の

評議員を約 3()時間にわたって拘束．

大学制度委員会が「中間報告」を公表．

封鎖建物の解除および人型計掠機センター再建の妨屯排除のため，機動隊の

出動を要請，午前 6時，各キャンパスの封鎖建物をつぎつぎと解除，教養部

本館に立てこもっていた学生 16名を含めて34名の学生が逮捕された．墜

落米軍機は米軍の委託を受けた業者の手により学外へ強制撤去．

ヘルメット着用の学生， ［青阪辿，， 基雁研辿 等約 lO（）名か阪学部構

内をデモ，一部の学生が機動隊と衝突し 5l名が逮捕された．

教養部田島寮の令状捜査．

教養部本館を学生へ公開． 吼教挫部別争委員会ー系の学生が構内デモ，駐留

中の機動隊と衝突．

大型計算機センターの被害調沓実施(~11月4l::l). 

第 13代学長に入江英雄医学部教授が就任．

記念講堂で教養部学生大会，スト解除等を決議， で全共闘／系学生約 3() () 

名が会場へ突人をはかり，学友会系学生 34名が負偽．大学は機動隊の出動

を要請

11月25日 記念講堂で再度教養部の学生大会，スト解除決試．

12月25日 大型計算機センター建築工事再開．

1 9 7 0年（昭和 45年）

2月20日 大型計算機センター第 3回運営委員会．

内容：センター現況，センター関係規削，移転について．

3月3lH 大型計算機センター建物完工．

管理部門仮設センターより移転．

4月 1日 文部省令第 6号により大型計符機センター設岡．

計算機移設 （調整，フィールドテスト）

大野克郎教授（工学部），センター艮に就任．

有田五次郎講師，次長に就任．

景川耕宇講師，研究開発部長に就任．

5月 8日 大型計算機センター開所式．

第 7回設置準備委員会と第 4回大刑計算槻センター運営委員会を合同て 1開催．

内容：設固準備委員会の解散について．センター間設について．

8月 7日 第 5同人咽計算機センター運営委員会疇

8月末 槻悩構成変更（磁氣コア 32 KW. （滋気ドラム l台． XYプロッタ l台jii)
により七記柏装間 1n OK Wになる．

12月 TSS実験開始，学外端局が九工大．伽岡教白大など 18局に設附される．

12月4ll 知 6回大型計冥槻センター述営委員会．

1 9 7 1年（昭和 46年）

3月 槻器構成変更．ファイル装附が贈強される．
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4月 1H 負担金改定．

TSS端局か 2l局となる．

5月28日 第 7回大嬰叶闘機センター迎将委且公．

6月 TSSによる本格的実験の間始．

11月 ジョブ間合せ装附による間合せサービスの開始．

l ]月 29日 第け回大型計算槻センター辿貨委且公．

1 9 7 2年（昭和 47年）

4月 1日 高川肪教授（」こ学部），センター長に就任．

景川講師．次長に就任．

松尾文碩講師，研究開発部長に就任．

5月 TSSの一部（リモート・バッチ）正式巡J廿開始．

6月9日 第 9回大型計算機センター運営委貝会．

11月27日 第10回大型計算機センター運営委員会．

1 9 7 3年（昭和 48年）

2月27日 第 10回西利協総会．

3月 機器構成変更．

4月 1日 負担金改定．

TSSの全面運用開始．

5月 九州工業大学の計算機システム (OKITAC 1300）とセンターとの

2 4 0 0 bps回線による結合．

6月12日 第11回大型計算機センター巡営委員会．

12月 3日 第12回大型計算機センター運営委員会．

将来計画検討小委員会の設置．

1 9 7 4年（昭和 49年）

2月25日 第 11回西利協総会．

4月 1日 高田教授．センター長に再任．

大里新太郎氏，事務長に就任．

グラフィック・ディスプレイ装附の稼働開始．

6月11日 第13回大型計算機センター運営委員会．

9月 1日 FACOM230-fi()システムより FACOM230--75システムに機

種を変更ファイル装置の堺弛により主記樟 25'1KWになる．

11月14日 カードリーダのオープン運用開始．

12月10日 第14回大型計算機センター運営委員会．

1 9 7 5年（昭和 50年）

2月25日 第 12回西利協総会．

3月 機器構成の変更，通信制御装置のJ柑強．

4月 1日

6月 4日

7月11日

10月1日

10月 6日

10月30日

I I月29日

主記憶 448KWになる．

新しいオペレーティングシステム＼Ioni torVllによる叶狩サービス開始．

山口大学の計算機システム (FACOM230 -28) と24 0 O bps. 愛媛

大学の計算機システム (FACO:V1230- 28) と48 0 0 bps回線による

センターとの結合．

大野教授、西利協会長に就任．

TSS交換回線 (30 O bps) サービス開始．

「センターヘの苦情を聞く会」開催．

第15回大型計算機センター運営委員会．

負担金改定．

九州大学基礎情報学研究施設の計躯機システム (FACOM じー 20 0) 

とセンターとの 24 0 0 bps回線による結合．

XYプロッタの運用方法の変更

機器構成の一部変更．

第16回大型計算機センター運営委員会．
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1 9 7 6年（昭和 51年）

2月27日 第 13回西利協総会．

4月 1日 田町常夫教授（工学部），センター長に就任．

前田清睛氏，事務長に就任．

7月16日 第17回大型計算機センター運営委員会．

次期システム検討委員会が，センター長の委嘱により設樅される． （委員：

1 3名）

9月 機器構成の一部変更．

11月 大容量記憶装置の増強，主記憶 512KWとなる．

1 9 7 7年（昭和 52年）

1月 次期システムの予算（年間借料： 4億 20 0万円）内示される．

2月15日 次期システムとしてFACOM M-19(）システムを選定．

2月28日

4月18日

6月30日

8月20H

9月20日

10月4日

10月15日

10月29日

11月 1日

第18回大型計算機センター運営委員会．

第 14回西利協総会．

九州大学情報教育センター設個される．

第19回大型計算機センター運営委員会．

センター建物改築工事着工 (2階， 3階）．

FACOM230-75の稼働終r.その後の処理は FACOYI yl-19 

（）システム導人まで， FAC(）M M -1 6 0システム（富士通福岡営業所

に設置）で行う．

M-1 9 0システム，センターに設置

広報別冊「新システム特別号一刊行．

M -1 9(）システムの公開テスト． （～ l 0月31日）

FACOM230-75システムより FACO--Yl :.'119()システムに機種

を 変 更 主 記 憶 容 量 6MB, 磁気ドラム容羅 45 :vi B, ディスクパック容量

6000MBとなる．デマンド出力機能等の導入．

12月 交換回線 (12 O O bps)のサービス開始．

12月 2日 第20回大型計算機センター運営委員会．

1 9 7 8年（昭和 53年）

1月 九州大学情報処理教育センターの計算機システム (ACOS77) と96 (） 

0 bps, 熊本大学の計算機システム (FACOYl230・・・75) とセンターと

の 24 0 0 bps回線による結合．

2月28日

3月

第 15回西利協総会．

宮崎大学の計算機システム (FA C O M 2 3 0 --3 8) とセンターとの 24 

0 0 bpsによる結合．

4月 1日 田町教授，センター長に再任．

利用負担金， ジョプ制限値の一部改定．

出力検索，印字付カードパンチ出力機能の追加．

4月22日 新システム披露式．

6月 1日 福岡市の水不足による給水制限のため．この期間断続的に時間外運転の中止

を余儀なくされる． （～10月30日）

7月 1日 ジョプ制限値の一部改定．

7月 4日 第21回大型計算機センター述営委員会．

12月 roe端末による FS O (Full Screen Option)槻能の追加．

12月5日 第22回大型計算機センター運営委貝会．

1 9 7 9年（昭和 54年）

2月27日 第 16回西利協総会．

4月 1日 利用員担金の一部改定． （油箕負担金の季節による変動制． EXCP料全追

加等）

4月23H 

5月

大分大学の計算機システム (FA C O :VI 2 3 0 - 3 8 S̀）とセンターとの

2 11 0 0 bps回線による結合．

英小文字の I"、P出カサービス．
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6月23日

6月30ti 

7月10日

9月 1日

11月 1日

11月13日

TSS端末展示会開催．

センター剖立 1()周年記念式典．

第23回大型計算機センター運営委員会．

センター建物増築―［事． （～ 1980. 3. 31) 

利用負担金を改正． （演符負担金の ff1'1下げ）

F A C ()M M-2 (） （） （2 c l ）し•． l (） M I}）に変史

センター規削を改正． （大学院帝谷合則 1.＇店(ijf究科・ 19)之i性に付う．

員）

12月 7日 第24同大型叶算機センター連党委員会．

12月20日 データベースのサービス開始． （l.¥"SPEC) 

1 9 8 0年（昭和 55年）

2月29日 第 17回西利協総会．

4月 1日 加納省吾教授（理学部），センター長に就任．

5月31日

6月 3日

6月21日

7月10日

10月 1日

11月5日

12月 9日

清水乙明氏，事務長に就任．

センター建物増築の記念式典．

光学文字読取装憫 (0CR)のサービス開始．

TSS端末展示会．

第25回大型計算機センター運営委員会．

利用負担金を改正． （カード穿孔を削除）

カード穿孔サービスの廃止．

FACOM M-200 (3CP し•, 1 o':vlB)に変更．

漢字端末および日本語ラインプリンタ Xl, Pのサービス開始．

第26回大型計算機センター運営委員会．

データベース委員会を設置．

1 9 8 1年（昭和 56年）

2月27日 第 18回西利協総会．

3月18日 統計解析システム SASのサービスを開始．

4月 1日 利用負担金を改正． （ファイルアクセス料金， NIS S料金）

大容量記憶装置MSSのサービスを開始．

7月10日

7月11日

7月27日

8月 1日

8月

10月 1日

12月 1日

12月

12月9日

田町常夫教授，西利協会長に就任．

第27回大型計算機センター運営委員会．

TSS端末展示会．

行政管理庁九州管区行政監察局の行政監察．

多目的講背室の利用内規を制定．

仮想計算機モニタ AVMの運用開始．

利用負担金を改定． （ネットワーク利川負担命の新設）

DDXによる大学間ネットワークのサービスを開始

FACOM M-200 (3CPじ， 2 4 M H)に変更．

第28回大型計算機センター運営委員会．

公用データベース取り扱い内規を制定

1 9 8 2年（昭和 57年）

2月18日 第 19回西利協総会．

3月 1日 ・画像処理サービス（グラフィカ 1---5000）の1itl始．

3月15日 夜間無人運転システムの運用を開始．

辿況委iiu) h,’} 

3月23日 センター規則を改正． （運営委員に欠員が生じた場合の後任委員の任期を明

4月 1日

7月8日

10月 1日

10月29日

11月

記）

加納教授，センター長に再任．

合屋啓義氏，事務長に就任．

第29回大型計算機センター運営委員会．

利用負担金を改正． （NLPの図形文字パターン数による課金）

インテリジェント端末研究会．

F A C O M M -2 0 0 (3 C !1じ， 32MB)に変更
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12月 6日 第30回）ゞ型計算機センター辿営委員会．

1 9 8 3年（昭和 58年）

2YJ CVCF （静止）［リ定露圧定周波屯湘装j;り）を導人．

3月 1日 第 20回西利協総会．

3月22日 データ辿信，・り．用交換機 PACXの述）1j|｝｝」始．

4月21日 D「)Xペケット交換網と特定通信ILII線およひ公衆通侑同線の相―札技続のサー

ビス 1}ll始．

7月 7日 第31回大型計算機センター運営委員会．

8月 1日 F /¥ C O.vl M --3 8 2 (2 C P し•, 4 8 :VJ B）に変更．

11月 4日 テータセットの自動バックアップl}廿始．
12月 6| l 第32回大型di'麻槻センター巡営委員会．

12月10日 計算機宇改修． （～1984. 1. l 4) 

1 9 8 4年（昭和 59年）

1月28日 1̀’l̀ Y J闘木のフルスクリーン機能 (l)| `  I) 1‘’l̀ Y)のサービス 1}}］始．

2月 3日 第 1回計算機科学研究集会．

3月 1日 第 2]回西利協総会．

4月 1日 吉田将教授（工学部），センター長に就任．

利用負担金を改正． （C pし・長時間割引． ¥ilS S使用料）

第33回大型計算機センター運営委員会．

夜間の完全無人辿転を開始．

オープンステーション (IN L T, M 1̀’:{｝）の夜間開放．

リモートバッチジョプ（ジョプクラス J¥) の優先処理．

第 2回計ぽ．I椴科学研究集会．

第34回大型計算機センター述党委員会．

計算機ネットワーク委員会を設ii化
1 9 8 5年（昭和 60年）

1月 1日 利用負担金を改正． （ファイル料，プリンタ料の値―Fけ）

2月21日 第 22回西利協総会．

4月 1日 岩谷正男氏．事務長に就任．

相良節夫教長． I）L1莉協会長に就任．

4月 2Fl F A C O :vl ¥11 -3 8 2 (2 C P し•. （i l ¥l li) に変更．

6月17H F (） R T R A Nのアドレス拡張枇能のサービス開始．

7月 1日 TSS交換回線 (2・400bps, TTY手順）のサービス開始．

7月llFI 第35回大型計算機センター運営委員会．

9月30日 データセットの自動マイグレーション開始．

11月27日 第 3回計算機科学研究狛会．

12月 6日 第36回大型計屁槻センター運営委i［会．
1 9 8 6年（昭和 61年）

1月 fiH F A C O :VI :VI --3 8 0 S (2 C riし.. f-i 4 ¥1 B) • F A C O ¥:1 ¥ P ・-1 

0 0 (1 C Pじ， 32MB) に変更．

カード出カサービスの廃止．

インパクト式 LP出）Jサービスの廃止．

機柚検討委貝会の設趾． （次期機神の検討）

第 23回匹i利協総会．

相良節夫教授（工学部），センター上こに就任．

共通利用番号制を実施．

第二釉ペケット交換サービスを1}fl始．

TSS交換回線で 2l (） （） bps (H I) l、C手順．）のサービス開始．

第37回大型計算機センター運営委員会．

機種検吋委員会の廃止．

FACOM M -380SをFA C O ¥1 :vl --3 8 2 (2 C Pじ．（i」¥-1B) 

に変更．

7月20日

村月

8月l7「I

12月 6日

12月 7日

1月22日

2月26日

4月 1H 

日

日
1

7

 

月

月
7

7

 
l ]月 4日
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11月25H 第 4回計算機科学研究集会．

12月 8l::l 第38回大型計算機センター運営委員会．

1 9 8 7年（昭和 62年）

1月 5日 FAC0.¥1 M-383 (2CPじ， 9 6 M B) ・ド AC 0.¥1 VP--10 

0 (1 CPじ， 128MB) に変史．

2月25日 第 24回西利協総会．

4月 1H 研究開光部に教授定貝． （llJJ手延員振枠）

業務掛，第ー業務掛と第二業務掛の・▲il|・に分割］．

田端時夫氏，事務長に就任，

学術柏報センター，情報検索サービスを開始．

牛島和犬教授，西利協会長に就任．

7月10日 第39回大型計算機センター運営委員会．

8月18日 FA C O M M 7 8 (） ／ 2 (） （2 l l）じ， ID 2 M B) • F A C O.¥I V 

9月 1日

10月 1日

P-200 (lCI'じ， 128MB) に変史．

ディスクの贈弛． （45GBを 10 0 (; Hに）

画像システム (FIVIS)のサービス開始．

A4版高辿XL Pのサービスを開始

利用負担金を改正． （ネットワーク禾lllll負担金の無料化）

N -1電子メールのサービスを開始．

M -7  8 0によるじ TS (じ N I X)の運用を開始

10月 センター内 LA:¥'.のためのイーサネットケーブルを敷設．

11月25日 第 5回計算機科学研究集会．

12月17日 第40回大型計廊椴センター運営委員会．

1 9 8 8年（昭和 63年）

2月 1日 端末分室を設附． （大学院総合理工学研究科，機能物質科学研究所）

2月 5日

2月25日

3月31日

4月 1日

M S Sの返却計画に関連し，ディスクの崩抽． （100GBを 16 (） （; lー｝に）

学術情報パケット網による大学間ネットワークの運用をt}｝l始．
第 25回西利協総会．

,vl S Sの返却．

相良教授，センター長に再任．

出張利用者の旅晋支給砧準を改正．

端末分室を設閻． （歯学部，薬学部，中央IIl数施設）

7月 1日 TSS交換回線で 9fi O O bps (T T Y「l11月）サービスを開始．

7月12日 第41回大型計算機センター運営委員会．

端末分室の設樅及び述営に関する内規ーを制定．

7月25日 中央計数施設の端末分室で， AI)交換サービスを開始．

9月 1日 B I T X E Tの電子メールサービスを開始．

TSS 交換回線で~) fi O O bps (H D I、C手順，）サービス開始．

9月19日 センター内に VP導人のためのワーキンググループを設置．

9月27日 連絡所における利川者講習会を開催． （＼ l） ；i/J予1会，於山日人学．～9.28) 

10月 1日 利用負担金を改正． （ファイルアクセス．ディスク料金の値ト・け）

11月24日 第 6回計算機科学研究集会．

12月9日 第42回大迎計算機センター述常委員会．

1 9 8 9年（平成元年）

1月9日 Jじ>JETの電子メールサービスを開始．

2月 7日 次期システム検討委員会を設ii{t.
2月22日 第 26回西利協総会．

3月 画像処理システム FI V I Sのグラフィックカメラ装i性の導人．

4月 1日 センター規則を改正． （研究開発部長を教授又は助教授とし，次長』llを廃止）

利用負担金を改正． （消費税導人に什う各区分共辿負担金の設iiり）
磁気テープライプラリ装岡M TI、. l S l) X対応通信制御装附．カット紙ラ

インプリンタ CLPの祁人．
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5月12日

6月 1日

7月10日

7月13日

7月17日

スーパーコンピュータ導人説明会を開催．

島綺楓昭氏，センター教授に昇任し．研究開発部長に就任．

カット紙ラインプリンタ (CLP)のサービス開始．

第43回大型計算機センター運営委員会．

計算機の内部コード系のデフォルトを変史 （九大固有コードのデフォルト

をInternationalEBCDICに）
ジョブ制限値の変更． （Fジョプの Cl）じ：最）(l2(）分）

8月21日 U T S用端未 FMR-7 (）の設置．

8月22日 端未分室を設置． （経済学部）

9月 X lメール， BITNET, Jし;7¥ E'［｀間のメールl-1瑶胆開始．

9月18日 端未分室を設罹． （教養部）

10月 日本語ボストスクリプトプリンタの述川開始．

11月10日 センター創立 20周年記念懇談会．

11月20日 第 7回計算機科学研究集会．

12月 SじN-3/80 (1台）の尊人．

12月15日 第44回大型計算機センター運営委員会．

1 9 9 0年（平成 2年）

1月 ワークステーション SU N -3 / 8 (）の公開．

2月20日

3月

4月 1日

ワークステーション G1 5()による OCRのサービス開始．

第 27回西利協総会．

ISDN交換機 (1台）の導人．

牛島和夫教授（工学部），センター長に就任．

青木重仁氏，事務長に就任．

第一業務掛・第二業務掛を，システム運川掛・システム管理掛・ネットワー

ク掛の三掛に組織替え．

4月 機器変更． （磁気ディスクの増強等）

6月 X s t a t i o n (2台）の導人．

7月13日 第45回大型計算機センター運営委員会．

7月15日 カラー Xウィンドウ端末の設置．

9月17日 データセットのアクセス管理を強化．

10月 1日 利用負担金を改正． （ワークステーション位担令の新設）

11月 1日 I N Sネットでのパケッ l、通信による TSSサービスの開始．

11月26日 第 8回計算機科学研究集会．

12月18日 第46回大型計算機センター運営委員会．

1 9 9 1年（平成 3年）

2月22日 第 28回西利協総会．

3月 ワークステーション SじN-4 / 2. sじx-4 / 3 3 (）の導入．

3月末 機器変更． （磁気ディスクの増強等）

VADIC モデムによる交換回線のサービス廃J|•墨’

4月 1H 田村英之教授（工学部），西利協会長に就任．

4月 3日 MHS方式による電子メールサービスの淵始．

6月 1日 PACX経由による 30 0 bpsでのサービスl語ll・,．
7月 ワークステーション SU¥'-1/2の導入．（ rncntat用）

7月 8日 第47回大型計算機センター運営委員会．

9月 汎用機の()sをMSPから＼1s p / E Xに変更．

11月221 l 第9回計算機科学研究化会．

12月12日 第48回）0児J叶算機センター辿‘営委員会．

1 9 9 2年（平成 4年）

1月 8日 汎川コンピュータシステム］•｀ A (‘9 (）．＼1 Nl 7村() / 2 ()を FA C (） M M 

2月15日

2月17日

1800//2(）に変史．

B l'「NI鳴ヽ、 'l‘ による ‘lじfメールサービスの廃［卜．

カートリッジ型磁氣テープ装t府の連川
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2月28日

3月 1日

3月4日

4月 1日

5月

第 29回西利協総会．

利用負担金を改訂． （演算負担金の変更）

スーパーコンピュータシステム FA.COM VP  20（)を FA C (） NI V 

P-2600/1()に変更．

ジョブクラスと制限値の変更．

牛島教授，センター長に再任．

土曜閉庁に伴う運用時側の友史．

MSPでTELNETサーバ，クライアントの公開．

6月 1日 ジョブクラスと制限値の変更．

7月 屯子ニュース (MSP)のサービス開始．

7月14日 第49回大型計算機センター運営委員会．

10月 MSPでFTPサーバ，クライアントの公開

11月 2日 カラープリンタの運用開始．

11月27日 第10回計算機科学研究集会．

12月14日 ジョブクラスと制限値の変更．

12月17日 第50回大型計算機センター運鴬委員会．

1 9 9 3年（平成 5年）

1月 5日 スーパーコンピュータによる UX P /M  (じ X I X) の運J-1」開始．

2月19日 第 3()回西利協総会．

4月 1日 野田恭ー氏．事務長に就任．

4月 九州大学附属図J}館OPAC （北部九州地区図古館情報検索システム）との

接続．

7月14日 第51回大型計算機センター運営委員会．

9月30日 電子メールシステム NlMAILの辿J廿停 ll-．

10月 1H 利用負担金を改定． （カラープリンタ出力，ファイルアクセス）

11月25日 第11回計算機科学研究梨会．

12月14日 第51回大型計算機センター運営委員会．

1 9 9 4年（平成 6年）

1月 1日 大型計算機センター長，九州大学総合情慨伝達システム遥用センター長を兼任

1月 5日 MSPのジョブ制限値の変更

2月18日

4月 1H 

6月20日

汎用で SSじサービス開始

UXPのジョブ制限値の変更

第 31回西利協総会．

並列叶算機 CM-5のテスト巡川開始

大型計算機センター創立 25周年記念式典）L州大学総合梢報伝逹システム完

成披露式典と併せ挙行
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システム構成の変遷

I. FACOM 230-60システム

II. FA COM 2 3 0-7 5システム

III. FACOM M-190システム

IV. FACOM M-200システム

V. FACOM M-382システム

(1 9 6 9年 3月～ 19 7 4年 8月）

(1 9 7 4年 9月～ 19 7 7年 9月）

(1 9 7 7年11月～ 19 7 9年10月）

(1 9 7 9年 11月～ 19 8 3年 7月）

(1 9 8 3年 8月～ 19 8 5年12月）

VI. FACOM M-380S, FACOM VPlOOシステム

(1986年 1月～ 19 8 6年10月）

VII. FACOM M-382, FACOM VPlOOシステム

(1 9 8 6年11月～ 19 8 7年 7月）

VJII. FA COM M-7 8 0, FA COM VP 2 0 0システム

(1 9 8 7年 8月～ 19 9 1年12月）

IX. Fu j i t s u M-1 8 0 0, FA COM VP  2 0 0システム

(1 9 9 2年 1月～ 19 9 2年 2月）

X. Fu j i t s u M-1 8 0 0, Fu j i t s u VP 2 6 0 0システム

(1 9 9 2年 3月～ ‘,／ 
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システム性能の推移

汎用コンピュータ

処理速度

［倍］ □処理速度 冒〗主記憶

王記憶

256 [MB] 

119.1 

100 ............................................................................................................................................................................................................................................................................................. i¥l2.....,・．．．．．．．
90. 3 

200 

ー

1
4

50 j-....................................................................................................................................................................................... 45,.;3.............. 45,.2.....................................,45,.;3... ~§................, 

゜
1 o. 5 

100 

゜230-60 230-75 訃190 M-200 同(3CPU) M-382 M-380S M-382 M-780/20 M-1800/20 

中央処理装置
注意：処理速度は， 230-60を 1とした

Gibson MIXによる MIPS値の比率．



システム性能の推移

スーバーコンピュータ

処理速度

［倍］ □処理速度 筐〗主記憶
25 1-・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・.............................................................................................................................................................................................................................................. 24,.o4.........., 

20 

ー

1
5
1

15 

10 

5
 

32 

゜

128 128 

主記憶

[MB] 

500 

400 

300 

200 

100 

゜VP100 VP200 VP2600/10 

中央処理装置
注意：処理速度は， VP100を 1とした

ピーク性能の比率．



システム性能の推移

ティスク容量

[*1000MB] 

250 

200 

|
1
6
 

150 

100 

50 
48.62 

102.428 

155. 624 

58. 7 

24.08 
29. 152 

16.989 

゜
0.112 0.972 

6.045 7.947 9.381 

1969.03 1974.09 1976.11 1977.11 1979.11 1980.11 1981.12 1982.11 1983.08 1985.04 1986.01 1986.11 1987.08 1989.04 1992.01 

導入年月



FACOM  M-190  システム (1 9 7 7年 11月～ 19 7 9年 10月）

主記憶装置

6 MB  

付属処理装置

バッファメモリ 1 6 KB  

中央処理装置

バッファメモリ 16 KB  

チャネル処理装置

1

7

|

|

 

200MBx2  

X 3台 X 1 5台

800/1600rpi 
x4台

x2台

x2台

三
x l 5台

口

チャネルツー

チャネルアダブタ

FACOM 
U-200システム

x2台



FACOM  M-200  システム (1 9 7 9年 11月～ 19 8 3年7月）

中央処理装置 中央処理装置 中央処理装置

主記憶装置

3 2 MB  

記憶制御装置

チャネル処理装置
システム電源

制御装置

1
8
1
 

x3台

磁気ディスク装罠

800 MB  x2 

x4台

ディスクバック装罠

200 MBx2 

磁気ディスク装臣

600MBx2 

ディスクパック装匿

200MBx2 

x4台

800/1600rp i 

x4台

クイプライタ I I 
XYプロッタ

◇ 
こ

x2台

f
 
大学間

ネットワーク

その他へ接続

FACOM 
U-200システム

X 1 3台 x8台



FACOM  M - 3 8 2  システム (1 9 8 3年 8月～ 19 8 5年 12月）

中央処理装置 中央処理装置
主記憶装置

3 2 MB  

主記慎装置

3 2 MB  

システム寵源
制御装置

記憶制御装置

チャネル処理装置 チャネル処理装既

1
9
 

磁気ディスク装匠

446MBx4 

x4台

磁気ディスク装腔

630MBx4 

800/160Drpi 

x2台

31 7 MB  

1600/ 6250rp i 
X 6台

口x2台

＜ x2台

＜ 
X 1 2台

'3台

ディスクパック装匿

2 0 0 M B  x 2 

x2台

x6台 X 2台



FACOM  M-380S, FACOM  VP100  システム
(1 9 8 6年 1月～ 19 8 6年 10月）

FACOM VPlOO FACOM M-380Sx2台

2
0
 

磁気ディスク装罠

446Milx4 

磁気ディスク装證

630MBx4 

x4台 X 1 4台

主記憶装置

3 2 MB  

主記憔装骰

64 MB  

中央処理装置
中央処理装置

2台

チャネル処理装匝

磁気ディスク装四

200MBx2 

x6台

磁気ディスク装臣

317MBx2 

1600/6250rp i 
x6台

⑫
 

8QQ/ 1600rp I 

x2台

チャネル処理装置

三

X 2台

x6台
x3台

x2台

X 2台



FA  COM  M-382, FACOM  VP  1 00  シスデム
(1 9 8 6年 11月～ 19 8 7年 7月）

FACOM VPlOO FACOM M-382x2台

主記憶装置

128 MB  

主記憶装置

9 6 MB  

中央処理装置
中央処理装置

2台

こ〖

2
1
 

磁気ディスク装固

446MB•4 

磁気ディスク装臣

630MBx4 

x4白
X 1 8台

チャネル処理装置

ディスクパック装匠

200MBx2 

x6台

317MBx2 

x6台

800/lGOOrp i 

x2台

チャネル処理装置

x2台

x3台

x2台

x2台



FACOM  M-780, FACOM  VP200  システム
(1 9 8 7年 8月～ 19 9 2年 3月）

FACOM VP200 FACOM M-780/20 

主記憶装置

1 2 8 MB  

主記憶装置

192 MB  

中央処理装置
中央処理装置

2台

チャネル処理装置 チャネル処理装置

x3台

チャネルスイッチ

2
2
 

記は容且 2 5 0 G B  

磁気ディスク装匡

630MBx4 

x8台

磁気ディスク装毘

1.2 GBx4 

800/l600rp1 

X 2台
＜ x3台

X 9 3台

＜ X 1 1台

交換回線

X 2 5台

口

口
二



F u t s u
 

M-1 8 0 0, F u t
 
s
 
u
 

V P 2 6 0 0 システム
(1 9 9 2年 3月～）

Fujitsu VP2600 Fujitsu M-1800 

中央処理装置

（ペクトル処理装匿）

主記憶装臣

システム記位装匿

5 1 2 

l 

MB  

GB  

中央処理装置

CPU  

主記憶装匿

システム記惧装四

2

6

6

 

5

5

 

2

2

 

台

MB  

MB  

く ；心ンタ
X 2台
□二］

チャネル処理装骰 チャネル処理装囮

x2台

ー

2
3
1 磁気ディスク装固

30. 24 GB  

x7台

収容カートリッジ数

1250粒

1600/6250rp i 
x6台

アレイディスク装匿

15.12GB 

< 
由気ディスク装匠

15. 12 GB  

X 1 5台

ぐ
X 8 8台

x3台

二

注： （）は閑入棧器の台数で外数である

--' ， 
， 
l 
， 
l 
， 
l 
， 
' ， 
， 

， 
"•----------

X 3 6台 (3台）

(1台）

(1台）

邑 X 1台

(1台）



創立10周年以降0)運月方式0)変更

5

1

2

 

ー

1

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
ヽヽ

9

，
 

7
 ，
 

ー

年 月 内 容

4
 

汎用OSの変更 OS IV/F4 E20C→OSIV/F4 E30C 

記録密度6250rpiの町サービス

英小文字のLP出力

-2 0 0 cpu : 2台，主記憶：
利用負担金の改訂 演算(CPU)負担金の季節による変動制， 77イルアクセス負担金の新設

ゾョ7‘制限値の変更 I]ーシ五'J,LP出力枚数， EXCP回数等

情報検索システムFAIRS-Iによるデータベ・ース INSPEC-Cサービス

1980 4

5

 

8

0

 

ー

1 1 

1 2 

セソタ—建物工事に伴うか70'/!\゜ンチ室， ターミナル室， か7゚ンステーシ3ンの移動について

新FORTRANの FORTRAN77サービス

光学文字読取装置 (OCR: F6312B)のサーヒ令J...

ヅ3ア制限値の変更 TSSのリーヅョソ

カード穿孔のサービス停止

利用負担金の改訂 カード穿孔負担金を削除

情報検索システムFAIRS-Iによるテキータヘ.-J... INSPEC-A, 

大容量記憶装置 (MSS:35GB)の導入

日本語ぅィンフ。 1）ンク（NLP)，漠字端末のサービス

罫線なし7°!)ソク用紙の運用

7゚巧夕WX625（渡辺測器製）のサーヒ双

日本語情報システムJEFのサービス

INSPEC-B, INSPEC-J サ-t中ス

1981 ー

4
 

8

0

2

 

1

1

 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
-
9
9
9
 2

 
8
 ，
 

ー 3
 

4
 

OCRで OCR-B7ォソト活字のサポ ート

PFU-200による AD変換サービス

利用負担金の改訂 7了イルアクセス料金の値下げ，センター内端末接続時間負担金の新設

MSS（マスストレーヅ） ／日本語70IJッタ／WX6257゚ 巧夕負担金の新設

ヅョア制限値の変更 IJ —ヅョン， 出力行数等

利用者貸し出しMSS （マスストV—ヅ）のサーt· ス

汎用OSの変更 OS IV/F4 E40 (ADF. RACF. PFD等のサポート）

仮想計算機モニタ AVMの運用 単一計算機で複数VMのサポート

利用負担金の改訂 ネ叶りーク利用負担金の新設

DDX網による大学間 (N-1)ネットりークの運用

汎
FORT 

画像処理装置ク万7ィカ (I-5000)のサーヒャス

夜間無人運転システムの運用 サーじ` ス時間の延長

ヅョア制限値の変更 TSS1Jーシ五'/
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， 
， 
， 

: 1 0 
＇ i 

＇ 
＇ 
＇ 

1 1 

XY7° aッタ WX625のサービス停止

利用負担金の改訂 図形文字／＼゚ ターン数負担金新設

LP出力行数／日本語7゚I）'jタ出力／WX6257°aッタ負担金の削除

ツ五ア制限値の変更 MTシ万アのリーツ・.3'j／LP枚数等

汎用Jンl:.J.TクM-20 0の増強 主記憶：8MB（計32MB)
デ`ークベース管理システムAdbisによる CXCB（ケンアリッヅ結晶デークベース）のサーt'、ス

1983 : 2 定電圧定周波電源装置の更新 (MG: 300KVA→CVCF : 400KVA)の導入

i 3 データ通信専用交換機 (PACX)の運用

i 4 I DDXI＼゜ヶ外交換網と専用／交換回線の相互接続サービス

＇ 、ノョ7制限値の変更 ')-ゾ 3ン，カード出力枚数等

: 7 データベース管理システムSIGMAによる日本語単語辞聾トーマス・マン•ファイル， DNA塩基配列 GENEDBサービス

i 8 汎用訊゚ 1-クの更新
! FACOM M-3 8 2 cpu : 2台主記憶： 48MB

i 1 0 ディスクキャッシュ導入による万イル了クセスの高速化

i 1 1 ¥ MSSヘデータセットの自動lゞック了ップ開始

: 1 2 計算機室改修工事 (12.10~1. 14)に伴う負担金値下げ（ディスク／＼ISS負担金）

9 1 セソター案内・相談支援ツステムNGUIDEのサービス

1984 ー

3
 

4
 

デークベース管理システム AIRによる INSPECサ-t‘・ス (AIR→ FAIRS-I) 

TTY端末の7]しスクリーン機能 (PFD-TTY)のサービス

MSSの増強 (35GB→ 102GB)

FORTRAN77へ統一 (FORTRAN

利用負担金の改訂

-，
3
 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

9

9

9

9

9

;

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

5
 

8
 ，
 

1-

8
 

GE/HEのサービス停止）

CPU段階課金／長時間割引適用

万イルアクセス／マスストレー：／負担金値下げ

汎用OS変更 OS IV/F4 E40→OS IV/F4 MSP E20 (IDFカタロゲ，

通信管理汎テムの変更 VTAM-F→ VTAM-G 

利用通知書の様式変更 封筒による通知をTSSJマンド，薬書に変更

夜間の完全無人運転 オーブツ室の夜間開放 (NLP, MT, XYP) 

'）モートヅ 3ア （ツs3アクうス 1¥)の優先処理

インテ‘・ックスVTOCサポート）

利用負担金の改訂 ディスク／7゚ リンタ負担金値下げ，カート` ‘人力負担金削除

メモリ多用シ万アの実行優先度制御

S-3300の報入

4 I汎用3ンピ1ータ M-3 8 2の増強
6 I FORTRANの7ドレス拡張機能サポ ート

7 I TSS交換回線 2400bps, TTY手順サービス

1 国際標準V.22規格モデムによるTSS炉ビス

MSSヘデークセットの自動マイク`、レーション開始

ー

3
 

，
 

主記憶：16MB（計64MB)

1986, 

， 

＇ ＇ ， ， ， ， 

ー 汎用コンピュータの更新
F ACOM M OS 

スーパーコンピュータの導入
F ACOM V P 1 0 0 

た1\°コン t• lータ (VP) のOS

epu :2台，主記憶：64MB

cpu : 1台，主記憶：32MB

OSIV/F4 VDP 
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4
 

7

9

 
1

2

0

 

ー

1

1

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

‘

 

7

8

 

8

8

 

9

9

 

l

l

 

イ；；9＼゚クト式LP, カード出力， トークンカート`` I]-ダ等のサービス停止

八 7‘‘制限値の変更 VP導入に伴う変更． IJ-ゾョン最大18MB等

VP導入に伴う FORTRAN77/VPのサーt‘・ス

共通利用番号制（全センター共通の登録番号の発行）の運用開始

第二種l＼゚ ケット交換によるTSSサービス

TSS交換回線で 2400bps, HDLC手順サーt̀、J..

VPのOS変更 VDP→ MSP+VPCF 

汎用コンピュータの更新
M-3 8 2 CPU : 2台，主記憶：64MB

名大数学］Vーチソl＼゚ッケーヅNUMPACのサービス'/7卜りェ了

汎用コンピュータ M-3 8 2の増強 主記憶：32MB （計96MB)
スーパーコンピュータ V P 1 0 0の増強 主記憶：96MB （計128MB)
乃7`制限値の変更 1)ーツSョン最大30MB,LP出力， EXCP等
l¥＊ッチゾョア投人件数の緩和 (8件→20件）

学術情報セソ炉で情報検索サービス開始

,, COBOLの COBOL85移行

5 I N-1初卜りークの学術情報9＼゚ ケット網への逐次移行

ッ‘‘ョア制限値の変更 VP1)ーシ五ソ最大60MB

Cのサーヒ双

フルスクリーンNVTューが (FNVT) のサービス

汎用コンビュータの更新
F ACOM M-7 8 0/2 0 

コンビーュタの更新
C OM V P 2 0 0 

画像ツステ1FIVISのサーヒ ス

ク万711クディス7゚レイ装置F6233Lのサービス停止

A4版高速NLPのサービス

AVMによりM780で LITS(UNIX)の運用開始

汎用LITSのOS UTS/M 

利用負担金の改訂 ネ外りーク利用負担金の削除

N-1電子メールのサービス

Iセンター内LANのためのイーサわトケーアル敷設

ー

4
 

6
 

8
 

，
 

cpu: 2台主記憶：192MB

CPU: 1台，主記憶：128MB

1

2

 

3
 
4
 

5
 

7
 

MSPのヅョア制限値の変更 LP枚数， EXCP等

端末分室設置 機能物質研究所，総合理工学研究科

学術情報/¥゚ ケット網によるN-1ネットリークの運用

MSSの代替ディスク60GB（計160GB)の導人

MSPのシロア制限値の変更 汎用の')-ヅョソ最大90MB

端末分室 歯学部．薬学部．中央計数施設

MSS媒休障害頻発のためマスストレーヅの新規貸し出し停止

MSPのシ万ア制限値の変更 VPのリーツ五ツ最大90MB

MSSのサービス停止

TSS交換回線で 9600bps,TTY手順サービス

中央計数施設の端末分室でF7740ぅ印ステーツョンによるAD変換サーヒ`ス

-26-



9

0

 ー

9

9

9

9

9

,

．
 

BITNETの電子メールサービス

TSS交換回線で 9600bps, HDLC手順サービス

利用負担金の改訂 乃イIvアクセス，ディスク負担金の値下げ

UTSでの NUMPACサービス

1989 1 I JUNETの電子メールサービス

N-1, BITNET, JUNET間のメール中継

4 I利用負担金の改訂 消費税導入に伴う各区分共通負担金の新設

磁気テーアうイブ，、うリ装置 (MTL:250GB)の導入

支払い責任者への利用通知書の廃止

MNPモデムによるTSSサービス

UTSで X-Windowのサーt`ス

7 Iカット紙うイ刀゚ I}ンタ (CLP)のサービス

MSPの計算機の内部Jード系の省略値変更 (InternationalEBCDICに変更）

MSPのツ万7制限値の変更 CPU最大120分

8 端末分室の設習 経済学部

9 端末分室の設置 教養部

日本語ポ ストスクリアトアリンタのサービス

広報，セソクーニュースの目次等の検索JマソドKOHOのサーヒ`ス

: 1 0 

i 1 2 
， 
1 

↑ ， 

1990 : 1 

9

0

 

ー

9

9

9

,

 

1 1 

りークステーヅョ'/(G-150) による OCRサーt双

UTSで SUN-3/80によるメディ了変換サービス

2 I ISDN交換機の導入

6 I MTLヘデータセットの自動バ・ック7ップ開始

7 カうーXりィンドり端末のサーt'ス

l＼゚‘)J'/通信）7卜のオソうイ'/Jt゚ーサーt'ス

MSPのデークセ外7クセス権の管理強化 (RACFの更新）

利用負担金の改訂 リークステーショソ負担金の新設

INS網による MSP/UTSのTSSサービス

77妙ミリ接続装置 (CFClll)によるFAX出カサービス

2

4

1

2

1

3

 

1

1

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

T

9

9

9

9

9

9

9

9

1

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

1

2

 

9

9

 

9

9

 

l

l

 

利用者貸し出しMTL（マスストレー：／）サービス

VADICtデムによる交換回線サーじス停止

MHS電子メールのサービス

g I汎用MSPのOS変更 OS IV/MSP (MSP/EX :システム記憶等のサポート）

FORTRANの新JンI¥゚ィぅ FORTRAN77 EXのサービス

カードリータ', 800rpiMT等のサービス停止

汎用コンピュータの更新

M-1 8 0 0/  2 0 cpu : 2台．主記憶： 256MB,システム記憶：256MB

汎用UTSのOS変更 UTS/M→ UXP/M 
MSPのヅョア制限値の変更 乃イル了クセス

2 I BITNETのサービス停止

カートリッヅ型磁気テー7゚装岡 (CMT)のサー『J...

スーパーコンピュータの更新
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V P 2 6 0 0/1 0 cpu : 1台， 主記憶：512MB，システム記憶：1GB

利用負担金の改訂 汎用とVPのCPU負担金分離， 77イル了クセス負担金の値下げ

MSPのシ五ア制限値の変更 CPU最大180分， 1)-ツ五ン最大汎用lOOMB/VPは200MB等

FORTRAN77 EXへの統一 (FORTRAN77のサービス停止）

5 I MSPのシ五ア制限値の変更 VPでシステム記憶 (SSU)のサービス， TSSの7了イルアクセス

土曜閉庁に伴う土曜日閉館（土曜日は無人運転によるTSSサービス）

MSPで TELNET等のTISPサービス

7 I MSPで実行中ゾョアのi東結と再実行 (SAVEHALT機能）機能による長時間ヅョアのサーヒ‘、ス

MSPで TSSのマルチセ氾ッサポ゚ート

カテ701)ンクCP-3000のサービスi 1 0 

j 1 2 MSPのシ五ア制限値の変更 1J—ヅョソ最大汎用200MB/VPは 300MB

繁忙期の計算サービス時間の延長（月曜日 12:30から土曜日17:00まで連続運転）

1993 : 1 スーI¥.]ンピ lークでAVMによる UXP(UNIX)運用開始

: I VPのUXPのOS UXP/M 

i I VPの国のツ五ア制限値 CPU最大60分， リーツ万ン最大50MB

, 2 データベース管理システムSeepにより， UXPで GENEDBをサービス

l I MHSメールのディレクトリサービス

: 3 惜報処理データ解析システム（並列計算機）の導入
CM-5 ／ート1ロセッサ：16個， 主記憶：25.6MB （シンキ；；ゲ•マシ；；ズ社）

: 4 九州大学付属図書館の OPACとの接続
: 5 ・ I UXPのシ五ア制限値の変更 汎用でCPU180分，リーシ‘`ョン64MB（利用者変更可）

: 9 I Nlーメールサーヒ`ス停止 MHSメールヘの移行

: 1 0し利用負担金の改訂 力うーアリンタ負担金新設， 7ァイルアクセス負担金の値下げ

1994 i I 
MSPのパア制限値の変更 汎用でSSUサービス開始

UXPのシ万ア制限値の変更 VPの1)デ立最大56MB

I九州大学総合情報伝達システム KlTE運用開始

4 並列計算機 CM-5のテスト運用開始

5 I UXPでSUN-4/10によるメディ7変換サービス
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利用者， CPU時間．処理件数の推移

時間
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汎用計算機の処理件数の推移（ジョプ区分別）
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ジョプ処理件数の推移（地区別）
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ヅョプ処理件数の推移（学校別）
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ヅョプ処理件数の推移（職種別）
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汎用計算機のCPU時間の推移（ヅョプ区分別）
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CPU時間の推移（大学別）
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CPU時間の推移（学邪別）
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実利用者の推移（ジョプ区分別）
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実利用者数の推移（地区別）
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実利用者の推移（大学別）
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実利用者数の推移（学部別）

人
4000 

3500 

3000 

2500 

4
5
 

2000 

1500 

I 戸言冒口冒剛二口鵬瓢瓢胃昌悶
厄ェ学郎

l O O O---j 一巨圭巨弓巨圭主圭巨室戸巨巨圭目里甘居罪に戸 V/』 亨 し 三 I 囲理学部

口教択部

皿腹学部

ISJ医学部

5 0 0-| 戸戸室写亘声亘巨亘詞 OOOOニ□饂苔出門 II I I~ 応閾応l I交叶 IID教育学部

凹研究所

口その他

o ! I'’'I , I I I i l _＿ ’,1 1,7-」| J I_ l | 9 1 I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I ・. I I I I I I I I ！ ！ 
， ，□センター

6 i 7 7 7 7 l ｛ 7 i 7 
打 f § § i 忍 危 り § i | 

， 
> ！ ， 1 2 3 4 7 ， l 



実利用者数の推移（職種別）
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スーパーコンビュータの処理件数の推移

（ジョプ区分別）
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スーパーコソビュータのCPU時間の推移

（ジョプ区分別）
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端末接続数の推移
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公用データベース延べ利用者数の推移

（データベース管理システム別）
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公用データベース延べ利用者数の推移

（地区別）
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プログラムライブラリ開発課題一覧 (1972......,1994) 

この査科は、 1972年から開始された九州大学大型計算横センタープログラム・ライプラリ開発課題として開発を承

認された課題の一覧です。見出しの年は年度を意味します。また、開発課題に付けられた番号は、センターで便宜的

にふった番号です。また、開発者の所属は当時のものです。

1972 

o 1. 1 

複素数係数4次代数方程式の解法（フェラリー法）

楠田哲也（九州大・エ）

0 1.2 
CGTOについての分子積分

竹田宏（九州大・教登）

0 1.3 
CGTOベース RoothaanSCF計算プログラム

竹田宏（九州大・教姜）

0 1.4 
解析関数の数値微分

角秀吉（久留米高専）

0 1.5 
多原子分子の規準振動

塩川浩三（九州大・エ）

0 1.6 
;ea! symmetric band matrixの固有値，固有ベクトル

塩｝II浩三（九州大・エ）

0 1.7 
結晶構造解析用プロプラム UNICS
河野重昭（九州大・教投），加藤敏郎（山口大）

三浦保範（山口大），吉柳節夫（九州大・薬）

上地哲雄（九州大・教姜）

0 1.8 
紙テープユーティリティの作成

国宗真（福岡女子大），塩川浩三（九州大・エ）

山岸和子（九州大・大計）

0 1.9 
多重囮帰分析における変罷選別プログラムの開発

工藤昭夫（九州大・理），大崎紘ー（岡山大）

伊藤孝一（南山大）

0 1.10 
離散変塁の回帰分析

工藤昭夫（九州大・理），大崎紘ー（岡山大）

伊藤孝一（南山大）

0 1.11 
疑似乱数の検定，乱数発生ルーチン

中山泰雄（九州寛気工業短大）

o 1.12 
電子顕徴鋭像の ComputerSimulation 
江口鉄男（九州大・エ），木下智見（九州大・エ）

友清芳二（九州大・エ）

0 1.13 
因子分析法 1 （主成分分析）

柳川尭（九州大・理），工藤奈津子（九州大・大計）

0 1.14 
因子分析法 2 （因子分析）

柳川尭（九州大・理），工藤奈津子（九州大・大計）

0 1.15 
長精度演算のための初等関数）レーチンの作成

国宗真（福岡女子大学），塩川浩三（九州大・エ）

武藤直彦（九州大・大計）

1973 

• 2.1 
多重回帰分析における変社選別プログラムの開発

工藤昭夫（九州大・理），大崎紘一（岡山大）

伊藤孝ー（南山大）

0 2.2 
離散変量の回帰分析 (1.10の更新）

工藤昭夫（九州大・理），大崎紘ー（岡山大）

伊藤孝ー（南山大）

0 2.3 
結晶構造解析用プロプラム UNICS (1.7の更新）

河野重昭（九州大・教養），加藤敏郎（山口大）

上田幾彦（九州大・教投），三浦保範（山口大）

• 2.4 

因子分析法 (1.13,1.14の更新）

柳川尭（九州大・理），工藤奈津子（九州大・大it)

• 2.5 
電子顕微鏡像の ComputerSimulation 
(1.12の更新）

江口鉄男（九州大・エ），木下智見（九州大・エ）
友消芳二（九州大・エ）

• 2.6 
長精度演算のための初等関数）レーチンの作成

(1.15の更新）

国宗真（福岡女子大），塩｝ll浩三（九州大・エ）

0 2.7 
複素数係数4次代数方程式の解法（フェラリー法）

(1.1の更新）

楠田哲也（九州大・エ）

• 2.8 
「原子核構造解析コード」

I．殻模型によるエネルギー要素

上村正康（九州大・理），松瀬丈浩（九州大・理）

0 2.9 
ヘリックス分子鎖の規準振動

塩川浩三（九州大・エ）

0 2.10 
デミング法による非線形関数の最小二乗近似

吉村靖生（九州大・農）

1974 
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0 3.1 
霞子顕微鋭像の ComputerSimulation (2.5の更新）

江口鉄男（九州大・エ），木下智見（九州大・エ）

友渚芳二（九州大・エ）

0 3.2 
ヘリックス分子鎖の規準振動 (2.9の更新）

塩川浩三（九州大・エ）

• 3.3 
東大ライプラリー・ 304Y3/TC/CC01 
殻模型における有効相互作用の FORTRANによる



書換え作業

板谷三夫（九州産業大），永井弘之（九州工業大）
田中洋介（九州共立大）

1975 

o 4.1 

「微視的モデルによる核反応解析コード」

I．積分方程式および微積分方程式の散乱解の変分法によ

る解法

上村正康（九州大・理），見戸義英（九州大・理）

1976 

0 5.1 

東大センター「原子核ライプラリ」の一部 (6コード）

古替え

河合光路（九州大・理），上村正康（九州大・理）
竹追一雄（九州大・理）

0 5.2 

＾／紘スペクトルによる環境核種の定見分析

高島良正（九州大・理），中山祐輔（愛媛大・エ）

大崎進（九州大・理）

1977 

0 6.1 
プログラム言語PASCALコンパイラーの作成

井上信之（九州大・理）

0 6.2 

1線スペクトルによる環境核種の定最分析

(5.2の更新）

高島良正（九州大・理），中山祐輔（愛媛大・エ）

大崎進（九州大・理）

0 6.3 

CGTOについての分子積分（改訂）

竹田宏（九州大・教投）

0 6.4 

CGTOベース SCF計算に必要な分子積分

竹田宏（九州大・教妾）

0 6.5 

流線および速度ベクトル図の X-Yプロッター処理

伊藤繁（九州産業大・エ）

0 6.6 

(6.8の更新）

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）

• 7.2 
Fortranプログラムテスト／デバッグ支援システムの

実現 (6.9の更新）

牛島和夫（九州大・エ），河村賎実（九州大・エ）

o 7.3 
楕円形偏微分方程式の半数値的解法およびその電界計

算への応用

村島定行（鹿児島大・エ）

0 7.4 

大規模社会・経済システムのモデリングと

シミュレーションに関する専用シミュレータの開発

JI|畑典求は島修道大・商）

o 7.5 

X-Yプロッタによる流れの可視化

伊藤繁（九州産業大・エ）

o 7.6 

等角写像による座標変換

伊藤繁（九州産業大・エ）

0 7.7 

英文渚書システム ROFFの実現

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）
中村義昭（九州大・エ）

o 7.8 

SNOBOL4処理系の実現

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）

高比良尚（九州大・エ）

0 7.9 

PASCALプログラム作成支援システムの実現

牛島和夫（九州大・エ），荒木啓二郎（九州大・エ）
江嶋博（九州大・エ）

0 7.10 
IN-CORE SORTING 
国宗真（福岡女子大）

0 7.11 

結晶構造解析用プログラム UNICSIIIの開発

河野重昭（九州大・教投），上地哲雄（九州大・教姜）

e 7.12 

二変数関数のグラフィックディスプレイ装置による等高

線図と立体図の表示

五條堀孝（九州大・理）

直接法による位相の決定のためのプログラムの改良

伊田喜光（九州大・薬） 1979 
0 6.7 

楕円型偏微分方程式の半数値的解法およびその霞界計

算への応用

村島定行（鹿児島大・エ）

加藤三三男（鹿児島大・エ）

0 6.8 

Cobolプログラム翰郭作成システムの実現

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）

0 6.9 

Fortranプログラムテスト／デバッグ支援システムの

実現

牛島和夫（九州大・エ），河村豊実（九州大・エ）

1978 

• 7.1 
Cobolプログラム輪郭作成システムの実現
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• 8.1 
ラインプリンタ， PLOTlO,XYプロッタによる等高線

作図プログラム

三木信博（九州大・エ）

• 8.2 
二変数関数のグラフィックディスプレイ装置による等高

線図と立体図の表示 (7.12の更新）

五條堀孝（九州大・理）

• 8.3 
HLISPモニタ

南俊朗（九州大・理）

• 8.4 

Fortranプログラムテスト／デバッグ支援システム For-
prexの機能拡張と整備

牛島和夫（九州大・エ），河村豊実（九州大・エ）



• 8.5 
Cobolプログラム輪郭作成システムの保守と改善

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）

• 8.6 
SNOBOL4処理系の改菩と支援システムの実現

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）

吉田和幸（九州大・エ）

• 8.7 
PASCALプログラム作成支援システムの実現

(7.9の更新）

牛島和夫（九州大・エ），江嶋博（九州大・エ）

荒木啓二郎（九州大・エ）

• 8.8 
英文消杏システム ROFFの実現と操作性の向上

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）

中村毅昭（九州大・エ），荒木啓二郎（九州大・エ）

• 8.9 
JISコード漢字の表示用ストロークパタンの開発

吉田将（九州大・エ），長田一典（九州大・エ）

田中武美（九州大・エ），遠藤俊明（九州大・エ）

長沢勲（九州大・エ）

0 8.10 

HEPROP'（ヘリウム 4の熱力学的および熱物理的物性

値を計算するプログラム・パッケージ）の九州大大型計

算機センターヘの移し換え

伊藤猛宏（九州大・エ），松浦一郎（九州大・エ）

0 8.11 

結晶構造解析用プログラム UNICSIIIの開発

(7.11の更新）

河野重昭（九州大・教投），古森徹哉（九州大・教投）

0 8.12 

巖田安夫（九州歯科大），大石範子（九州歯科大）

佐々木晃代（九州歯科大）

• 9.6 
長精度演算ルーチン

国宗真（福岡女子大），塩川浩三（九州大・エ）

• 9.7 
ランダムデーク（雄散点）の等高級作図プログラム

三木信博（九州大・エ）

• 9.8 
単語チェックシステム SPELLの改善

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）

横山和彦（九州大・エ）

0 9.9 

グラフィック装置を用いた会話型原子核反応スベクトル

処理プログラムの開発

桑折範彦（九州大・エ），松本譲（九州大・エ）

川村憲造（九州大・エ）

0 9.10 

FORTRANプログラム作成保守支援ツール AUDIEの

利用システムの開発

牛島和夫（九州大・エ），田町典子（九州大・エ）

o 9. 1 1 
高級型グラフィック装置による画面作成システム

大脇信一（熊本大・教菱）

• 9.12 
LALSプログラムの FACOMへの宵替えとデバッグ

奥山健二（九州大・エ）

0 9.13 
1969年機械学会蒸気表の機械計算

伊藤猛宏（九州大・エ），黒木虎人（九州大・エ）

Gauss-70プログラムの専入

榊茂好（熊本大・エ） 1981 

0 8.13 
英文消書システム ROFFに対するハイフン挿入手続き

の追加

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）

中村義昭（九州大・エ）

1980 

0 9.1 
結晶構造解析用プログラム UNICSIIIの開発

(8.11の更新）

河野重昭（九州大・教投）

0 9.2 
Fortranプログラム実行モニター Forprexの会話型によ

る使用

牛島和夫（九州大・エ），河村豊実（九州大・エ）

• 9.3 
英文消書システム ROFFに対する複数コラム出力の

実現

牛島和夫（九州大・エ），藤村直美（九州大・エ）

横山和彦（九州大・エ）

0 9.4 

PASCALプログラム作成支援システムの実現

(8.7の更新）

牛島和夫（九州大・エ），荒木啓二郎（九州大・エ）

吉田和幸（九州大・エ）

• 9.5 
SPSS会話形利用のためのプログラム EASYSPSSの

拡張
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0 10.1 

グラフィック装置を用いた会話型原子核反応スペクトル

処理プログラムの開発 (9.9の更新）

桑折範彦（九州大・エ），松本譲（九州大・エ）

川村慾造（九州大・エ）

0 10.2 

多次元データ入出力のための対話型システム開発

大脇信一（熊本大・教投）

0 10.3 

単語チェックシステム SPELLの改善 (9.8の更新）

牛島和夫（九州大・エ），横山和彦（九州大・エ）

藤村直美（九州大・情教セ）

0 10.4 

Fortranプログラム実行モニター Forprexと手続き間

情報の解析と整理のツール AUDIEの統合

牛島和夫（九州大・エ），河村豊実（九州大・エ）

• 10.5 
英文消書システム ROFFにおける図表等挿入位置指定

機能の拡張 (9.3の更新）

牛島和夫（九州大・エ），横山和彦（九州大・エ）

藤村直美（九州大・情教セ）

0 1 0.6 

LALSプログラムの FACOMへの書替えとデバッグ

奥山健二（九州大・エ）

0 10.7 

1968年機械学会蒸気表の機械計算 (9.13の更新）

伊藤猛宏（九州大・エ），黒木虎人（九州大・エ）



Cl 10.8 
長精度演算ルーチン (9.6の更新）

国宗真（福岡女子大），塩川浩三（九州大・エ）

o 10.9 
各種のラインを描くためのサプルーチンおよぴラインを

スムージングするためのサプルーチンの開発

三木信博（大分大・エ）

• 10.10 
グラフィック装置を用いた 2次元原子核反応スペクトル

処理プログラムの開発 (10.1の年度内更新）

桑折範彦（九州大・エ），松本譲（九州大・エ）

川村憲造（九州大・エ），酒井日出男（九州大・エ）

0 10.11 
ユーザ定義文字の NLP出力支援プログラムの開発

国宗真（福岡女子大），南俊朗（九州大・理）

Cl 10.12 

多変数関数型データの動的表示解析システム開発

大脇信一（熊本大・教菱）

1982 

e 1 1.1 
多変数関数型データの動的表示解析システム開発

(10.12の更新）

大脇信一（熊本大・教投）

0 11.2 

グラフィック装置を用いた 2次元原子核反応スペクトル

処理プログラムの開発 (10.10の更新）

桑折範彦（九州大・エ），松本譲（九州大・エ）

川村怠造（九州大・エ），酒井日出男（九州大・エ）

0 11.3 

英文渚杏システム ROFFにおける図表等挿入位置指定

機能の拡張 (10.5の更新）

牛島和夫（九州大・エ），荒木啓二郎（九州大・エ）
吉田和幸（九州大・エ），藤村直美（九州大・情教セ）

0 11.4 

手続き問情報の解析と竪理のツール AUDIEの会話的

利用と機能強化

牛島和夫（九州大・エ），河村豊実（九州大・エ）

0 11.5 
ユーザ定義文字の NLP出力支援プログラムの開発

(10.11の更新）

国宗真（福岡女子大），南俊朗（九州大・理）

• 11.6 
PROLOGインタプリンタの開発

長沢勲（九州大・エ），古川由美子（九州大・エ）

0 11.7 

Bickley-Naylor関数の近似式の作成

上宇都幸一（九州大・エ）

0 11.8 

PROLOGインタプリンタの開発

(11.6の年度内更新）

長沢勲（九州大・エ），古川由美子（九州大・エ）

• 11.9 
多元連立微積分方程式の散乱解のチャネル結合変分法に

よる解法

上村正康（九州大・理），八尋正信（九州大・理）

• 11.10 
IPSPルーチンによるリモートセンシングデータ視覚判

読分析のためのプログラム

梅干野晃（九州大・エ），小田健一（九州大・エ）

藤井修（九州大・エ）

● 11.11 
言語処理系開発ツール MYLANGの機能増強

安在弘幸（九州工業大），藤岡明美（九州工業大）

山之上卓（九州工業大）

o 11.12 
ユーザ定義文字の NLP出力支援プログラムの開発

(11.12の年度内更新）

国宗真（福岡女子大），南俊朗（九州大・理）

1983 

0 12.1 
ユーザ定義文字の NLP出力支援プログラムの開発

(11.4の更新）

国宗真（福岡女子大），南俊朗（九州大・理）

0 12.2 
多元連立微積分方程式の散乱解のチャネル結合変分法に

よる解法 (11.9の更新）

上村正康（九州大・理），八尋正信（水産大）

• 12.3 
IPSPルーチンによるリモートセンシングデータ視撹判

読分析のためのプログラム (11.10の更新）

梅干野異（九州大・エ），小田健一（九州大・エ）

藤井修（九州大・エ）

0 12.4 
言語処理系開発ツール MYLANGの槻能増強

(11.11の更新）

安在弘幸（九州工業大），山之上卓（九州工業大）

0 12.5 
多変数関数型データの表示解析システム

大脇信ー（熊本大・教菱）

0 12.6 
画面管理ライプラリとこれを用いた画面指向型 TSS
コマンド処理支援システムの開発

宇津宮孝ー（九州大・総理工）

吉岡和幸（九州大・総理工）
畠山貴次（九州大・総理工）

0 12.7 
熱物性値機械計算用汎用プログラム・パッケージおよび

ヘリウム 4熱物性値機械計算プログラム・パッケージの

開発

伊藤猛宏（九州大・エ），黒木虎人（九州大・エ）

0 12.8 

日本語SNOBOL4の高速化と整備

牛島和夫（九州大・エ），吉田和幸（九州大・エ）

日並順二（九州大・エ）

0 12.9 
日本語文章作成支援ツールの公開

牛島和夫（九州大・エ），日並順二（九州大・エ）

吉田和幸（九州大・エ），荒木啓二郎（九州大・エ）

高木利久（九州大・エ）

• 12.10 
ユーザ定義文字の NLP出力支援プログラムの開発

(12.1の年度内更新）

国宗真（福岡女子大），南俊朗（九州大・理）

1984 

0 13.1 

日本語 SNOBOL4の釜備

牛島和夫（九州大・エ），吉田和幸（大分大・エ）

日並順二（九州大・エ）
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• 13.2 
日本語推敲支援ツールの高速化と拡張

牛島和夫（九州大・エ），日並順二（九州大・エ）

手志熙（九州大・エ），荒木啓二郎（九州大・エ）

高木利久（九州大・エ）

0 13.3 
ユーザ定義文字の NLP出力支援プログラムの開発

(12.10の更新）

国宗真（福岡女子大），吉田和幸（大分大・エ）

0 13.4 
熱物性値機械計算用汎用プログラム・パッケージの

開発

伊藤猛宏（九州大・エ），黒木虎人（九州大・エ）

茂地徹（長崎大），高田保之（九州大・エ）

松本健一（久留米高専），山下宏幸（福岡大）

0 13.5 
言語処理系開発ツール MYLANGの槻能増強

(12.4の更新）

安在弘幸（九州工業大），山之上卓（九州工業大）

0 13.6 
画面管理ライプラリとこれを用いた画面指向型TSS
コマンド処理支援システムの開発 (12.6の更新）
宇津宮孝ー（九州大・総理工） 争

畠山貰次（九州大・総理工）

0 13.7 
IPSP)レーチンによるリモートセンシングデータ視茸判

読分析のためのプログラム (12.3の更新）

梅干野具（九州大・エ），南川喜伸（九州大・エ）

• 13.8 
ADLシステムの様能拡張

長沢煕（九州大・エ），古川由美子（九州大・エ）

0 13.9 
ユーザ定義文字の NLP出力支援プログラムの開発

(13.3の年度内更新）

国宗真（福岡女子大），吉田和幸（大分大・エ）

0 13.10 
日本語推敲支援ツールの高速化と拡張

(13.2の年度内更新）

牛島和夫（九州大・エ），日並順二（九州大・エ）

手志熙（九州大・エ），荒木啓二郎（九州大・エ）

高木利久（九州大・エ）

0 13.11 
然物性値機械計算用汎用プログラム・パッケージの開発

(13.4の年度内更新）
伊森猛宏（九州大・エ），黒木虎人（九州大・エ）

高田保之（九州大・エ），茂地徹（長崎大）

松本健一（久留米高専），山下宏幸（福岡大）

0 13.12 
IPSPルーチンによるリモートセンシングデータ視覚判

読分析のためのプログラム (13.7の年度内更新）

梅干野見（九州大・エ），南川喜伸（九州大・エ）

加藤倍敬（九州大・エ）

0 13.13 
ADLシステムの機能拡張 (13.8の年度内更新）

長沢煕（九州大・エ），古）ll由美子（九州大・エ）

• 13.14 
Prosidユーザのための支援ツールの開発

後藤恵之輔（長崎大・エ），森正寿（長崎大・エ）

1985 

• 14.1 
ADLシステムの機能拡張 (13.13の更新）

長沢煎（九州大・エ），古川由美子（九州大・エ）

• 14.2 
熱物性値機械計算用汎用プログラム・バッケージの開発
(13.11の更新）

伊藤猛宏（九州大），黒木虎人（九州大）

高田保之（九州大），加藤泰生（山口大）

宮本政英（山口大），茂地徹（長崎大）

本田知宏（福岡大），山下宏幸（福岡大）

増岡陸士（九州工業大），安田嘉明（九州工業大）

松本健一（久留米高専）

• 14.3 
ユーザ定族文字の NLP出力支援プログラムの開発

(13.9の更新）

国宗真（福岡女子大），吉田和幸（大分大・エ）

0 14.4 
日本語SNOBOL4の整備 (13.1の更新）

牛島和夫（九州大・エ），吉田和幸（大分大・エ）

0 14.5 
日本語推敲支援ツールの高速化と拡張

(13.10の更新）

牛島和夫（九州大・エ），手志熙（九州大・エ）

石田真美（九州大・エ），松尾篤弥（九州大・エ）

荒木啓二郎（九州大・エ），高木利久（九州大・エ）

• 14.6 
IPSP)レーチンによるリモートセンシングデータ視悦判

読分析のためのプログラム (13.7の更新）

梅干野具（九州大・エ），加藤倍敬（九州大・エ）

0 14.7 
Prosidユーザのための支援ツールの開発

(13.14の更新）

後藤恵之輔（長崎大・エ），森正寿（長崎大・エ）

0 14.8 
3次元固有関数系の節曲而の特異点探索のアルゴリズム

の開発

大脇信ー（熊本大・教投）

0 14.9 
分子軌道計算プログラムシステム JAMOL3の移植とモ

デルポテンシャル関数の維込み

酒井嘉子（九州大・教投），：：：：好永作（福岡歯科大）

0 14.10 
形状モデラ GEOMAP3の移植

長沢煕（九州大・エ），大曲五男（九州大・エ）

1986 

• 15.1 
熱物性値機械計算用汎用プログラム・パッケージの開発

(14.2の更新）

伊藤猛宏（九州大），黒木虎人（九州大）

高田保之（九州大），加藤泰生（山口大）

宮本政英（山口大），茂地徹（長崎大）

本田知宏（福岡大），山下宏幸（福岡大）

増岡隆士（九州工業大），安田茄明（九州工業大）

松本健一（久留米高専）

• 15.2 
ユーザ定義文字の NLP出力支援プログラムの開発

(14.3の更新）

国宗真（福岡女子大），吉田和幸（大分大・エ）
江口三代ー（九州大・情教セ）

0 15.3 

日本語推敲支援ツールの高速化と拡張 (14.5の更新）

牛島和夫（九州大・エ），手志熙（九州大・エ）

荒木啓二郎（九州大・エ），高木利久（九州大・エ）
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• 15.4 
Prosidユーザのための支援ツールの開発

(14.7の更新）

後藤恵之輔（長崎大・エ），森正寿（長崎大・エ）

0 15.5 
分子軌道計算プログラムシステム JAMOL3の移植とモ

デルポテンシャル関数の組込み (14.9の更新）

酒井嘉子（九州大・教投），三好永作（福岡歯科大）

0 15.6 
形状モデラ GEOMAP3の移植 (14.10の更新）

長沢煎（九州大・エ），大曲五男（九州大・エ）

0 15.7 
3次元固有関数系の節曲面の特異点探索のアルゴリズム

の開発 (14.8の更新）

大脇信一（熊本大・教投）

• 15.8 
VP用霞磁流体粒子コードの開発整備

中島秀紀（九州大・総理工）

芝剛之（九州大・総理工）

吉岡譲（九州大・総理工）

須藤宏之（九州大・総理工）

志堂寺栄治（九州大・総理工）

0 15.9 
直円管内単相流定常熱流動招析汎用プログラムの開発

伊藤猛宏（九州大・エ），山口方士（九州大・エ）

山本健（九州大・エ）

0 15.10 

熱物性値機械計算用汎用プログラム・パッケージの開発

(15.1の年度内更新）

伊藤猛宏（九州大），黒木虎人（九州大）

高田保之（九州大），加藤泰生（山口大）

宮本政英（山口大），茂地徹（長崎大）

本田知宏（福岡大），山下宏幸（福岡大）

増岡隆士（九州工菜大），松本健一（久留米高専）

吉岡啓介（大分大）

1987 

• 16.1 
熱物性値樅械計算用汎用プログラム・パッケージの開発

(15.10の更新）

伊藤猛宏（九州大），焦木虎人（九州大）

高田保之（九州大），加藤泰生（山口大）

宮本政英（山口大），茂地徹（長崎大）

本田知宏（福岡大），山下宏幸（福岡大）

増岡陛士（九州工業大），松本健一（久留米高専）

吉岡啓介（大分大）

0 16.2 

Prosidユーザのための支援ツールの開発

(15.4の更新）

後藤恵之輔（長崎大・エ），森正寿（長崎大・エ）

0 16.3 

形状モデラ GEOMAP3の移植 (15.6の夏新）

長沢煕（九州大・エ），大曲五男（九州大・エ）

0 16.4 
VP用電磁流体粒子コードの開発整備 (15.8の更新）

中島秀紀（九州大・総理工）

芝剛史（九州大・総理工）

志益寺栄治（九州大・総理工）

0 16.5 
直円管内単相流定常熱流勁解析汎用プログラムの開発

(15.9の更新）

伊藤猛宏（九州大・エ），山口方士（九州大・エ）

山本飩（九州大・エ）

• 16.6 
三次元定常熱伝導の境界要素解析プログラムの開発

木須博之（長崎大・エ），金丸邦康（長崎大・エ）

浦晟（長崎大・エ），河原哲也（長崎大・エ）

0 16.7 
英論文編集消書システム ATF利用のためのユーティリ

ティの開発

国宗真（福岡女子大），森山聡之（九州大・エ）

o 16.8 
ベキ級数の演算処理

田村英之（九州大・エ），末岡淳男（九州大・エ）

深田悟（九州大・エ），綾部陸（九州大・エ）

岡部匡（九州大・エ）

• 16.9 
調和バランス法による定常振動の計算

田村英之（九州大・エ），末岡淳男（九州大・エ）

深田悟（九州大・エ），綾部隆（九州大・エ）

岡部匡（九州大・エ）

• 16.10 
フーリエ級数の関数のフーリエ展開

末岡淳男（九州大・エ），田村英之（九州大・エ）

深田悟（九州大・エ），綾部隆（九州大・エ）

岡部匡（九州大・エ）

o 16.11 
最良多項式による陰関数の隔表示

末岡淳男（九州大・エ），田村英之（九州大・エ）

深田悟（九州大・エ），綾部隆（九州大・エ）

岡部匡（九州大・エ）

1988 

0 17.1 
三次元定常熱伝導の境界要素解析プログラムの開発

(16.6の更新）

木須博之（長崎大・エ），河原哲也（長崎大・エ）

0 17.2 
英論文紺集渚苔システム ATF利用のためのユーティリ

ティの開発 (16.7の更新）

国宗真（福岡女子大），森山聡之（九州大・エ）

o 17.3 
熱物性値槻械計算用汎用プログラム・パッケージ

第 6.1版の開発

伊藤猛宏（九州大），黒木虎人（九州大）

高田保之（九州大），加藤泰生（山口大）

宮本政英（山口大），芝地徹（長崎大）

本田知宏（福岡大），山下宏幸（福岡大）

谷川洋文（九州工業大），増岡隆士（九州工業大）

吉岡啓介（大分大）

0 17.4 
分子計算プログラムシステム GSCF3の移植と霞子積分

計算へのベクトルアルゴリズムの導入

権藤恭彦（九州大・理），八尋秀一（九州大・理）

o 17.5 
SASを使用するユーザのためのデータ紺集支援マクロ

プログラム DATAEDITの開発

広田安夫（九州歯科大）

1989 

0 18.1 
流体の熱物性値槻械計算用汎用プログラムバッケージ

PROPATH第 7.1版の開発

伊藤猛宏（九州大），加藤泰生（山口大）
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黒木虎人（九州大），芝地徹（長崎大）

高田保之（九州大），谷川洋文（九州工業大）

本田知宏（福岡大），増岡隆士（九州工業大）

宮本政英（山口大），山下宏幸（福岡大）

吉岡啓介（大分大）

0 18.2 
日本語消書システム JTeXのUTSへの移植と出カドラ

イバーの開発

溝口佳寛（九州工業大）

0 18.3 
分子計算プログラムシステム GSCF3の移植と露子積分

計算へのベクトルマシンアルゴリズムの導入

(17.4の更新）

権藤泰彦（九州大・理），八尋秀一（九州大・理）

0 18.4 
日本語渚書システム JTeXのUTSへの移植と出カドラ

イバーの開発 (18.2の年度内更新）

溝口佳寛（九州工業大）

1990 

a 19.l 
一般座標格子上での等高線図作成用プログラムサプルー

チン

古川雅人（九州大・エ）

1991 

a 20.1 
無衝突プラズマ波動の分散関係

羽田亨（九州大・教養）

G 20.2 
流体の熱物性値機械計算用汎用プログラムパッケージ

PROPATH第 8.1版の開発

伊藤猛宏（九州大），加藤泰生（山口大）

黒木虎人（九州大），芝地徹（長崎大）

高田保之（九州大），谷川洋文（九州工業大）

谷口博（北海道大），藤田稔彦（東京商船大）

本田知宏（福岡大），増岡隆士（九州工業大）

宮本政英（山口大），山下宏幸（福岡大）

吉岡啓介（大分大）

0 20.3 
データセットバックアップ支援ツール MTUNLOADの

改訂

水野裕重（九州共立大）

• 20.4 
分子置換法による X線結晶構造解析プログラムの開発

塩野正明（九州大・理），阿知波紀郎（九州大・理）

G 20.5 
建築音唇計算ライプラリーの開発

大鵡徹（大分大・エ）

1992 

0 21. 1 
流体の熱物性値機械計算用汎用プログラムパッケージ

PROPATH第 8.1版の開発 (20.2の更新）

伊藤猛宏（九州大），加藤泰生（山口大）

黒木虎人（九州大），芝地徹（長崎大）

高田保之（九州大），谷川洋文（九州工業大）

谷口博（北海道大），藤田稔彦（束京商船大）

本田知宏（福岡大），増岡隆士（九州工業大）

宮本政英（山口大），山下宏幸（福岡大）

吉岡啓介（大分大）
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• 21.2 
データセットバックアップ支援ツール MTUNLOADの

改訂 (20.3の更新）

水野裕重（九州共立大）

• 21.3 
建築音響計算ライプラリーの開発 (20.5の更新）

大鶴徹（大分大・エ）

0 21.4 
デバイスシミュレータ MINIMOSの移植

黒木幸令（九州大・エ）

0 21.5 
データセットバックアップ支援ツール MTUNLOADの

改訂 (21.2の年度内更新）

水野裕重（九州共立大）

1993 

• 22.1 
デバイスシミュレータ MINIMOSの移植

(21.4の更新）

黒木幸令（九州大・エ）

e 22.2 
X線結晶構造解析用プログラム UNICSVIの開発

河野直昭（九州女学院短大）

• 22.3 
流体の熱物性植機械計算用汎用プログラムパッケージ

PROPATH第 9.1版の開発

伊藤猛宏（九州大），加藤泰生（山口大）

黒木虎人（九州大），芝地徹（長崎大）

高田保之（九州大），谷JII洋文（九州工業大）

谷口博（北海道大），藤田稔彦（東京商船大）

本田知宏（福岡大），増岡隆士（九州工業大）

宮本政英（山口大），桃木悟（長崎大）

山下宏幸（福岡大），吉岡啓介（大分大）

1994 

0 23.1 
流体の熱物性値横械計算用汎用プログラムパッケージ

PROPATH第 9.1版の開発 (22.3の更新）

伊藤猛宏（九州大），岩本哲夫（大分大）

加藤泰生（山口大），黒木虎人（九州大）

芝地徹（長崎大），高田保之（九州大）

谷JII洋文（九州工業大），谷口 t専（北海道大）

濱武俊朗（大分大），藤田稔彦（東京商船大）

本田知宏（福岡大），増岡隆士（九州工業大）

宮本政英（山口大），桃木悟（長崎大）

山下宏幸（福岡大），吉岡啓介（大分大）



公用データベース開発課題一覧 (1982- 1993) 

この資料は、 1982年から開始された九州大学大型計算機センター公用データベース開発課題として開発を承認され

た課題の一覧です。見出しの年は年度を意味します。また、開発課題に付けられた番号は、センターで便宜的にふっ

た番号です。また、開発者の所属は当時のものです。

1982 

• 1.1 

ケンプリッジ・ファイルの提供

河野重昭（九州大・教養）

0 1.2 
ケンプリッジ結晶データのデータベースのためのアプリ

ケーション・プログラムの開発

河野重昭（九州大・教妾）

0 1.3 

日本語単語辞書の提供

吉田将，日高達，田中武美，

吉村賢治（九州大・エ）

0 1.4 

日本語単語辞書利用のためのソフトウェアの開発

吉田将，日高達，田中武美，

吉村賢治（九州大・エ）

0 1.5 
トーマス・マン・ファイルの提供

樋口忠治（九州大・教蓑）

0 1.6 

DNA塩基配列ファイルの提供

榊佳之（九州大・医），久原哲（九州大・農）

0 1.7 

DNA塩碁配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発

榊佳之（九州大・医）．久原哲（九州大・農）

1983 

• 2.1 
ケンプリッジ・ファイルの提供 (1.1の更新）

河野重昭（九州大・教妾）

• 2.2 
ケンプリッジ結晶データのデータペースのためのアプリ

ケーション・プログラムの開発 (1.2の更新）

河野重昭（九州大・教養）

0 2.3 

日本語単語辞書の提供 (1.3の更新）

吉田将，日高達，田中武美，

吉村賢治（九州大・エ）

0 2.4 

日本語単語辞害利用のためのソフトウェアの開発 (1.4
の更新）

吉田将，日高逹，田中武美，

吉村賢治（九州大・エ）

e 2.5 
トーマス・マン・ファイルの提供 (1.5の更新）

樋口忠治（九州大・教投）

G 2.6 

DNA塩基配列ファイルの提供 (1.6の更新）

榊佳之（九州大・医），久原哲（九州大・農）

• 2.7 
DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (1.7の更新）

榊佳之（九州大・医），久原哲（九州大・農）

1984 

• 3.1 
ケンプリッジ・ファイルの提供 (2.1の更新）

河野重昭（九州大・教妾）

0 3.2 
ケンプリッジ結晶データのデータベースのためのアプリ

ケーション・プログラムの開発 (2.2の更新）

河野重昭（九州大・教妾）

o 3.3 

日本語単語辞書の提供 (2.3の更新）

吉田将，日高達，田中武美（九州大・エ），

吉村賢治（福岡大・エ）

0 3.4 

日本語単語辞書利用のためのソフトウェアの開発 (2.4

の更新）

吉田将，日高達，田中武美（九州大・エ）．

吉村賢治（福岡大・エ）

0 3.5 

トーマス・マン・ファイルの提供 (2.5の更新）

樋口忠治（九州大・教養）

0 3.6 

DNA塩基配列ファイルの提供 (2.6の更新）

榊佳之（九州大・医），久原哲（九州大・農）

0 3.7 
DNA塩碁配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (2.7の更新）

榊佳之（九州大・医），久原哲（九州大・農）

0 3.8 

サヴィニーファイル

西村重雄，児玉寛，滝沢栄治（九州大・法）

0 3.9 

RAMBIOS 
林健児，和田雅美（東京理科大・理）

1985 

0 4.1 

ケンプリッジ・ファイルの提供 (3.1の更新）

河野重昭（九州大・教焚）

0 4.2 

ケンプリッジ結晶データのデータベースのためのアプリ

ケーション・プログラムの開発 (3.2の更新）

河野直昭（九州大・教菱）

0 4.3 

日本語単語辞害の提供 (3.3の更新）

吉田将，日高達，中村貞吾，

松延栄治（九州大・エ）

-59-



• 4.4 

日本語単語辞書利用のためのソフトウェアの開発 (3.4

の更新）

吉田将，日高達，中村貞吾，

松延栄治（九州大・エ）

0 4.5 

トーマス・マン・ファイルの提供 (3.5の更新）

樋口忠治（九州大・教投）

0 4.6 
DNA塩基配列ファイルの提供 (3.6の更新）

榊佳之（九州大・医），久原哲（九州大・塁）

0 4.7 

DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (3.7の更新）

榊佳之（九州大・医），久原哲（九州大・農）

0 4.8 
サヴィニーファイル (3.8の更新）

西村重雄，児玉寛，滝沢栄治（九州大・法）

0 4.9 
RAMBIOS (3.9の更新）

林健児，森田晶宏，和田雅美（東京理科大・理）

0 4.10 

JMARC 
平木しげ子（京都産業大・理）

• 4.11 
ネットワーク用検索システム TROIKAの作成

平木しげ子（京都産業大・理）

0 4.12 

昆虫ファイル

多田内修（九州大・農）

1986 

0 5.1 

ケンプリッジ・ファイルの提供 (4.1の更新）

河野須昭（九州大・教妾）

0 5.2 

ケンプリッジ結晶データのデータベースのためのアプリ

ケーション・プログラムの開発 (4.2の更新）

河野爾昭（九州大・教投）

0 5.3 

日本語単語辞書の提供 (4.3の更新）

吉田将，日高達，中村貞吾，

松延栄治（九州大・エ）

0 5.4 

日本語単語辞杏利用のためのソフトウェアの開発 (4.4

の更新）

吉田将，日高達，中村貞吾，

松延栄治（九州大・エ）

0 5.5 

トーマス・マン・ファイルの提供 (4.5の更新）

樋口忠治（九州大・教投）

0 5.6 
DNA塩基配列ファイルの提供 (4.6の更新）

榊佳之（九州大・医），久原哲（九州大・農）

o 5.7 
DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (4.7の更新）

榊佳之（九州大・医），久原哲（九州大・農）

0 5.8 

サヴィニーファイルの提供 (4.8の更新）

西村誼雄．児玉立（九州大・法）

• 5.9 
RAMBIOSの提供 (4.9の更新）

林健児，森田品宏，和田雅美（東京理科大・理）

• 5.10 
昆虫ファイルの提供 (4.12の更新）

多田内修（九州大・農）

0 5.11 

プロテイン・データバンクの提供

郷信広（九州大・理），野口俊之（九州大・エ）

0 5.12 

自然災害科学データベースの提供

平野宗夫（九州大・エ）

1987 

0 6.1 

ケンプリッジ・ファイルの提供 (5.1の更新）

上地哲雄，｝II東哲雄（九州大・教投）河野重昭（九

州女学院短大）

0 6.2 

ケンプリッジ結品データのためのアプリケーション・プ

ログラムの開発 (5.2の更新）

上地哲雄，川東哲雄（九州大・教妾）河野直昭（九

州女学院短大）

0 6.3 
日本語単語辞書の提供 (5.3の更新）

日高達，中村貞吾，富浦洋一（九州大・エ），

吉田将（九州工業大・情報工）

0 6.4 

トーマス・マン・ファイルの提供 (5.5の更新）

樋口忠治（九州大・教養）

0 6.5 
DNA塩基配列ファイルの提供 (5.6の更新）

榊佳之（九州大・逍伝情報），久原哲（九州大・農）

0 6.6 
DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (5.7の更新）

榊佳之（九州大・遺伝情報），久原哲（九州大・農）

0 6.7 

サヴィニー・ファイルの提供 (5.8の更新）

西村重雄，児玉寛（九州大・法）

0 6.8 

RAMBIOSの提供 (5.9の更新）

林健児，森田品宏，和田雅美（東京理科大・理）

0 6.9 

昆虫ファイルの提供 (5.10の更新）

多田内修（九州大・農）

0 6.10 

自然災害科学データベースの提供 (5.12の更新）

平野宗夫，森山聡之，林重徳（九州大・エ）

0 6.11 

テキストデータベース管理システム SIGMAの開発

有川節夫，武谷俊一（九州大・理），

篠原武（九州大・情報工），

宮原哲治，川崎洋治，井上仁（九州大・総理工）

1988 

0 7.1 

ケンプリッジ・ファイルの提供 (6.1の更新）

河野韮昭（九州女学院短大）
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0 7.2 
ケンプリッジ結晶データのためのアプリケーション・プ

ログラムの開発 (6.2の更新）

河野煎昭（九州女学院短大）

0 7.3 

日本語単語辞害の提供 (6.3の更新）

日高達，中村貞吾，富浦洋一（九州大・エ），

吉田将（九州工業大・情報工）

0 7.4 

トーマス・マン・ファイルの提供 (6.4の更新）

樋口忠治（九州大・教投）

o 7.5 

DNA塩基配列ファイルの提供 (6.5の更新）

相佳之（九州大・遺伝情報），久原哲（九州大・農）

0 7.6 
DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (6.6の更新）

榊佳之（九州大・遺伝情報），久原哲（九州大・農）

0 7.7 
サヴィニー・ファイルの提供 (6.7の更新）

西村重雄，児玉宜（九州大・法）

0 7.8 

RAMBIOSの提供 (6.8の更新）

林健児，森田晶宏，和田雅美（束京理科大・理）

0 7.9 

昆虫ファイルの提供 (6.9の更新）

多田内修（九州大・農）

0 7.10 

• 8.6 
DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (7.6の更新）

榊佳之（九州大・遺伝情報），久原哲（九州大・農）

0 8.7 
サヴィニー・ファイルの提供 (7.7の更新）

西村直雄（九州大・法），児玉寃（大阪市立大）

• 8.8 
RAMBIOSの提供 (7.8の更新）

林健児，森田晶宏，和田雅美（東京理科大・理）

0 8.9 

昆虫ファイルの提供 (7.9の更新）

多田内修（九州大・農）

0 8.10 
自然災害科学データベースの提供 (7.10の更新）

平野宗夫．森山聡之，林重徳（九州大・エ）

0 8.11 
テキストデータベース管理システム SIGMAの開発 (7.11

の更新）

有川節夫（九州大・理），武谷俊一（九州大・計数），

篠原武（九州工業大・情報工），宮原哲治（九州大・

理），

竹田正幸，蓑原伸一（九州大・総理工）

0 8.12 
ゲーテ・ファイルの提供 (7.12の更新）

槌口忠治（九州大・言語文化）

自然災害科学データベースの提供 (6.10の更新）

平野宗夫，森山聡之，林直徳（九州大・エ）

1990 

0 7.11 

テキストデータベース管理システム SIGMAの開発 (6.11

の更新）

有川節夫（九州大・理），武谷俊一（九州大・計数），

篠原武（九州大・情報工），宮原哲治（九州大・理），

竹田正幸，底原伸一（九州大・総理工）

0 7.12 

ゲーテ・ファイルの提供

樋口忠治（九州大・教'.ll)

1989 

0 8.1 

ケンプリッジ結晶データベースの提供 (7.1の更新）

河野煎昭（九州女学院短大）

0 8.2 

ケンプリッジ結晶データのためのアプリケーション・プ

ログラムの開発 (7.2の更新）

河野重昭（九州女学院短大）

0 8.3 

日本語単語辞書の提供 (7.3の更新）

日高達，中村貞吾，宮浦洋一（九州大・エ），

吉田将（九州工業大・情報工）

0 8.4 

トーマス・マン・ファイルの提供 (7.4の更新）

樋口忠治（九州大・言語文化）

• 8.5 
DNA塩基配列ファイルの提供 (7.5の更新）

榊佳之（九州大・遺伝情報）．久原哲（九州大・農）
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0 9.1 

ケンプリッジ結晶データベースの提供 (8.1の更新）

河野重昭（九州女学院短大）

0 9.2 

ケンプリッジ結晶データのためのアプリケーション・プ

ログラムの開発 (8.2の更新）

河野重昭（九州女学院短大）

0 9.3 

日本語単語辞書の提供 (8.3の更新）

日高達，中村貞吾，富浦洋一（九州大・エ）

吉田将（九州工業大・情報工）

• 9.4 
トーマス・マン・ファイルの提供 (8.4の更新）

樋口忠治（九州大・言語文化）

0 9.5 

DNA塩基配列ファイルの提供 (8.5の更新）

榊佳之（九州大・遺伝情報），久原哲（九州大・農）

0 9.6 

DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (8.6の更新）

榊佳之（九州大・逍伝情報），久原哲（九州大・農）

0 9.7 

サヴィニー・ファイルの提供 (8.7の更新）

西村重雄（九州大・法）．児玉寛（大阪市立大）

• 9.8 
RAMBIOSの提供 (8.8の更新）

林健児，森田品宏，和田雅美（東京理科大・理）

• 9.9 
昆虫学データベースの提供 (8.9の更新）

多田内修（九州大・農）



0 9.10 
自然災害科学データベースの提供 (8.10の更新）
平野宗夫，熊谷順，林煎徳（九州大・エ）

0 9. 1 1 

テキストデータベース管理システム SIGMAの開発 (8.11
の更新）

有川節夫（九州大・理），武谷俊一（九州大・計数），

篠原武（九州工業大・情報工）．宮原哲治（九州大・

教姜）．

竹田正幸（九州大・エ）．内田智之（九州大・総理工）

• 9.12 
ゲーテ・ファイルの提供 (8.12の更新）

樋口忠治（九州大・言語文化）

1991 

• 10.1 
ケンプリッジ結晶データペースの提供 (9.1の更新）

河野重昭（九州女学院短大）

o 10.2 
ケンプリッジ結晶データのためのアプリケーション・プ

ログラムの開発 (9.2の更新）

河野重昭（九州女学院短大）

0 10.3 

日本語単語辞書の提供 (9.3の更新）

日高達，中村貞吾，富浦洋一（九州大・エ）．

吉田将（九州工業大・情報工）

0 10.4 

トーマス・マン・ファイルの提供 (9.4の更新）

樋口忠治（九州大・言語文化）

0 10.5 
GENEDB 

榊佳之（九州大・遺伝情報），久原哲（九州大・農）

• 10.6 
DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (9.6の更新）

榊佳之（九州大・遣伝情報），久原哲（九州大・農）

0 10.7 

サヴィニー・ファイルの提供 (9.7の更新）

西村重雄（九州大・法），児玉寛（大阪市立大）

0 10.8 

RAMBIOSの提供 (9.8の更新）

林健児，森田晶宏，和田雅美（東京理科大・理）

0 10.9 

昆虫学デークベースの提供 (9.9の更新）

多田内修（九州大・農）

0 10.10 

自然災害科学データベースの提供 (9.10の更新）

平野宗夫，熊谷順．林重徳（九州大・エ）

o 10.11 

テキストデータベース管理システム SIGMAの開発 (9.11
の更新）

有川節夫（九州大・理），武谷俊一（九州大・計数）．

篠原武（九州工業大・情報工）．宮原哲治（九州大・

教登），

竹田正幸（九州大・エ），内田智之（九州大・総理工）

0 10.12 

ゲーテ・ファイルの提供 (9.12の更新）

樋口忠治（九州大・言語文化）

0 10.13 
情報検索システム AIRのメンテナンス

松尾文硯，竹田正幸（九州大・エ），

篠原武（九州工業大・情報工），二村祥一（大分大・

工）

0 10.14 

有害動物学データベース

上村渚（富山医科薬科大・医）

9 10.15 

テキストデータベース管理システム adbisの保守

高木利久（九州大・情報）

1992 

• 11.1 
ケンプリッジ結晶データベースの提供 (10.1の更新）

河野重昭（九州女学院短大）

o 11.2 

ケンプリッジ結品データのためのアプリケーション・プ

ログラムの開発 (10.2の更新）

河野重昭（九州女学院短大）

• 11.3 
日本語単語辞害の提供 (10.3の更新）

日高達，中村貞吾，富浦洋一（九州大・エ）

吉田将（九州工業大・情報工）

0 11.4 

トーマス・マン・ファイルの提供 (10.4の更新）

樋口忠治（九州大・言語文化）

• 11.5 
GENEDB (10.5の更新）

榊佳之（九州大・遺伝情報）．久原哲（九州大・農）

0 11.6 

DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・
プログラムの開発 (10.6の更新）

榊佳之（九州大・遣伝情報），久原哲（九州大・農）

0 11.7 

サヴィニー・ファイルの提供 (10.7の更新）

西村重雄（九州大・法），児玉寛（大阪市立大）

0 11.8 

昆虫学データベースの提供 (10.9の更新）

多田内修（九州大・農）

0 11.9 

自然災害科学データベースの提供 (10.10の更新）

平野宗夫，熊谷順，林重徳（九州大・エ）

0 11.10 

テキストデータベース管理システム SIGMAの開発 (10.11
の更新）

有JII節夫（九州大・理），武谷俊一（九州大・計数）．

篠原武（九州工業大・情報工），宮原哲治（九州大・

教養）．

竹田正幸（九州大・エ），井上仁（九州大・計数）

0 11.11 

ゲーテ・ファイルの提供 (10.12の更新）

樋口忠治（九州大・言語文化）

0 11.12 

情報検索システム AIRのメンテナンス (10.13の更新）

松尾文硯，竹田正幸（九州大・エ），

篠原武（九州工業大・情報工），二村祥ー（大分大・

工）
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• 11.13 
有害動物学データベース (10.14の更新）

上村消，荒川良（富山医科薬科大・医），

前田理（元京都市衛生研），

倉橋弘（国立予防衛生研），

宮城一郎（琉球大・医）

• 11.14 
テキストデータベース管理システム adbisの保守 (10.15

の更新）

高木利久（東京大・医科研）

1993 

o 12.1 

ケンプリッジ結晶データベースの提供 (11.1の更新）

河野重昭（九州女学院短大）

0 12.2 
ケンプリッジ結品データのためのアプリケーション・プ

ログラムの開発 (11.2の更新）

河野重昭（九州女学院短大）

0 12.3 

日本語単語辞杏の提供 (11.3の更新）

日高達，中村貞吾，富浦洋一（九州大・エ），

吉田将（九州工業大・情報工）

0 12.4 

トーマス・マン・ファイルの提供 (11.4の更新）

樋口忠治（九州大・言語文化）

o 12.5 
GENEDB (11.5の更新）

榊佳之（九州大・遺伝情報），久原哲（九州大・塁）

o 12.6 
DNA塩基配列ファイル利用のためのアプリケーション・

プログラムの開発 (11.6の更新）

榊佳之（九州大・遺伝情報），久原哲（九州大・農）

• 12.7 
サヴィニー・ファイルの提供 (11.7の更新）

西村重雄（九州大・法），児玉宜（大阪市立大）

0 12.8 

昆虫学データベースの提供 (11.8の更新）

多田内修（九州大・農）

• 12.9 
自然災害科学データベースの提供 (11.9の更新）

平野宗夫，熊谷頗，林重徳（九州大・エ）

0 12.10 
テキストデータベース管理システム SIGMAの開発 (11.10
の更新）

有川節夫（九州大・理），武谷俊一（九州大・計数），

篠原武（九州工業大・情報工），宮原哲治（九州大・

教養），

井上仁（九州大・計数）

0 12會11
ゲーテ・ファイルの提供 (11.11の更新）

樋口忠治（九州大・言語文化）

• 12.12 
情報検索システム AIRのメンテナンス (11.12の更新）

松尾文硯，竹田正幸（九州大・エ），

篠原武（九州工業大・情報工），二村祥ー（大分大・

工）

o 12.13 
有害動物データベース (11.13の更新）
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上村清，荒川良（富山医科薬科大・医），

前田理（元京都市衛生研），

倉橋弘（国立予防衛生研），

宮城一郎（琉球大・医）



九州大学大型計算機センター公用データベース一覧

(1994年 5月現在）

データベース データベースの内容 管理 データベース作成者 データベース提供者 サービス

システム 開始

INSPEC-A 英文二次文献 AIR 英国電気学会 九州大学 80年 10月

物理学関係 (1969~) (IEE) 大型計算機センター

文献数 2,857,554

INSPEC-B 英文二次文献 同上 同上 同上 同上

電気・電子工学関係

(1969 ~) 

文献数 1,501,051

INSPEC-C 英文二次文献 同上 同上 同上 79年 11月

制御工学，計算機科学，

情報工学関係 (1969~) 

文献数 1,164,035

INSPEC-J INSPEC収録雑誌 同上 同上 同上 80年 10月

1993年版雑誌数 6,490

JICST-J 和文二次文献 同上 日本科学技術情報 同上 81年 12月

情報工学関係 (1981~) センター

文献数 292,088

CXDB 有機及び有機金属化合物 Adbis ケンプリッジ大学 上地哲雄 82年 11月

の結晶構造データ 結晶学データセンター （九州大学教養部）

1935年以降

123,159件 (Seep版）

日本語 日本語単語辞書 拡張 B木 稲永紘之 日高達 83年7月

単語辞書 単語数約 92,000 による検索 （九州芸術工科大学） （九州大学工学部）

見出し語数約 197,000 プログラム

トーマス・ フィッシャー版 SIGMA 樋口忠治 同左 同上

マン・ トーマス・マン全集 （九州大学言語文化部）

ファイル 全 13巻 11,410頁

GENEDB ヌクレオチド配列データ Adbis EMBL 榊佳之 同上

塩基配列数 21,248 ロスアラモス研究所 （東京大学医科学研究所）

塩基配列数 22,938 NBRF （注 1)

蛋白質配列データ

アミノ酸配列数 5,980

RAMBIOS 英文書誌情報 AIR RAMBIOS刊行会 九州大学 85年 11月

生物物理学，生化学， 大型計算機センター

分子生物学，

分子生理学関係

件数 5,381

昆虫学 昆虫学雑誌からの SIGMA 多田内修 同左 87年 11月

データベース 書誌情報 （九州大学農学部）

(KONCHU) 件数約 50,000

ゲーテ・ ハンプルク版ゲーテ全集 同上 樋口忠治 同左 88年4月

ファイル 全 14巻約 6,800頁 （九州大学言語文化部）

ワイマル版ゲーテ全集

1 ~ 40巻約 10,000頁

注 1:この公用データベースの提供のための課題は平成 5年度で終了した．現在 UXP上の新GENEDBへの移行が

進められている．
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データベース データベースの内容 管理

システム

GENEDB ヌクレオチド配列データ Seep 

および蛋白質配列データ

71,256件

CXDB 有機及び有機金属化合物 Seep 

の結晶構造データ

1935年以降 123,159件

注 2:センターニュースによる公表が行われた時期．

注3:センター広報による公表が行われる予定時期．

データベース作成者 データベース提供者 サービス

開始

EMBL 榊佳之 93年 2月

ロスアラモス研究所 （東京大学医科学研究所） （注 2)

NBRF 

ケンプリッジ大学 上地哲雄 94年 6月

結晶学データセンター （九州大学教養部） （注3)
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講習会実施一覧

本センターで開催した講習会を開催順に列挙した．同一年度に複数回開催されたものは

そのつど名前をあげている．

昭和 43年度

ALGOL初級講習会

FORTRAN初級講習会

ALGOL中級講習会

FORTRAN中級講習会

FORTRAN中級講習会

昭和 44年度

FORTRAN初級講習会

ALGOL初級講習会

FORTRAN中級講習会

ALGOL中級講習会

FORTRAN初級講習会

ALGOL初級講習会

昭和 45年度

FORTRAN初級講習会

ALGOL初級講習会

FORTRAN初級講習会

FORTRAN中級講習会

ALGOL中級講習会

FORTRAN中級講習会

FORTRAN初級講習会

昭和 46年度

FORTRAN初級講習会

ALGOL初級講習会

ファイル利用に関する講習会

FORTRAN中級講習会

ALGOL中級講習会

FORTRAN初級講習会

昭和 47年度

アプリケーション上級講習会

FORTRAN初級講習会

ALGOL初級講習会

FORTRAN中級講習会

ALGOL中級講習会

FORTRAN初級講習会

TSS上級講習会

ファイル上級講習会
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昭和 48年度

ALGOL初心者講習会

FORTRAN初心者講習会

TSS講習会

ジョプ制御マクロ購習会

TSS講習会

X-Yプロッタ講習会

紙テープ講習会

ファイル講習会

ALGOL講習会

FORTRAN講習会

FORTRAN初心者講習会

昭和 49年度．

グラフィック講習会

グラフィック講習会

ALGOL講習会

FORTRAN初心者講習会

TSS講習会

TSS講習会

ファイル講習会

FORTRAN講習会

FORTRAN初心者講習会

昭和 50年度

TSS講習会

ファイル講習会

FORTRAN初心者講習会

FORTRAN講習会

FORTRAN初心者講習会

FORTRAN-H講習会

昭和 51年度

FORTRAN初心者講習会

SPSS講習会

ファイル講習会

TSS講習会

TSS講習会

ジョプ制御マクロ講習会

XYプロッタ講習会

初心者講習会



昭和 52年度

センター利用説明会

ファイル講習会

TSS講習会

M-160利用説明会

新システム利用説明会

新システム利用説明会

FORTRAN利用説明会

データセット利用説明会

TSS利用説明会

データセット利用説明会

TSS利用説明会

磁気テープ利用説明会

FORTRAN利用説明会

データセット利用説明会

TSS利用説明会

昭和 53年度

センター利用説明会

FORTRAN初心者向利用説明会

出力検索システム利用説明会

データセット利用説明会

TSS利用説明会

PL/I利用説明会

FORTRAN利用説明会

XYプロッタ，グラフィック利用説明会

フロッピーディスク利用説明会

PLOTlO利用説明会

PASCAL利用説明会

昭和 54年度

センター利用説明会

ジョプ制御言語利用説明会

TSS利用説明会（第一回）

PASCAL利用説明会

FORTRAN利用説明会

PL/I利用説明会

XYプロッタ，グラフィック利用説明会

MCBS • CPR利用説明会

TSS利用説明会（第二回）

SALS利用説明会

昭和 55年度

センター利用説明会

TSS講習会（第一回）

FORTRAN IV初級講習会

数学ルーチン講習会
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OCR講習会

APL講習会

プロッタ，グラフィックス講習会

SPSS講習会

FORTRAN 中級講習会

日本語処理講習会

TSS講習会（第二回）

FAIRS講習会

昭和 56年度

センター利用説明会

FORTRAN 初級講習会

INSPEC検索講習会

オープン利用機器講習会

OCR講習会

TSS講習会

プロッタ講習会

JEF講習会

Adbis/DMP講習会

FAIRS／データベース作成講習会

FORTRAN講習会

SAS講習会

AXEL講習会

Adbis/HSI講習会

昭和 57年度

センター利用説明会

FORTRAN初級講習会

FAIRS／データベース検索講習会

FAIRS／データベース作成講習会

TSS講習会

日本語情報システム (JEF)講習会

カラー画像表示装置グラフィカ l

シリーズ講習会

統計解析システムSAS,

SAS/GRAPH講習会

XDT講習会

昭和 58年度

センター利用講習会

FAIRS／データベース検索・作成講習会

SIGMAシステム利用講習会

画像データ処理システムPROSID講習会

DNA塩基配列データベースシステム

GENAS利用講習会

XDT講習会

INSPEC検索講習会



束大大型センターの

スーパーコンピュータ利用講習会

束大大型センター情報検索システム

TOOL-IRによる CASとULP検索講習会

昭和 59年度

センター利用講習会

INSPEC検索講習会

FORTRAN講習会

TSS講習会

N-1ネットワーク講習会

日本語処理講習会

画像処理講習会

TSS初心者講習会

PFD-TTY講習会

統計データ処理パッケージ

ANALYST講習会

図形処理講習会

PFD-TTY講習会

画像データ処理システムPROSID講習会

昭和 60年度

センター利用講習会

SAS講習会

N-1ネットワーク講習会

TSS初級講習会

INSPEC検索溝習会

REDUCE講習会

PFD-TTY講習会

TSS初級講習会

PFD-TTY講習会

文書処理システムODM講習会

第一回VP講習会

ANALYST講習会

PROLOG講習会

図形処理講習会

GENAS講習会

第二回VP講習会

第三回VP講習会

昭和 61年度

センター利用講習会

TSS支援ツール講習会

ICAD講習会

文献情報検索講習会

FORTRAN77講習会

VP講習会
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TSS初級講習会

大学間ネットワーク講習会

パソコン端末講習会

TSS初級講習会

トーマス・マン・ファイル検索講習会

UTILISP講習会

フロッピーディスク講習会

VP講習会

APL人門講習会

文書処理システムODM講習会

統計データ処理パッケージ

ANALYST講習会

昭和 62年度

センター利用講習会

FORTRAN77講習会

VP講習会

文献情報検索講習会

TSS初級謡習会

TSS初級講習会

C言語講習会

パソコン端末講習会

PROLOG言語講習会

大学間ネットワーク講習会

TSS初級講習会

UTS利用講習会

フロッピーディスク講習会

画像処理システムFIVIS講習会 (1)

FORTRAN77講習会

画像処理システムFIVIS講習会(2)

VP講習会

テキストデータベース管理システム

SIGMA, 公用データベーストーマス・

マン・ファイル，昆虫学データ

ベース合同講習会

昭和 63年度

センター利用講習会

UTS利用講習会

FORTRAN77講習会

文献情報検索講習会

TeX講習会

TSS初級講習会

VP講習会

TSS初級講習会

パソコン端末講習会

大学間ネットワーク講習会



AD変換講習会

トーマス・マン・ファイル検索講習会

VP講習会

平成元年度

TSS初級講習会(1)

FORTRAN77講習会

TSS初級講習会(2)

VP講習会(l)

UTS利用講習会

文献情報検索講習会

遺伝子情報データベース検索講習会

S講習会

SAS講習会

パソコン端末講習会

大学間ネットワーク講習会

LaTeX講習会

ANALYST講習会

SPSS/X講習会

IPEX入門講習会

トーマス・マン・ファイルと

ゲーテ・ファイルの検索講習会

GRAPHMAN入門講習会

VP講習会(2)

ケンプリッジ結晶データベース講習会

平成 2年度

TSS初級溝習会(1)

FORTRAN77講習会

TSS初級講習会(2)

VP講習会

UTS利用講習会

文献情報検索講習会

昆虫学データベース謡習会

SASによる統計解析講習会

S(UTS上の統計パッケージ）講習会

パソコン端末講習会

大学間ネットワーク講習会

JTeX入門講習会

遺伝子・蛋白質データベース

GENAS講習会

GKS85講宵会

平成 3年度

TSS初級講習会

FORTRAN77使用法講習会

UTS利用講習会
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こパソコン端末講習会

文献情報検索溝習会

ISDN利用講習会

VP使用法講習会

トーマス・マン・ファイル及び

ゲーテ・ファイルの検索講習会

SPSS-Xによるデータ解析講習会

電子メール利用講習会

ケンプリッジ結晶データベース講習会

MARC・ MENTATの利用法講習会

平成 4年度

TSS初級講習会

FORTRAN77使用法講習会

UXP利用講習会

TSS初級（臨時）講習会

文献情報検索講習会

パソコン端末講習会

VP講習会

電子メール利用講習会

PKS講習会

VPチューニングツール利用講習会

ANALYSTの使用法講習会

mathematica(UXP)講習会

ネットワークとセキュリティ

に関する講習会

ケンプリッジ結晶データベース講習会

平成 5年度

TSS初級講習会

FORTRAN使用法(MSP)講習会

UXP利用講習会

パソコン端末講習会

文献情報検索講習会

VP講習会

電子メール講習会

PKS講習会

LANによるセンターホストの利用講習会

SPSS/X講習会

ケンプリッジ結晶データベース講習会

テキストデータベース講習会

AVS講宵会



利用の手引一覧

昭和 44年

「手続絹」 「制御文編」 「TSS編」 「ライプラリ編」 「x-Yプロッタ・紙テープ編」

昭和 47年

「手続編」 「基本編」 「制御文編」 「ファイル編」 「TSS編」

昭和 48年

「ライプラリ紺」 「x-Yプロッタ・紙テープ編」

昭和 51年

「ジョプ制御文編」 「会話型処理編」 「ライプラリ編」 「紙テープ編」

昭和 52年

「ジョプ制御文編（第 1版）」 「ファイル編」→「データセット編J

昭和 53年

「基本編」 「基本編（第 2版）」 「TSS絹J

昭和 54年

「基本編（第 3版）」 「ジョプ制御文編（第 2版）」 「TSS編」

昭和 55年

「基本編（第 4版）」

昭和 56年

「基本編（第 5版）」 「ジョプ制御文編（第 3版）」 「TSS編」

昭和 57年

「基本絹（第 6版）」

昭和 59年

「基本編（第 7版）」 「TSS編」

昭和 61年

「基本編（第 8版）」

昭和 63年

「基本編」 「ネットワーク紺」

平成元年

「TSS編」 「ネットワーク編（第 2版）」

平成 2年

「基本編（第 2版）」 「TSS編」 「センターコマンド絹」 「ネットワーク組（第 3版）」

平成 3年

「基本編(1991年版）」 「バッチジョプ編」

平成 4年

「基本編」 「バッチジョプ編（第 2版）」

平成 5年

「基本紺J 「TSS絹」 「MSPコマンド編」 「ネットワーク編（第 4版）」

平成 6年

「基本編」 「ライプラリ絹（第 2版）」 「MSP : TCP/IP編」
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研究開発部研究業績

このリストには，これまでに調査することのできた文献等のみを収録している．ここに含まれていない時期の研

究業績の調査を引き続き行っている．
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109.桜井尚子，島崎箕昭：大規模線形計算パッケージ LAPACKの移植と評価，電気関係学会九州支部第 43回連合大

会， 1038,1990.10. 

110.松延栄治，島崎箕昭：九州大学大型計算機センターにおけるネットワーク構築について，電気関係学会九州支部

第43回連合大会， 1055,1990.10. 

111.木宜新一，古JIl哲也，上林弾彦：リンク構造を考慮したビュー更新問題，電気関係学会九州支部第 43回連合大会，

1129, 1990.10. 

112.島崎慎昭： スーパーコンピュータの性能評価に関する考察，平成 2年電気関係学会関西支部連合大会， S-55,

1990.10. 

113.竹生政資，河津秀利，島崎慎昭，川埒正子： UNIXファイルの磁気デイスクによる効率的バックアップ，全国共同

利用大型計算機センター研究開発論文集， No.12, pp. 86-94, 1990.10. 

114.桜井尚子，島崎慎昭：大規模線形計算パッケージ LAPACKのベクトル計算機上での性能評価について，全国共

同利用大型計算機センター研究開発論文集， No.12, pp. 95-99, 1990.10. 

115.木貰新一，古川哲也，上林禰彦：オプジェクト指向データベースにおける更新波及のための検索処理，情報処理学

会第41回全国大会， 21-9,1991.3. 

116.志木利久，佐藤賢二，久原哲，古川哲也：ゲノム情報のデータベース化に向けて，情報処理学会研究報告， 91-

DBS-84-6, 1991.7. 

117.木賓新一，古川哲也，上林弛彦：導出データを持つデータベースにおける更新処理，情報処理学会研究報告， 91-

DBS-84-33, 1991.7. 

118.三浦健一，古井陽之助，島崎箕昭：並列処理向けコンパイラ作成支援システムの研究，電子情報通信学会技術研

究報告， 91-CPSY-33,1991.7. 

119.松坂泰洋，野村昌伸，島崎箕昭： 4元数を用いた 3次元フラクタルの生成とコンピュータグラフィックスヘの応

用，情報処理学会研究報告， 91-NA-37,1991.7. 

120.古川哲也：情報システムの構築とネットワーク技術開発の動向，日本 OR学会九州支部， 1991.8.

121.橋倉聡，藤井龍磨，古川哲也：データベース利用統計出カシステムの開発，全国共同利用大型計算機センター研究

開発論文集， Vol.13, pp. 99-105, 1991.10. 

122.佐藤周行：通常のテキストはどの程度ハイパーテキストたりうるか？―-駆T&{テキストを使った実験，全国共同

利用大型計算機センター研究開発論文集， Vol.13, pp. 106-113, 1991.10. 

123.松坂泰洋．島崎箕昭： 4元数を用いた 3次元フラクタルの樹状パターンの生成，電気関係学会九州支部第44回

連合大会， 1039,1991.10. 

124.三浦健一．島崎箕昭：並列ネストループを考慮したスケジューリング方式について，電気関係学会九州支部第44

回連合大会， 1203,1991.10. 

125.古川哲也，山崎康雄，島崎奨昭：分類によるデータ解析のためのデータベース機能，電気関係学会九州支部第44

回連合大会， 1235,1991.10. 

126.木賓新一，古川哲也，上林禰彦：索引を用いた導出データの更新，電気関係学会九州支部第 44回連合大会， 1237,

1991.10. 

127.松延栄治，島崎箕昭： JAINの現状と今後の課題，電気関係学会九州支部第 44回連合大会， 1267,1991.10. 

128.久原哲，古川哲也，高木利久：ゲノム情報のデータベース化の現状と問題点，情報学シンポジウム，日本学術会議，

pp. 3-12, 1992.1. 

-80-



129.古井陽之助，三浦健一，島崎箕昭：並列計算機用コンパイラ・キット，情報処理学会九州支部研究会， 4-3,1992.3. 

130.櫻井尚子，古川哲也，川崎晃一，上園慶子：統計解析パッケージとの連携利用を実現するためのデータベース構築

法，情報処理学会第 44回全国大会， lE-3,1992.3. 

131.古川哲也：データベースを用いたデータ解析のための集合操作，情報処理学会第 44回全国大会， 2E-4,1992.3. 

132.国島丈生，古川哲也，上林禰彦：オプジェクト指向データベースの会話的設計支援方式，情報処理学会第44回全

国大会， 3H-2,1992.3. 

133.木賓新一，古川哲也，上林禰彦：オプジェクト・マイグレーションを考慮したオプジェクト指向データベースの

一貰性管理，情報処理学会第 44回全国大会， 3H-5,1992.3. 

134.松坂泰洋，島崎慎昭： 4元数の 3次元空間フラクタルを用いた樹状パターンの生成，情報処理学会第44回全国大

会， 4N-2,1992.3. 

135.三浦健一，島崎呉昭：ループレベル並列処理における実行時間を考慮したスケジューリングアルゴリズムとその

評価，情報処理学会第 44回全国大会， 7F-4,1992.3. 

136.木賀新一，古川哲也：連合データベースにおける更新処理，電気関係学会九州支部第45回連合大会， 1156,

1992.10. 

137.古川哲也，山崎康雄，島崎箕昭：データベースシステムにおける集合の扱い，電気関係学会九州支部第45回連合

大会， 1157,1992.10. 

138.古井陽之助，島崎慎昭：マルチプロセッサをクラスタ化したときのマルチタスク環境におけるスケジューリング

方式とその評価，情報処理学会第 45回全国大会， 3P-3,1992.10. 

139.松延栄治：九州地域研究ネットワーク (KARRN)，研究開発論文集，全国共同利用大型計算機センター， pp.98-

105, 1992.10. 

140.秋山泰，森浩禎，久原哲，古川哲也，佐藤賢二，宮崎伸行，小笠原直毅，村上康史：大腸菌・枯草菌・酵母染色体配

列マネージメントツール，ゲノムデータベース構築の現状，分子生物学会ミニシンポジウム， 1992.12.

141.渡部善隆，山本野人，中尾充宏：微分不能項をもつ楕円型方程式の解に対する数値的検証法，電子情報通信学会技

術研究報告， NLP-92-44,1992.12. 

142.渡部善隆，山本野人，中尾充宏：微分不能項を持つ楕円型方程式の解の数値的検証について，応用数学合同研究集

会報告集， pp120-125,1992.12. 

143.秋山泰，森浩禎，久原哲，古川哲也，佐藤賢二，・宮崎伸行，小笠原直毅，村上康史：大腸菌・枯草菌・酵母染色体配

列マネージメントツール，第 3回ゲノム情報ワークショップ， 1992.12.

144.前富博，島崎慎昭：ベクトル／並列処理プログラムのメトリックス・統計調査，情報処理学会九州支部研究会，

5-11, 1993.3. 

145.木賓新一，古川哲也：連合データベースシステムにおける具現化された集約関数の管理法，情報処理学会研究報

告， 92_DBS-92-2,1993.3. 

146.徐海燕，古川哲也，史一華：データの状態に基づく並行処理制御の正当性，情報処理学会研究報告， 92-DBS-92-

3, 1993.3. 

147.木宜新一，古川哲也：連合データペースシステムにおける導出データの一貰性管理法，情報処理学会第 46回全国

大会， 2F-3,1993.3. 

148.山崎康雄，古川哲也，島崎箕昭：集合の階層を保持するデータベース，情報処理学会第 46回全国大会， 3F-2,

1993.3. 

149.古）I!哲也：具現化されたビューの差分を用いた逐次更新，情報処理学会第 46回全国大会， 3G-5,1993.3. 
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150.徐海燕，古川哲也，史一華：状態制約に基づく並列処理の非直列可能制御方式，情報処理学会第46回全国大会，

4G-4, 1993.3. 

151.山崎康雄，古川哲也，島崎箕昭：データベースを用いたデータ解析のための集合操作，情報処理学会研究報告， 93-

DBS-94-5, 1993.7. 

152.秋山泰，森浩禎，久原哲，小笠原直毅，宮嶋伸行，古川哲也，佐藤賢二，村上康史：染色体配列情報マネージメント

ツール Genomatica,生物物理学会第 31回年会， 1993.10.

153.林田哲哉，島崎箕昭：樹木生成におけるプレンドの応用，情報処理学会第 47回全国大会， 2V-1,1993.10. 

154.前宮 t専，島崎箕昭：メトリックス・統計調査によるベクトル処理用プログラムの特徴の把握，情報処理学会第47

回全国大会， 5D-10,1993.10. 

155.山崎康雄，古川哲也，島崎箕昭：集合の階層を保持するデータベースの実現，電気関係学会九州支部第 46回連合

大会， 1993.10.

156.中山健一，島崎箕昭：ラジオシティ法のベクトル計算による高速化，電気関係学会九州支部第46回連合大会，

1244, 1993.10. 

157.佐藤周行，古川哲也，浦川伸治：データ集約の危険性ー大型計算機センター利用統計を活用するために―-，研究

開発論文集，全国共同利用大型計算機センター， No.14, pp. 89-95, 1993.10. 

158.佐藤周行： E1)M -€文書モデルーテキストベース、ハイバーテキストのためのモデル，電子情報通信学会技術

研究報告， Vol.933, No. 359, pp. 1-8, SS93-31, 1993.11. 

159.島崎慎昭： 2固有値問題に対する並列ホモトピー法，応用数学合同研究集会報告集， pp.157-162, 1993.12. 



計算機科学研究集会講演一覧

1 特別講演

第 1回(1984年 2月3日）

知識情報処理の諸問題ー計算機科学の立場から一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．大須賀節夫（束京大学）

新しい高密度磁性体記憶素子ープロッホラインメモリー-...................................．小西進（九州大学）

第 2回 (1984年 12月6日）

自然言語処理の現状と将来．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．長尾真（京都大学）

第 3回 (1985年 11月27日）

機械翻訳研究の変透と動向．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．田町常夫（九州大学）

第 4回(1986年 11月25日）

NUMPACとスーパーコンピュータ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．二宮市三（中部大，名古屋大名誉教授）

第 5回 (1987年 11月 25日）

ジョセフソンスーパーコンピュータ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．後藤英一（東京大学）

第 6回 (1988年 11月24日）

コンビュータグラフィックスの動向．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．中前英八郎（広島大学）

第 7回 (1989年 11月24日）

新しVヽ 情報処理の展開．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．野口正一（東北大学）

第 8回 (1990年 11月26日）

4次元グラフィックスの世界．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．国井利泰（東京大学）

第 9回 (1991年 11月22日）

図形・画像理解．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．池田克夫（京都大学）

第 10回(1992年 11月27日）

二重指数閃数型数値積分公式ーガウス公式を超える汎用で頑強な公式ー．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．森正武（東京大学）

第 11回 (1993年 11月25日）

第五世代コンピュータがひらく新しい情報処理の世界．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．内田俊一 (ICOT)

2 一般講演

第 1回 (1984年 2月3日）

[l] プログラムライプラリ統合管理システム．．．．．．．．．．．．．．．武富敬•平野広幸・川窃正子・末永正・景川耕宇

[2] 情報検索システム AIR の設計と実現について．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．二村祥ー・篠原武•松尾文碩

[3] SIGMAシステムにおけるパタン・マッチングの様能について．．．．．．．．．．．．．．．有川節夫・篠原武・白石修二

[4]拡張 B-treeと日本語単語辞書への応用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．日高達
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[5]日本語文章推敲支援ツール．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．牛島和夫・日並順二

[6]マルチテンポラル画像のレジストレーション手法とその応用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．梅干見晃・小田健一

[7] 3次元ディスプレイによる多次元データ解析システムについて．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．大脇信一

第 2回 (1984年 12月6日）

[1] AIR: Augmented Information Retrieval System 

................................... Fumihiro Matsuo, Shooichi Futamura, and Takeshi Shinohara 

[2] Database Retrieval Using the Frame-Based Question-Answering Interface Waku 

....................................... Toshihisa Takagi, Fumihiro Matsuo, and Kazuo Ushijima 

[3]画面指向型プログラミング支援環境 HUMANICSについて．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．畠山貴次・宇津宮孝一

[4]ランドサット TMデータの特性分析と土地被覆判読への適用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．後藤恵之輔・森正寿

[5]マルチテンポラル MSSデータを用いた土地披覆分類手法とその応用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．梅干野晃・南川喜伸

[6]最大周期列疑似乱数の統計的性質．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．田辺拓

[7] 2階線形常微分方程式の境界値問題に対する離散近似解法による自動計算．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．柾顕一郎

[8] Computational Procedures of a Latent Scale Linear Model for Ordered Categorical Data 

............................... Hiroyuki Uesaka and Chooichiro Asano 

[9]潮汐残差流を陽的有限要素法につて求める試み．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．菊）II浩行・市）II洋

[10]ロータリ耕うん刃の CAD ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．金基大坂井純

第 3回 (1985年 11月 27日）

[1]両分解能航空機 MSSデータを用いた市街地の緑被分布に関する画像解析．．．．．．．．．．．．．．梅干野晃・加藤倍敬

[2] ランドサット TM データと MSS データの比較検証．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．後藤恵之輔•森正寿

[3]衛星画像による内海域の海況特性調査．．．．．． ．．．．．．．．．緒方純俊•藤川聖弘・小名徳光

[4]アンケート用紙作成から入カプログラム，統計的解析プログラムまでを作成するプログラム．．．．．．．．．．松井清

[5]臨床研究用カルテシステムとその使用経険．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．古川由美子・長澤煕・上野道雄・富田勇二

[6] 文献情報検索システム AIR の改良について．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．篠原武・ニ村祥ー•松尾文碩

[7]階層化補助記憶システムの効率について．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．景川耕宇・武富敬・末永正

第 4回 (1986年 11月25日）

[1] On the Effects Caused by the Improvements of Disk Access Methods 

...................... Kou Kagekawa, Tad邸 hiSuenaga, Hiroshi Taketomi, and Hajime Imamura 

[2] REDUCEによる腎機能コンパートメント解析．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．上松弘明・裔杉昌幸

[3] Nバンド直列 8ビット合成画像ーモデルとランドサット MSSデータヘの応用一

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．緒方純俊・猪口義己・矢野良一

[4] Evolutional Development of Writing Tools for Japanese Documents 

.......................... Kazuo Ushijima, Toshihisa Takagi, Jeehee Yoon, and Akira Suganuma 

[5] トーマス・マン・ファイルについて．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．樋口忠治

[6]汎用テキストデータベースシステム SIGMAの改訂について

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．有 JII 節夫・武谷峻ー•原口誠 ・篠原武・大島一彦・白石修二

酒井浩 •宮原哲治・山本章博•井上仁・川崎洋治・湯浅寛子
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第 5回 (1987年 11月25日）

[1] 確率文節手法とその応用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．松延栄治・日高達•吉田将

[2] ディスク過負荷の自動分析システム．．．．．．．．．．．．．．．．．末永正・景川耕宇•平野広幸・｝II薪正子・藤村直美

[3]ベクトルプロセッサによる商レイノルズ数圧縮性 Navier-Stokes方程式の数値解析

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．古） ii 雅人・山崎政男•井上雅弘

[4]手書き文字認識におけるベクトルプロセッサの使用について．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．長田一興・日高達

[5] 衛星データによる束アジア沿岸の海況および干潟の観測．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．緒方純俊•島崎孝

第 6回 (1988年 11月 24日）

[l]地理データペースにおける意味的概視機能．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．有川正俊・上林禰彦

[2]評価済み核データの誤差評価システム．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．植之原雄ニ・森俊也・木原満・神田幸則

[3]処理の方向性を考えた関係データベースの質問処理．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．松谷浩一・上林弾彦

[4]固定文字と文字稲の混在するパターンを対象とした Aho-Corasick型バターン照合機械の構成法．．．．竹田正幸

[5]批子力学的三体問題計算の世界的競争とスーパーコンピューター．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．上村正康

[6]衛星リモートセンシングの社会科学への応用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．緒方純俊・安部桂司

[7]九州・山口地区における研究者用実験ネットワーク JUNETの現状．．．．．．平原正樹・荒木啓二郎・牛島和夫

第 7回 (1989年 11月24日）

[1]関係データベースにおける複数結合のための結合索引の階層化．．．．．．．．．．．．．古川哲也・木官新一・上林禰彦

[2] 日本産昆虫総目録のデータペース化について．．．．．．．．．．．．．．．．．．多田内修•宮原哲治・竹田正幸・内田智之

[3]韓国済州島の土地利用分類への海洋観測衛星 MOS-1データの適用

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．後藤恵之輔・湯藤義文・七篠哲彰・武政剛弘

[4] PostScriptのフォント定義機能を用いた漠字の出力実駿．．．．．．．．．．．．．．．．．．河村豊実・古川普吾・牛島和夫

(5]表面実装ロボットの実装シーケンスの決定に対する巡回セールスマン問題のアルゴリズムの適用

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．下蘭真一•宮野悟

[6]ベクトル計算機のための FP言語の処理系の設計と実現．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．島崎箕昭

第 8回 (1990年 11月26日）

[1)大規模線形計算パッケージ LAPACKのベクトル計算機上での最適化と性能評価について

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．桜井尚子・島崎箕昭•原田裕夫

[2]衝撃波を伴う流れの数値シミュレーション．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．麻生茂

[3]一般の文脈自由文法に対する並列 LR構文解析．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．峯恒憲・谷口倫一郎・雨宮真人

[4] 九州大学大型計算機センターを中心とするネットワーク構築の現状と問題点．．．．．．．．．．．松延栄治•島崎箕昭

(5]リモートセンシングデータのパソコンによる処理．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．猪俣靖・緒方純俊・安部桂司

[6]衛星データの水産査源調査への適用に関するーケーススタディ湯藤義文・後藤恵之輔・武政剛弘・中田勝康

[7]ランドサット 5号衛星 MSSデイジタルデータを用いた大村湾における宮栄蓑化指標としての透明度の測定

.......................................．後藤恵之輔・サム・ウォウトウゼン・飯塚昭ニ・宇野史朗
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第 9回 (1991年 11月22日）

[1] 並列処理におけるタスクスケジューリングアルゴリズムの性能評価について．．．．．．．．．．．．三浦健一•島崎箕昭

[2]データフロー解析による関数型言語の自動並列化コンパイラ．．．．．．．．．．．．南橋英一・谷口倫一郎・雨宮真人

[3]大学における大規模分散システムの梢築 (1)ー利用面を垂視して

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．大西淑雅・中山仁・山之上卓•藤木健士・末永正

[4]大学における大規模分散システムの構築 (2)ー運用面を厘視して一．．．．．．．．．．．．中山仁・中村順ー・末永正

[5]ネットワーク環境を活用したリモートセンシング解析システム．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．北山公也・緒方純俊

[6]ランドサット TMデータによる有明海の水深推測

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．全柄徳・後藤恵之輔・宇野史朗・サム・ウオウトウゼン

第 10回 (1992年 11月27日）

[1]非線形楕円型境界値問題の解に対する精度保証付き数値計算法．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．渡部善隆・中尾充宏

[2]拡散過程に付随した拡散方程式の数値計算法について．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．竹生政資・飯塚勝

[3] 1991 年台風 19 号による山口地方の塩害の衛星リモートセンシング調査．．．．．後藤恵之輔・太田哲男•森正寿

[4] 多時期衛星データでみる雲仙・普賢岳火山災害の推移．．．．．．．．後藤恵之舗・蒲川俊浩・湯藤義文•吉本雅利

[5]連合型データベースシステムにおける具現化した導出データの管理法．．．．．．．．．．．．．．．．．．木宜新ー・古川哲也

[6] 英文科学技術文献抄録文における動詞の決定について．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．竹田正幸・橋本典孝•松尾文碩

[7]学習アルゴリズムによるアミノ酸のインデックス化とタンパク質データからの知識獲得実験

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．宮野悟・篠原歩・有川節夫・下薗真一・篠原武・久原哲

第 11回 (1993年 11月25日）

[1] ベクトル計算機によるラジオシティ法の商速化．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．中山健一•島崎慎昭

[2] Seep を使った科学ファクトデータベースシステム．．．．．．．．．．．．．．．竹田正幸•松尾文碩•河野重昭・久原哲

[3]計算機負荷に応じてジョプを分配する分散システム用利用者シェルの実現

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．大内正英・十烏光洋・大西淑雅・中山仁・竹生政資

[4]ユーザインタフェースプログラミングにおける部分型システムのプログラミング言語への取り込み

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．佐藤周行

[5]海洋観測衛星 MOSデータ（ももっぴい）による九州主要都市の緑被調査．．．．後藤恵之輔・潅勤美・阿部圭悟

[6]降水レーダ情報データベースと画像処理．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．森山聡之

[7]超並列プロセッサ AMPにおける並列 3次元画像処理．．．．．．．山元規靖・鶴田直之・谷口倫一郎・雨宮真人
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国際シンポジウム開催記録

1 スーパーコンピューティングに関する国際シンポジウム

英文名称

主催

協賛

開催期問

会場

シンポジウム委員長

組織委員会

プログラム委員会

実行委員会

参加者総数

同国別内訳

International Symposium on Supercomputing 

九州大学

情報処理学会，日本機械学会，日本応用数理学会，日本ソフトウェア科学会，よかトピ

ア記念国際財団

1991年11月6日～ 11月8日

九州大学国際ホール (11月6日），福岡リーセントホテル (11月7, 8日）

牛島和夫

小柳義夫，金田康正，大宅伊久雄，奥田晃，加藤毅彦，神谷幸雄，中崎良成，福井

義成

島崎箕昭（委員長）， M.Abe, J. Dongarra, I. S. Duff, Y. Hatano, S. Hoshino, N. Iida, 

Y. Kanada, S. Kumagai, K. Miyoshi, Y. Muraoka, T. Nagai, Y. Oyanagi, 

A. van der Steen, H. Tanaka, S. Tomita, T. Tsuda 

牛島和夫（委員長），島崎慎昭（副委員長），吉田紀彦，古川哲也，佐藤周行，有田五

次郎（監事）

163名

日本 152名，アメリカ 4名，オランダ 2名，イギリス・ドイツ・シンガボール・フラン

ス・オーストラリア各 1名

シンポジウムプログラム

1 1月6日

[09:00 -10:25) Tutorial 

Chair: K. Miyoshi (Hokkaido Univ., Japan) 

Volume Rendering of Unstructured Grid Data {in Japanese) 

IC l(oyamada (Tokyo Res. Lab./IBM Japan, Japan) 

Scientific Animation Graphics System for Supercomputer S-820 (in Japanese} 

H. Abe (Hitachi, Japan) 

Scientific Visualization on CRAY Supercomputer 

・ S. Matsumoto and K. Mikami (Cray Research Japan, Japan) 

[10:45 -12:00) Tutorial (Continued) 

Chair: M. Abe (Tohoku Univ.) 

The Visual Simulation System〈SXview〉onthe SX-3 Series Supercomputers (in Japanese} 

S. Watanabe, M. Yamada, A. Shinohara (NEC Corp., Japan) 

Real Time Processing of "Live" Pictures using DECmpp HDTV Frame Buffer {in Japanese) 

M. Nakano (DEC Japan, Japan) 

CGMS: A Compute1・ Graphics and Movie System {in Japanese} 

F. Sumi, T. Tsunekawa, A. Ogawa (Fujitsu, Japan) 

[13:30 -13:40] Opening 

K. Ushijima (Kyushu Univ., Japan), M. Shimasaki (Kyushu Univ., Japan) 

[13:40 -14:30] Keynote Address 

Coordinator: M. Shimasaki (Kyushu Univ., Japan) 

Computational Science and Engineering 

E. Goto (Kanagawa Univ., Japan) 

[14:30 -15:30] Session 1 
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Chair: Y. Kanada (Univ. Tokyo, Japan) 

GRAPE: Special Purpose Computer for Simulations of Many-Body Systems 

T. Ebisuzaki, T. Fukushige, T. Ito, J. Makino, S. K. Okumura, D. Sugimoto (Univ. Tokyo, Japan), H. Hashimoto, 

H. Tomida, and N. Miyakawa (FUJI XEROX, Japan) 

Using Abstract Interpretation to Detect Array Data Dependencies 

F. Masdupuy (Ecole Polytechnique,France) 

Dependence Analysis between Pointer References in Pascal 

A. Matsumoto and T. Tsuda (Kyoto Univ., Japan) 

[15:50 -17:00] Session 2 

Chair: S. Tomita (Kyoto Univ., Japan) 

Invited Talk: Design and Implementation of a Vectorizing Compiler for the Block-Structured Language PASCAL 

T. Tsuda (Kyoto Univ., Japan) 

Third Generation Message Passing Computer AP1000 

H. Ishihata, T. Rorie, S. Ina.no, T. Shimizu, S. Ka.to, and M. lkesaka (Fujitsu Lab. Ltd., Japan) 

Fast Hardware-based Algorithms for Elementary Function Computations 

W. F. Wong (ERATO, Japan)* and E. Goto (ERATO/Kanagawa Univ., Japan) 

[09:00 -09:50] Keynote Address 

Coordinator: M. Shimasaki (Kyushu Univ., Japan) 

Iterative Methods for Cyclically Reduced Non-Self-Adjoint Linear Systems 

G. H. Golub (Stanford Univ., USA) 

[09:50 -10:40] Session 3 

Chair: M. Amamiya (Kyushu Univ., Japan) 

The Optoelectronic Multicomputer Project: A Semi-Dataftow Approach to Large-Scale Parallel Processing 

A. B. Ruighaver (Univ. Melbourne, Australia) 

Invited Talk: LAPACK: A Linear Algebra Library for High-Performance Computers 

J. Dongarra (Univ. Tennessee/Oak Ridge National Lab., U. S. A.) 

[11:00 -12:00] Session 4 

Chair: A. van <ler Steen (Academic Computer Centre Utrecht) 

A Single-Chip Vector-Processor Prototype Based on Multithreaded Streaming/FIFO(MSFV} Architecture 

T. Hironaka, T. Hashimoto, K. Okazaki, K. Murakami (Kyushu Univ., Japan) and S. Tomita (Kyoto Univ., Japan) 

A Multithreaded Prncessor Architecture with Simultaneous Instruction Issuing 

H. Hirata, Y. Mochizuki, A. Nishimura, Y. Nakase, and T. Nishizawa (Matsushita Electric Industrial Co., Ltd., 

Japan) 

Supercomputing Pseudo Random Numbers -Proposals on Hardware and Software 

Y. Oyanagi (Univ. Tokyo, Japan), E. Goto (Kanagawa Univ./RIKEN, Japan) and N. Yoshida (RIKEN, Japan) 

[13:30 -14:30] Session 5 

Chair: T. Tsuda (Kyoto Univ., Japan) 

Invited Talk: P(lra//el Computing and the Perfect Benchmarks 

G. Cybenko, J. Bruner, S. Ho and S. Sharma (Univ. Illinois, U.S. A.) 

Invited Talk: The Activities of the EuroBen Benchmark Group 

A. J. van der Steen (Academic Computer Centre Utrecht, The Netherlands) 

[14:40 -15:40] Session 6 

Chair: J. Dongarra (Univ. Tenessee/Oak Ridge National Lab., U. S. A.) 

Six Benchmark Problems for Number Crunchers 

W. F. Wong (ERATO, Japan), E. Goto (ERATO/Kanaga.wa Univ., Japan), Y. Oyana.gi {Univ. Tokyo, Japan) 

and N. Yoshida (Inst. Physical & Chemical Res., Japan) 

Performance Evaluation of Mathematical Functions 

T. Nagai (Nagoya Univ., Japan) and Y. Hatano (Chukyo Univ., Japan) 

Benchmarking Vector Indirect Load/Store Instructions 

T. Uehara and T. Tsuda (Kyoto Univ., Japan) 
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[16:00 -18:00] Panel Di iscussion on Benchmarking 

Y. Muraoka (Waseda Univ., Japan), J. Dongarra (Univ. Tennessee/Oak Ridge National Lab., U.S. A.), 

G. Cybenko (Univ. Illinois, U. S. A.), Y. Oyanagi (Univ. Tokyo, Japan), A. van der Steen (Academic 

Computer Centre Utrecht, The Netherlands) 

1 1月8日

[09:00 -10:20] Session 7 

Chair: S. Hoshino (Kyoto Univ., Japan) 

Vector Processing in Symbolic Determinant Expansion on Supercomputer 

H. Murao (Univ. Tokyo, Japan) 

Supercomputing for Numerical Cascade Tunnel 

M. Furukawa and M. Inoue (Kyushu Univ., Japan) 

Parallel Image Generation for Scientific Visualization 

I. Oyake, T. Yoshida, Y. Wauke, and A. Kawai (Oki Electric Industry Co., Ltd., Japan) 

A Parallel Rendering Machine for High Speed Ray Tracing 

0. Gwun, S. Murata, K. Murakami (Kyushu Univ., Japan), and S. Tomita (Kyoto Univ., Japan) 

[11:40 -11:40] Session 8 

Chair: S. Kumagai (Osaka Univ., Japan) 

Experiments and Analysis toward Distributed Supercomputing on a Distributed Workstation Environment 

B. Apduhan, T. Sueyoshi, Y. Namiuchi, T. Tezuka, T. Fujiki, and I. Arita (Kyushu Inst. Tech., Japan) 

A Vector Algorithm for Manipulating Boolean Functions Based on Shared Binary Decision Diagrams 

H. Ochi (Kyoto Univ., Japan), N. Ishiura (Osaka Univ., Japan), and S. Yajima (Kyoto Univ., Japan) 

SPICE3: A Program for Simulating Integrated Circuits on Hypercubes 

P. S. Pacheco, J.M. del Rosario, and T. Rashid (Univ. San Francisco, U.S. A.) 

[13:30 -15:20] Session 9 

Chair: I. Duff (Rutherford Appleton Lab., U. K. / CERFACS, France) 

Invited Talk: The Use of Bi-CGSTAB for Unsymmetric Linear Systems 

H. A. van der Vorst (Univ. Utrecht, The Netherlands) 

Visualization of Convergence Behavior of Bi-CG STAB Method 

S. Fujino, S. Zhang (Inst. Computational Fluid Dynamics) and M. Mori (Univ. Tokyo, Japan) 

Highly Efficient Basic Numerical Software for Supercomputers 

N. Geers and W. Walde (Univ. J(arlsruhe, Germany) 

HIDM, A New Numerical Scheme to Solve Partial Differential Equations 

T. Watanabe (National Inst. Fusion Science, Japan) 

A Theoretical Stability Analysis for a FamilリofConvection Diffusion Difference Schemes using the Supercomputing 

Environment 

S. Nagoya and T. Ushijima (Univ. Electro-Communications, Japan) 

[15:40 -17:40] Session 10 

Chair: M. Mori (Univ. Tokyo, Japan) 

Invited Talk: Language Features for Concurrent Programming 

K. Araki (Kyushu Univ., Japan) 

Invited Talk: Solution of sparse linear equations on supercomputers 

I. S. Duff (Rutherford Appleton Lab., U. K / CERFACS, France) 

Performance Evaluation Using Random Number Generator and Ising Monte Carlo Simulation 

N. Ito (Japan Atomic Energy Research Inst., Japan) and Y. Kanada (Univ. Tokyo, Japan) 

Streamlined Access for Indfrect Addressing of an Array 

M. Ohta and T. Maeno (Tokyo Inst. of Tech., Japan) 
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2 次世代データベースシステムとその応用に関する国際シンポジウム

英文名称 International Symposium on Next Generation Database Systems and Their Applica-

tions 

主催 九州大学

協賛 情報処理学会，電子情報通信学会，＾日本ソフトウェア科学会， JapanACM SIGMOD（ア

メリカ計算機学会データ管理分科会日本支部），情報処理学会九州支部，福岡コンペンショ

ンビューロー，よかトピア記念国際財団，西日本銀行国際財団

開催期間 1993年9月28日～ 9月30日

会場 福岡リーセントホテル

シンポジウム委員長 牛島和夫

組織委員会 島崎箕昭（委員長），雨宮真人，有川節夫，有田五次郎，疋田定幸，犬束淳，石田喬

也，上林弼彦，加藤重信，河田勉，児西清義，國井秀子，増永良文，松尾文碩，名

内泰蔵，大蒔和仁，坂内正夫，鈴木健司，鈴木則久，田口尚三，寺西昭男，山本昌

弘，横田一正

プログラム委員 牧之内顕文（委員長），安達淳，有沢博，古川哲也，早田宏，何千山，池田秀人，泉

実行委員会

田義男，掛下哲郎，金森吉成， /II上英，北川博之，北上始，喜連川優，清木康，

小島功，三浦孝夫，永田元康，西尾章治郎，布川博士，小川泰嗣，柴山茂樹，高

木利久，田村信介，田中克己，鶴岡邦敏，打浪清一，徐海燕，横田一正， D.Abel, 

F. Bancilhon, E. Bertino, C.-C. Chang, K. R. Dittrich, W. Kim, T. W. Ling, 

F. H. Lochovsky, T. H. Merrett, A. Pirotte, A Min Tjoa, P. Valdiriez, I<..-Y. Whang 

古川哲也（委員長），天野浩文，有川正俊，木賓新一，坂本憲広，佐藤周行，佐藤賢

二，菅沼明

チュートリアル参加者 96名

シンポジウム参加者 120名

同国別内訳 日本 93名，戟国 11名，オーストラリア 4名，アメリカ 3名，スウェーデン 2名，台湾・

ノルウェー・カナダ・オーストリア・香港・イタリア・シンガポール各 1名

シンポジウムプログラム

9月28日

[13:00 -14:00, Room A] Keynote Address 

Next-Generation Database Systems: Research Directionst 

W. Kim, J. F. Garza, B. Graham, and J. Larson (UniSQL, U.S. A.) 

[14:10 -15:10, Room A] Session 1: Database Programming Language 

Chair: A. Ohori (Kyoto Univ., Japan) 

Computations: Constraint Programming with the Relational Algebrat 

T. H. Merrett (McGill Univ., Canada) 

Views in an Object-Oriented Pe1・sistent Programming Language 

M. Aritsugi and H. Amano (Kyushu Univ., Japan) 

[15:30 -18:00, Room A] Panel Session: Database Challenges 

Moderator: Y. Kambayashi (Kyoto Univ., Japan) 

Panelists: E. Bertino (Univ. Genova, Italy), W. Kim (UniSQL, U.S. A.), 

F. H. Lochovsky (Hong Kong Univ. Sci. & Tech., Hong Kong), 

Y. Tanaka (Hokkaido Univ., Japan) 

9月29日

[09:00 -10:30, Room A] Session 2: Data Modeling 

Chair: Y. Masunaga (Univ. Library & Inform. Sci., Japan) 
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A Semantic Data Model with Time and Its Mapping to the Relatinal Model 

B. Wangler (Swedish Inst. Systems Development, Sweden) 

Querying Heterogeneous Object Views of a Relational Database 

T. Takahashi (Kobe Steel, Japan/Stanford Univ., U.S. A.), and A. M. Keller (Stanford Univ., U. S. A.) 
A Layered Entity-Relationship Approach for Modelling Multimedia Databases in an Ethnology Museum 

J. Takahashi, J.-K. Hong, M. Kusaba (IBM Japan, Japan), and S. Sugita (Nat. Museum of Ethnology, Japan) 

(09:00 -10:30, Room B] Session 3: Parallel Processing and Systems 

Chair: U. Inoue (NTT, Japan) 

On Horizontal Fragmentation and Computation of Transitive Closures 

Y. Zhang, X. Zhou, and M. Orlowska (Univ. Queensland, Australia) 

Parallel Processing for Indexed Structure of Object 

M. Nagata (Osaka Kyoiku Univ., Japan) 

Autonomous Data Management, a Future Direction in High Performance Multi-Processor Database Systems 

G. M. Bryan (Univ. Western Sydney, Nepean, Australia) and W. E. Moore (Charles Sturt Univ., Mitchell, 

Australia) 

(10:50 -12:20, Room A] Session 4: Deductive Databases 

Chair: S. Nishio (Osaka Univ., Japan) 

An Overview of COC: a Deductive Language for Object Basest 

E. Bertino, B. Catania, and G. Guerrini (Univ. Genova, Italy) 

A Deductive Database Approach to Abductive Reasoning 

S. Kato, H. Seki, and H. Itoh (Nagoya Inst. Tech., Japan) 

Combinatorial Searching with Beta-Prolog 

N.-F. Zhou (Kyushu Inst. Tech., Japan) 

(10:50 -12:20, Room B] Sessi ession 5: Information Retrieval and Systems 

Chair: H. Ikeda (Hiroshima Univ., Japan) 

A Distributed, Knowledge-Intensive Information Systemt 

F. H. Lochovsky and Q. Li (Hong Kong Univ. Sci. & Tech., Hong Kong) 

Efficient and Intelligent Information Retrieval Systemt 

F. Matsuo, T. Sato, and M. Takeda (Kyushu Univ., Japan) 

A Dyna_mic Signature File Method for Efficient Information Retrieval 

J. S. Yoo, M. H. Kim, Y.-J. Lee, S. G. Han (Korea Adv. Inst. Sci. & Tech., Korea), and J. W. Chang (Chonbuk 

Nat. Univ., Korea) 

(13:40 -15:10, Room A] Session 6: Application to Biology 

Chair: E. Bertino (Univ. Genova, Italy) 

Application of Deductive Object-Oriented l1〈nowledgeBase to Genetic Information Processing 

M. Hirosawa (ICOT, Japan), R. Tanaka (IMS, Japan), and M. Ishikawa (ICOT, Japan) 

A Deductive Language in Object-Oriented Databasefor Genome Analysis 

S. Goto, N. Sakamoto (Kyushu Univ., Japan), T. Takagi (Univ. Tokyo, Japan), and K. Ushijima (Kyushu Univ., 

Japan) 

Similar Structure Search in a Deductive Database 

K. Satou (Kyushu Univ., Japan), E. Furuichi (Fukuoka Women's College, Japan), T. Takagi (Univ. Tokyo, Japan), 

S. Kuhara, and K. Ushijima (Kyushu Univ., Japan) 

[13:40 -15:10, Room B] Session 7: Text Databases and System Integration 

Chair: S. Arikawa (Kyushu Univ., Japan) 

A Signature-Based Hybrid Access Scheme for Text Databases 

J. W. Chang (Chonbuk Nat. Univ., Korea), J. S. Yoo, M. H. Kim, and Y.-J. Lee (Korea Adv. Inst. Sci & Tech., 

Korea) 

A New Character-Based Indexing Method for Japanese Texts Using Reduced Adjacent Character Bitmap Tables 

M. Iwasaki and Y. Ogawa (RICOH, Japan) 

Entity Identification in Database Integration: An Evidential Reasoning Approach 
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E.-P. Lim and J. Srivastava (Univ. Minnesota, U.S. A.) 

[15:30 -17:30, Room A] Session 8: New Object-Oriented Database Models and Systems 

Chair: F. H. Lochovsky (Hong Kong Univ. Sci. & Tech., Hong Kong) 

Obase Object Database Model: Towards a More Flexible Object-Oriented Database Systemt 

K. Tanaka (Kobe Univ., Japan), S. Nishio (Osaka Univ., Japan), M. Yoshikawa (Nara Inst. Sci.& Tech., Japan), 

S. Shimojo (Osaka Univ., Japan), J. Morishita (Himeji Dokkyo Univ. Japan), and T. Jozen (Senri Int. Inform. 

Inst., Japan) 

Overview of an Object-Oriented Entity-Relationship Based Database Management Systemt 

T. W. Ling, M. L. Lee, and P. K. Teo (Nat. Univ. Si Singapore, Singapore) 

Object-Oriented Database System for Portable Multimedia Object 

T. Ishimaru (Toshiba, Japan) and S. Uemura (Nara Inst. Sci. & Tech., Japan) 

An Extensible DBMS Composed of Specific DBMSs 

T. Houchin (Fukui Univ., Japan) and U. Inoue (NTT, Japan) 

9月30日

(09:00 -10:30, Room A] Session 9: Multimedia Databases 

Chair: Y. Kanamori (Gunma Univ., Japan) 

An Evaluation of Three Virtual Replication Strategies for Continuous Retrieval of Multimedia Data 

S. Ghandeharizadeh (Univ. Southern California, U.S. A.) and L. Ramos (Object Design, U.S. A.) 

Temporal Specification and Synchronization for Multimedia Database Queries 

K. Lee (Chungnum Nat. Univ., Korea), W. Kim (Kwangwoon Univ., Korea), J.Hahm (ETRI Protocol Eng. 

Center, Korea), and S. Lee (Seoul Nat. Univ., Korea) 

Organization of Pictorial Databases for Spatial M atc/1 Retrievalt 

C.-C. Chang, J.-H. Jiang (Nat. Chung Cheng Univ., Taiwan), and J.-J. Shen (Chung-Sung Inst. Sci. & Tech., 

Taiwan) 

(09:00 -10:30, Room B] Session 10: User Interfaces and Tools 

Chair: S. Shimojo (Osaka Univ., Japan) 

Natural Language Interfaces as Integrated Constituents of Deductive Databases 

W. Winiwarter and A. Tjoa (Univ. Vienna, Austria) 

A Tools Oriented Visual Interface for Multimedia Databases 

P. Rosengren, U. Wingstedt, P. Kool, and M. Bern (Swedish Inst. Systems Development, Sweden) 

VicePlanner: A Database Tool for Scheduling Human Activities 

T. Kakeshita, A. Maeda (Saga Univ., Japan), and Y. Yamashita (Nihon Software Eng., Japan) 

[10:50 -12:20, Room A] Session 11: Spatial and Geographic Databases 

Chair: M. Sakauchi (Univ. Tokyo, Japan) 

Some Evolutionary Paths/or Spatial Databaset 

D. J. Abel (CSIRO, Australia) 

A Representation of Operations on Temporal-Spatial Multimedia _Data 

Y. Nah, S. Lee (Seoul Nat. Univ., Korea), Y. Park (Myongji Univ., Korea), S. Hwang (Hankuk Aviation Univ., 

Korea) 

Recognition Based Semi-Structured Construction Method for Electric Power Distribution Cartographic Databases 

S. Shimada, Y. Takahara (Hitachi, Japan), H. Suenaga, and K. Tomita (Kyushu Electric Power, Japan) 

[10:50 -12:20, Room BJ Session 12: Database Design and Algorithms 

Chair: M. Yoshikawa (Nara Inst. Sci. & Tech., Japan) 

Asymptotic Directory Growth of the Multilevel Grid Fi/et 

S.-W. Kim and K.-Y. Whang (Korea Adv. Inst. Sci. & Tech., Korea) 

Placement of Replicas Including Replicated Derived Data 

S. Konomi and T. Furukawa (Kyushu Univ., Japan) 

A New Heuristic for Data Allocation 

B. Harangsri and A. H. H. Ngu (Univ. New South Wales, Australia) 

[13:40 -14:40, Room A] Session 13: Storage Systems for Future Databases 
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Chair: T. H. Merrett (McGill Univ., Canada) 

Virtual Striping: A RAIDS Storage Management Scheme with Robustness for the Peak Access Traffic 

M. Kitsuregawa and K. Mogi (Univ. Tokyo, Japan) 

Wear Leveling and Restart Mechanism for FRAM and EEPROM Applications 

B. Youngsik and J. Seongil (Electronics Telecornrn. Research Inst., Korea) 

[13:40 -14:40, Room B] Session 14: Transaction Management 

Chair: H. Xu (Fukuoka Inst. Tech., Japan) 

An Event-Driven Hard Transaction Management in Real-Time Database Systems 

J. Byun (Dngguk Univ., Korea), K. C. Kirn, H. C. Lim (Hongik Univ., Korea) 

Conflicting Access in Cooperating Transactions 

M. Hagaseth (NTH, Norway) 

(t ・・・Invited Papers) 
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全国共同利用大型計算椴センター研究開発連合発表講演会講演一覧

第 1回： 1979年

日時：昭和 54年(1979年）11月30日

会場：名古屋大学工学部

[l]スプーリングシステムによるプロッタ出力

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．松尾文碩・ニ村祥ー・末永正・古城久美子・石田いつ子・鬼塚千代子

[2]運用面から見たファイルの管理方法について．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．末永正・川埒正子・柴山昌則

第 2回： 1980年

日時：昭和 55年(1980年）11月28日～ 29日

会場：東京大学地誕研究所

[1]文献データベースにおける索引語の選択と判定

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．松尾文碩・ニ村祥ー・高木利久・鬼塚千代子・古城久美子

[2] リソースを中心とした TSSコマンド入力．．．．．

第 3回： 1981年

日時：昭和 56年(1981年）12月4日

会場：京大会舘

[1]保存データセット利用統計について．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．末永正

．．．．．．．．．景川耕宇

[2]文章情報データペースの圧縮．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．松尾文碩・古城久美子・鬼塚千代子・ニ村祥一

[3]データベース統合支援システム Adbis..................................．松尾文碩・ニ村祥ー・高木利久

第 4回： 1982年

日時：昭和 57年(1982年）11月26日

会場：東北大学大型計算機センター

[1] JOIS型漢字端末エミュレータによる FAIRS-I/JEFの和文文献検索

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．古城久美子・篠原武・ニ村祥ー•松尾文碩

[2] 日本語によるセンター案内・相談支援システム．．．．．．．武宮敬•川埒正子・上妻真知子・柳池定・景川耕宇

[3]オペレーションの自動化について． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．大賀豊満•平野広幸・末永正

第 5回： 1983年

日時：昭和 58年(1983年）12月1B 

会場：大阪大学附属図書館吹田分館

[1]情報検索システム AIRの設計について

[2] GEM支援によるプログラムライプラリ統合管理システム

...................-村祥ー・篠原武•松尾文碩

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．武宮敬•平野広幸・川埒正子・入江啓ー・景川耕宇
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第 6回： 1984年

日時：昭和 59年 (1984年）11月1日

会場：北海道大学百年記念会舘

[1] 情報検索システム AIR による日本語文献の検索．．．．．．．．．．．．．．．．．篠原武・ニ村祥ー・永井徳仁•松尾文碩

[2] TTYにおけるフルスクリーンエミュレータの作成とその問題点

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．入江啓ー・川埒正子・末永正・篠原武・景川耕宇

第7回： 1985年

日時：昭和 60年 (1985年）11月28日

会場：九州大学大型計算機センター

[1]情報検索システム AIRの検索コマンドの利用特性について

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．二村祥ー・篠原武・河津秀利・永井徳仁•松尾文碩

[2]利用状況統計からの一考察．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．宮山実・景）11耕宇

[3]第 2次無人化システムについてー設備管理システム―-．．．．．．．．．．末永正・川埒正子・平野広幸・入江啓一

第 8回： 1986年

日時：昭和 61年 (1986年）11月27日

会場：名古屋大学大型計算機センター

[1]利用登録の自動化について

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．原田盛ー・入江啓ー・菅崎直弘・永井徳仁・垣内良子・末永正・景川耕宇

[2]九州大学大型計算機センターの利用状況についてーネットワーク利用の現状と問題点ー

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．篠原武・浦｝II伸治・柳池定

第 9回： 1987年

日時：昭和 62年 (1987年）11月19日

会場：東京大学山上会舘

[1]九州大学大型計算機センターの UTS運用管理システム

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．川寄正子・原田盛ー・富山実•平野広幸・入江啓ー・河津秀利•松延栄治

[2]センター案内情報システムの利用分析と考察．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．武富敬・桜井尚子・菅崎直弘・景川耕宇

[3]フルスクリーン型端末のためのネットワーク仮想端末 FNVTの作成．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．入江啓一

第 10回： 1988年

日時：昭和 63年 (1988年）11月 18日

会楊：京大会舘

[l]地理データベースにおけるデータの重要度を考慮した選択表示支援槻能．．．．．．．．．．．．．．．．有川正俊・上林禰彦

[2]九州大学大型計算機センターにおける BITNETの運用について

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．平野広幸・入江啓ー．）II埒正子・松延栄治
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第 11回： 1989年

日時：平成元年 (1989年）10月24日

会場：束北大学青葉記念会舘

[1] フルスクリーン型端末のためのネットワーク仮想端末 FNVTの改訂

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．入江啓ー・松延栄治． JII埒正子・島崎慎昭

[2]オプジェクト指向データベースにおけるデータ関連の表現．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．古川哲也・上林禰彦

第 12回： 1990年

日時：平成2年 (1990年）10月26日

会場：大阪大学附属図書館吹田分館

[1] UNIX ファイルの磁気テープによる効率的バックアップ……．．竹生政資・河津秀利•島崎箕昭・川寄正子

[2]大規模線形計算パッケージ LAPACKのベクトル計算機上での性能評価について

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．桜井尚子•島崎箕昭•原田裕夫

第 13回： 1991年

日時：平成 3年 (1991年）10月 18日

会場：北海道大学百年記念会舘

[1] データベース利用統計出カシステムの開発．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．橋倉聡•藤井龍磨・古川哲也

[2]通常のテキストはどの程度ハイパーテキストたりうるか？一心駆TEXテキストを用いた実験＿．．．．．．佐藤周行

第 14回： 1992年

日時：平成4年 (1992年）10月22日

会場：九州大学同窓会舘

[1]土曜閉庁に伴う無人システム．．．．．．．．．．．．．．．．．．．平野広幸・肥田木直子・入江啓ー・大西政ー・川埒正子

[2]九州地域研究ネットワーク (KARRN)........................................................．松延栄治

第 15回： 1993年

日時：平成 5年 (1993年）10月21日

会場：東京大学工学部

[1]データ集約の危険性ー大型計算機センター利用統計を活用するために一ー．．佐藤周行・古川哲也・浦川伸治

[2]ジョプクラスと制限値からみたセンター運用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．山埒信広・川醤正子・河津秀利
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全国共同利用大型計算機センター顕彰

九州大学関係者受賞一魏

o プログラム創造賞

受賞年月日

受賞者

受賞理由

昭和 63年5月11日

末永正（九州大学情報処理教育センター助手）

TSSコマンド入力支援システム：BTFの創作

oデータベース創造賞

受賞年月日 平成元年 5月 11日

受賞者 樋口忠治（九州大学言語文化部教授）

受賞理由 独文テキストデータベースシステムの創生

o プログラム創造賞

受賞年月日

受賞者

受賞理由

平成 2年 11月16日

松尾文碩（九州大学工学部電気工学科教授）

二村祥一（大分大学工学部組織工学科助教授）

篠原武（九州工業大学情報工学部助教授）

情報検索システム：AIRの創作

o プログラム創造賞

受賞年月日

受賀者

受賞理由

平成 3年5月17日

伊藤猛宏（九州大学工学部動力機械工学科教授）

熱物性値プログラム・パッケージ：PROPATHの創作

oデータベースシステム創造賞

受賞年月日

受賞者

受賞理由

平成 3年 11月 1日

久原哲（九州大学大学院農学研究科助教授）

高木利久（九州大学情報処理教育センター助教授）

データベースシステム GENASの創作

o プログラム創造賞

受賞年月日

受賞者

受賞理由

平成 4年 11月6日

有川節夫（九州大学理学部附属基礎情報学研究施設教授）

テキスト・データベース管理システム：SIGMAの創作

oプログラム創造賞

受賞年月日

受賞者

受賞理由

平成 5年 11月11日

入江啓一（九州大学大型計算機センターネットワーク掛主任）

ネットワーク仮想端末プログラム：FNVTの創作

受賞者の所属および職名は受賞当時のものです．
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麟

(1968. 7. 1 ~ 1970.6.30) 
所

イ七 這 営 琴
，． 
旦

属 職 名 氏 名

委員長

副委員長

委 員
II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

/I 

/I 

／／ 

／／ 

／／ 

II 

II 

II 

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 経済学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 医学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 応用力学研究所

東京大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 文理学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

九州大学 事務局

大

高

大

北

エ

三

森

清

田

土

上

清

森

山

谷

井

松

山

野

田

屋

川

藤

角

克

祐

敏

昭

省

博

常

郎

勝

雪

夫

夫

三

愛

浩

夫

造

彦

俊

一

恭

俊

吉

一

"p 
良三

幾

茂

繁

純

茂

順

公

両

水

町

屋

田

水

日

本

崎

上

山

崎

長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

教

教

教

務

教

教

教

教

教

教

助

教

教

助

教

助

教

教

教

教

教

事

C 1970. 7. 1 ~ 1972. 4. 30) 
所 属 職 名 氏 名

委員長

委員 長

副委員長

委 員
II 

／／ 

‘’ 
/9 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

/I 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

大型計算機センター長

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 教育学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 薬学部

九州大学 薬学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 教養部

九州大学 応用力学研究所

九州大学 応用力学研究所

東京大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 文理学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

九州大学 事務局

九州大学 事務局

大

高

高

狩

北

工

広

清

後

清

田

土

上

竹

消

川

森

山

谷

井

松

山

伊

野

田

田

野

川

藤

田

水

藤

水

町

屋

田

田

水

建

口

本

崎

上

山

崎

藤

郎

勝

勝

朗

夫

夫

治

博

茂

浩

夫

造

彦

宏

俊

雄

一

恭

俊

吉

一

郎

雄

―二

茂

和

繁

純

茂

順

公

両

政長

長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

局

教

教

教

教

教

務

務

教

教

教

助

教

教

教

助

助

教

教

助

教

教

助

教

教

教

教

教

教

事

事

克

素

敏

昭

栄

常

圭

幾
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C 1972. 5. 1~1974. 4. 30) 
所 属 職 名 氏 名

委員長

副委員長

委員
II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 法学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 歯学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 生産科学研究所

束京大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 文理学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

九州大学 事務局

九州大学 事務局

勝

夫

夫

一

治

夫

次

操

郎

哉

宏

修

一

恭

俊

吉

一

浩

勝

常

正

精

栄

昭

正

野

田

藤

根

上

助

雄

美津

繁

純

茂

順

公

謙

政

卯

田

武

口

本

崎

上

山

藤

藤

塚

高

田

柚

藤

広

工

山

三

楠

林

竹

宮

森

山

谷

井

松

佐

伊

手

長

長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

局

務

務

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事

事

田

町

C 1974.5.1 ~ 1976.4.30) 
所 属 職 名 氏 名

委員長

委員長

副委員長

委貝
／／ 

99 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

/9 

‘’ 
rヽ

II 

II 

II 

大型計算機センター長

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 文学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 医学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 応用力学研究所

京都大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 文理学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

九州大学 事務局

九州大学 事務局

勝

夫

夫

行

郎

治

郎

夫

臣

男

郎

哉

彦

樹

宏

恭

俊

吉

一

―

―

―

 

常

常

孝

長

栄

昭

茂

元

鉄

浩

勝

幾

正

田

町

町

津

野

田

槻

田

村

口

助

美

夫
津

純

茂

順

公

謙

卯

，

安

田

松

原

本

崎

上

山

藤

塚

斐

高

田

田

船

浅

広

大

木

中

江

楠

林

上

竹

西

山

谷

井

松

佐

手

甲

長

長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

局

務

務

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事

事
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C 1976. 5.1-1978. 4. 30) 
所 属 職 名 氏 名

委員長

副委員長

委員

II 

II 

II 

II 

II 

‘’ 
II 

／／ 

II 

‘’ 
／／ 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 経済学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 薬学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 生産科学研究所

京都大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 文理学部

九州工業大学 工学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

九州大学 事務局

町

口

屋

野

田

合

柳

田

江

大

浅

木

河

吉

楠

石

林

竹

妹

西

山

谷

吉

磯

松

佐

甲

長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

教

務

教

教

教

教

教

教

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事

田

勝

田

尾

原

本

崎

田

泰

純

茂

山

藤

斐

夫

男

雪

郎

夫

路

夫

郎

誠

哉

宏

利

宏

恭

俊

将

行

一

―

―

 

常

鉄

祐

長

茂

光

節

浩

泰

公

謙

安
助

夫

(1978. 5. 1 ~ 1980. 4. 30) 
所 屈 職 名 氏 名

委員長

委員 長

副委員長

委 員

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

/9 

／／ 

/9 

／／ 

‘’ 

大型計算機センター長

大型計算機センター長

九州大学 理学部

九州大学 教育学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 歯学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教旋部

九州大学 応用力学研究所

京都大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 工学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

長崎大学 医学部

福岡女子大学 家政学部

九州大学 事務局

勝

夫

吾

夫

哉

路

弘

郎

将

誠

功

哉

宏

樹

宏

恭

俊

行

一

二

常

省

茂

光

光

忠

浩

純

茂

泰

公

謙

俊

田

松

原

本

水

正

安

助

三

諷

夫

町

納

田

内

合

洲

栖

田

田

部

工
、

1

田

加

木

山

河

上

栗

吉

石

隈

林

竹

竹

西

山

清

磯

松

佐

岡

國

甲
山

藤

島

宗

斐
長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

教

教

務

教

教

教

助

教

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事
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(1980. 5.1~1982. 4. 30) 

所 属 職 名 氏 名

委員 長

副 委員長

委員

‘’ 
II 

／／ 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

/I 

／／ 

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 法学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 医学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教投部

九州大学 総合理工学研究科

九州大学 生産科学研究所

京都大学 工学部

広島大学 理学部

広島大学 理学部

山口大学 工学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

福岡女子大学 家政学部

九州大学 事務局

九州大学 事務局

長

長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

局

教

教

務

務

教

教

教

教

助

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事

事

洲

村

田

部

江

加

吉

井

浅

郷

上

大

石

隈

林

竹

神

速

西

山

嗚

消

磯

松

森

岡

國

村

古

納

田

上

野

省

勝

幸

純

茂

泰

公

俊

虎

正

吾

将

司

郎

広

弘

裕

誠

功

哉

宏

則

洋

宏

恭

元

俊

行

一

亨

三

諷

太

俊

祐

長

信

忠

田

田

水

原

本

海

水

山

岡

島

宗

上

市

(1982.5.1 ~ 1984.4.30) 

所 属 職 名 氏 名

委員長

委員長

副委貝長
II 

委 員
II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

大型計算機センター長

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 文学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 薬学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教旋部

九州大学 総合理工学研究科

九州大学 応用力学研究所

九州大学 応用力学研究所

京都大学 工学部

広島大学 理学部

広島大学 理学部

山口大学 工学部

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

教

教

教

教

教

助

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

加

吉

吉

牛

松

広

浅

郷

古

牧

西

林

竹

駒

大

川

西

鳴

菅

清

納

田

田

島

田

渡

野

森

野

谷

田

宮

楠

建

原

海

原

水

和

吾

将

将

夫

作

利

郎

広

哉

稔

信

哉

宏

男

丹

雄

宏

元

博

俊

和

伊

文

長

信

徹

省

弘

勝

安

正

茂
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II 

II 

II 

II 

II 

II 

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

福岡女子大学 家政学部

九州大学 事務局

九州大学 事務局

長

長

授

授

授

授

局

局務

務

教

教

教

教

事

事

泰

文

俊

正

昭

行

雄

三

訊

俊

夫

野

島

宗

市

橋

磯

上

岡

國

古

舟

(1984. 5.1~1986. 4. 30) 
所 属 職 名 氏 名

長

長

長

員
員委

員

員

委

委

副

委

99 

99 

99 

99 

99 

99 

‘’ 
、/

／／ 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

‘’ 
‘’ 

大型計算機センター長

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 経済学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 歯学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 総合理工学研究科

九州大学 生産科学研究所

京都大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 工学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

福岡女子大学 家政学部

九州大学 事務局

九州大学 事務局

将

夫

夫

三

彦

嗣

一

郎

稔

信

哉

宏

男

夫

宏

博

俊

史

雄

二

直

夫

亨

二

節

和

昭

武

博

耕

浩

田

良

島

村

中

田

島

栖

野

谷
弘

勝

安
不
―

正

茂

清

文

英

田

宮

井

原

原

水

藤

野

田

宗

橋

坂

吉

相

牛

市

田

松

新

栗

牧

西

林

竹

駒

藤

西

菅

清

加

上

山

國

舟

築

長

長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

局

教

務

務

教

教

教

教

教

教

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事

事

昭

(1986. 5. 1 ~ 1988.4.30) 
所 属 職 名 氏 名

委 員長

副委員長

委 員

‘’ 
‘’ 
‘’ 

良

島

野

中

田

田

村

野

谷

／／ 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 教育学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 医学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 総合理工学研究科

九州大学 応用力学研究所

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

教

教

助

教

教

教

教

教

教

教
田

井

山寺

相

牛

狩

田

松

高

大

牧

西

林

竹

荒

小

弘

勝

夫

夫

朗

彦

嗣

郎

裕

稔

信

哉

宏

通

亘

次

節

和

素

武

博

健

弘
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II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

九州大学 応用力学研究所

京都大学 大型計算機セソクー

広島大学 理学部

山口大学 工学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

福岡女子大学 家政学部

九州大学 事務局

九州大学 事務局

長

長

授

授

授

授

授

授

授

授

局

局
務

務

教

教

教

教

教

教

教

教

事

事

及

星

菅

富

加

上

山

固

築

後

川

野

原

田

藤

野

田

宗

坂

藤

正

英

行

聰

博

吾

史

雄

二

直

亨

夫

正

真

清

文

英

C 1988.5.1 ~ 1990.4.30) 
所 属 職 名 氏 名

委員長

副委貝 長

委員
II 

II 

II 

II 

II 

II 

‘’ 
ん’

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

大型計算機センター長 教授

九 州大学工学部 教授

九 州大学法学部 助教授

九 州大学理学部 助教授

九 州大学理学部 助教授

九州大学理学部 助教授

九 州大学薬学部 教授

九 州大学工学部 教授

九 州大学工学部 教授

九 州大学農学部 教授

九 州大学教養部 助教授

九州大学 総合理 工 学 研 究 科 教 授

九州大学 機能物質科学研究所助教授

京都大学 大型計算機セソター 教 授

広島大学理学部 教授

山口大学工学部 教授

九州工業大学工学部 教授

熊 本大学工学部 教授

長崎大学医学部 教授

福岡女子大学家政学部 教授

福 岡工 業大 学工 学部 教授

九州大学事務局 事務局長

相

牛

和

高

木

仁

井

松

伊

藤

酒

荒

富

星

菅

富

加

上

山

國

田

後

正

真

清

文

英

良

島

田

田

島

木

本

山

藤

尾

井

井

村

野

原

田

藤

野

田

宗

町

藤

常

英

夫

夫

孝

郎

正

人

治

義

宏

策

子

通

夫

聰

博

吾

史

雄

二

誼

夫

夫

次

節

和

仁

健

拇

直

泰

久

猛

雄

嘉

弘

寿

(1990. 5.1-1992. 4. 30) 
所 属 職 名 氏 名

委員長

副委員 長

委員
ん9

‘’ 
／／ 

“' 
A9 

II 

II 

大 型 計 算 機 セ ン タ ー長

九州大学 理学部

九州大学 文学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 歯学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

教

教

教

教

助

助

助

教

教

教

教

島

田

田

田

崎

木

栖

藤

山

尾

牛

高

早

宮

山

仁

栗

伊

松

藤

夫

郎

洋

隆

行

人

郎

宏

義

策

次

二

和

健

輝

常

直

浩

猛

久

雄
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II 

II 

II 

II 

II 

II 

ル9

ん9

II 

II 

II 

II 

II 

II 

九州大学 教蓑部

九州大学 総 合 理 工学研究科

九州大学 応用力学研究所

九州大学 応用力学研究所

九州大学 工学部

京都大学 大型計算機セソター

広島大学 理学部

広島大学 理学部

山口大学 工学部

九州工業大学 工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

福岡工業大学 工学部

九州大学 事務局 長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

教

務

教

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事

酒

益

高

植

長

星

西

今

富

有

柏

山

田

込

井

田

雄

田

田

野

川

村

田

田

木

田

町

山

嘉

光

善

洋

恭

英

常

子

治

裕

匡

正

聰

治

詮

吾

郎

濶

二

夫

進

次

箕

五

(1992. 5. 1 ~ 1994.4.30) 
所 属 職 名 氏 名

委 員
”

副委員長

委員
99 

II 

II 

‘’ 
/I 

II 

／／ 

‘’ 
‘’ 
‘’ 
II 

II 

99 

99 

II 

II 

/／ 

99 

99 

長 大型計算機センター長 教授

大型計算機センター長 教授

九 州大学理学部 教授

九州大学経済学部 教授

九 州大学理学部 教授

九州大学理学部 助教授

九州大学医学部附属病院 教授

九 州大学工学部 教授

九 州大学工学部 教授

九州大学農学研究所 教授

九州大学工学部 教授

九州大学教養部 教授

九州大学 機能物質科学研究所教 授

九州大学総合理工学研究科教 授

京都大学 大型計算機セックー 教 授

広島大学理学部 教授

山口大学工学部 教授

九州工業大学工学部 教授

熊本大学工学部 教授

長崎大学電機情報工学科 教授

福岡工業大学工学部 教授

九州大学事務局 事務局長

九州大学事務局 事務局長

牛

有

高

時

山

中

野

伊

松

久

松

酒

尾

益

星

今

富

安

柏

小

田

下

澤

島

川

田

永

崎

尾

瀬

藤

尾

原

山

井

添

田

野

村

田

在

木

山

町

宮

JIl

久

嘉

紘

光

員

弘

常

俊

夫

夫

郎

三

行

宏

明

宏

碩

哲

義

子

之

治

聰

詮

吾

幸

濶

純

夫

進

明

次

和

節

健

祥

常

充

善

猛

文

C 1994.5.1 ~ 1996.4.30) 
所 属 職 名 氏 名

委員長

副委員長

委員
// 

II 

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 経済学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

授

授

授

授

授
教

教

教

教

教

助

有

高

時

山

中

川

田

永

崎

尾

夫

郎

三

行

宏

次

節

健

祥

常

充
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II 九州大学 医学部附属病院 教 授 野 瀬 並 明ロ

II 九州大学 工学部 教 授 伊 藤 猛 宏

II 九州大学 工学部 教 授 松 尾 文 碩
,, 九州大学 腹学研究所 教 授 久 原 哲

99 九州大学 工学部 教 授 松 山 久 義

／／ 九州大学 教養部 教 授 酒 井 嘉 子
99 九州大学 機能物質科学研究所教 授 尾 添 紘 之
99 京都大学 大型計算機センクー 教 授 星 野 聰

‘’ 広島大学 理学部 教 授 ム-, 村 詮

II 山口大学 工学部 教 授 小 嶋 直 哉

／／ 九州工業大学 情報工学部 教 授 有 田 五次郎

II 熊本大学 工学部 教 授 渡 邊 ッ古

II 長崎大学＼電機情報 工学科 教 授 小 山 純

99 福岡工業大学 工学部 教 授 相 良 節 夫

II 九州大学 事務局 事務局長 澤 J II 俊 明
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歴代センター長、次長、研究開発部長 1教官、事務長・掛長

職 名 氏 名 在 職 期 間

センター長

大

高

田

加

吉

相

牛

有

野

田

町

納

田

良

島

川

克

常

省

節

和

節

郎

勝

夫

吾

将

夫

夫

夫

昭43.

昭47.

昭51.

昭55.

昭59.

昭61.

平 2.
平 6.

次 長

有

景
田

川

五次郎

耕宇

研究開発部長

有

景

松

島

田

川

尾

崎

郎

宇

碩

昭

次五

耕

文

員

昭45.

昭47.

昭43.

昭45.

昭47.

平 1.

5
4
4
4
4
4
4
4
 

．． 
4

4

 

•••• 4

4

4

4

 

4
7
5
1
5
5
5
9
6
1
2
6
 

昭

昭

昭

昭

昭

平

平

~
～
~
～
~
~
～
~
 

l

l

l

l

l

l

l

l

 

1~昭47.

l~昭55.

1~昭45.

l~昭47.

1~平 1.

l~  

l

l

l

l

l

l

l

 

3
3
3
3
3
3
3
 

3
3
3
3
3
3
3
 

l

l

 

3

3

 

．． 
3

3

 

l

l

l

 

3

3

3

 

ふ

ふ

ふ

専任教官 一

子

雄

彦

一

子

宇

正

敬

久

武

俊

子

治

資

也

昭

行

隆

一

津

四

孝

奈

十

直

祥

節

耕

三

蛸

文

樹

正

尚

栄

政

哲

員

周

善

新

圭

規

浩

慶

宮

藤

上

藤

村

下

川

永

富

木

原

川

井

延

生

川

崎

藤

部

賓

所

元

野

田

津宇

工

井

武

二

竹

景

末

武

高

篠

有

櫻

松

竹

古

島

佐

渡

木

最

山

天

石

利

昭44.12. 1 ~昭48. 7. 31 

昭44.12. 1～昭51. 8.31 

昭45. 4. 1 ~昭50.10. 31 

昭45.12. 1 ~昭48. 3. 31 

財H8. 5. 1 ~昭63. 3. 31 

I召48. 8. 1 ~ B召52. 4. 15 

昭48. 9. 1 ~平 2. 3. 31 

昭50.12. 1～昭62. 3. 31 

昭52. 4. 1～昭63. 3. 31 

昭52. 7. 1～昭57. 3. 31 

昭57. 4. 1 ~昭62. 3. 31 

昭63. 4. 1 ~平 1. 3. 31 

昭62. 4. 1 ~平 4. 3. 31 

昭62. 4. 1 ~ 
昭63. 6. l ~平 4.

平 2. 4. 1 ~平 6.
平 1. 6. 1 ~ 
平 2.4. 1 ~ 
平 4.3. 16 ~ 
平 4. 4. 1 ~ 
平 5.11. 1 ~平 6. 3. 31 

平 6. 4. 1 ~ 
平 6. 4. 1 ~ 
平 6. 5. 1 ~ 

3. 31 

3. 31 
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併任・兼任教官

有

大

有

牛

有

坂

松

田

矢

田

島

川

本

尾

枝

正

郎

夫

夫

人

碩

次

和

建

五

和

節

直

文

事 務 長

藤

里

田

水

屋

谷

端

木

田

敏

郎

睛

明

義

男

夫

仁

一

太

直

新

清

乙

啓

正

時

重

恭

専門職員

総務掛長

高

大

前

清

合

岩

田

青

野

川

寄 正 子

河 野 敬 次

庶務掛長

川

香

藤

田

寺

内

藤

本

石

熊

音

河

石

浅

後

前

観

安

江

宮

大

伊

会計掛長

野

上

江

藤

野

口

利

重

浦

角

多

河

井

波

後

庄

江

世

倉

松

三

孝

雄

武

義

邦

大

伸

澄

一

勝

治

一

彦

信

宏

典

佑

夫

夫

史

次

也

光

勇

幸

正

夫

郎

典

彦

四

郁

憲

秀

和

敬

治

安

康

~
～
~
～
~
~
～
 

l

l

l

l

l

l

l

 

2
 1

4
4
2
4
 

l
o
 

ー．
．
．
．
．
．
 

4
5
4
6
4
8
4
8
4
8
4
9
3
 

昭

昭

昭

昭

昭

昭

平

昭46.
昭49.
昭51.

昭55.

昭57.

昭60.
昭62.
平 2.
平 5.

平 6. 4. 1 ~ 

昭44.

昭44.
昭49.
昭52.

昭58.
昭60.
昭62.
昭62.
平 3.
平 5.

平 6.

昭46.
昭46.
昭50.
昭51.
昭54.

昭56.
昭60.
昭62.
平 1.
平 5.

4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

4. 

4
4
5
4
4
4
8
4
7
4
 

4
6
4
5
4
9
4
4
4
4
 

1~昭49.
1~昭51.

1~昭55.

1~昭57.

1~昭60.
1~昭62.
1~平 2.
1~平 5.
1~ 

1~ 

3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
 

．． 

．． 

0
8
3
3
3
8
 

ー4
5
4
8
4
8
4
9
4
9
5
0
 

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭46.

1~昭49.

1 ~昭52.
1~昭58.
1~昭60.
1~昭62.
1~昭62.
1~平 3.

1~平 5.

1 ~平 6.
1 ~ 

6
0
1
4
6
0
2
1
5
 

4
5
5
5
5
6
6
 

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

平

平

~
～
~
～
~
~
～
~
～
~
 

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

 

3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
 

3
3
3
3
3
3
3
3
 

3. 31 

3
1
3
0
3
1
3
1
3
1
6
3
1
3
0
3
1
 

3
4
3
3
3
7
3
6
3
 

3
1
3
1
3
0
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
 

5
3
4
3
8
3
3
3
3
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共同利用掛長

竹

山

世

八

矢

大

伊

吉

原

田

利

尋

山

石

熊

永

幸

璽

郁

熊

哲

一

勝

保

治

連

夫

徳

也

夫

史

智

昭44.12. 16～昭55.

昭55. 4. 1 ~昭58.
昭58.4. 1 ~昭60.
昭60.4. 1 ~昭6l.
昭61.4. 1 ~平 2.
平 2. 4. 1 ~平 5.

平 5. 7. 1 ~平 6.

平 6. 4. I ~ 

業務掛長

川

江

郷

島

岡

利

尋

重

多

石

波

本

中

西

世

八

倉

第一業務掛長

渡 邊 義 之 昭62.

第二業務掛長

JI I 寄

システム運用掛長 東

大

大

島

谷

西

システム管理掛長

JI I 
池

寄

内

治

光

一

義

保

夫

徳

郎
四

郁

熊

憲

孝

安

忠

親

正 子

利

政

政

昭

光

正

幸

子

男

昭45.
昭46.
昭50.
昭52.
昭54.
昭55.
昭58.
昭60.

．． 

2

6

 

平

平

ネットりーク掛長

原 田 盛

4
4
4
5
4
4
4
4
 

6
0
2
4
5
8
1
2
 

4
5
5
5
5
5
6
6
 

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

昭

~
～
~
～
~
~
～
~
 

l

l

l

l

l

l

l

l

 

4. 1 ~平 2.

昭62. 4. 

4

4

4

 

,i凡
-
4

平

平

平

．． 

4

4

 

平 2. 4. 

1~平 2.

&
4
i
 

平

平
~
～
~
 

l

l

l

 

1 ~平 6.
1 ~ 

3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
3
0
3
1
 

3
3
3
3
4
6
3
 

3
1
3
1
3
0
3
1
3
1
3
1
3
1
3
1
 

3
3
4
3
3
3
3
3
 

3. 31 

3.31 

6. 30 
3. 31 

3. 31 

1 ~ 

—•- 1 0 8 -



プログラム相談員一覧

各年度のプログラム相訣貝をお引受けくださった方のお名前のみを掲げています（順不同・敬称略）．

昭和 47年度

国宗真 ・中山泰雄・深野徹 ・今田清久・塩川浩三・蓑田登世子・櫻井晃 ・大場良ニ・長瀬保廣

前田緒弘•松村和雄・山田桂規・武谷峻ー・河井康行・木内明則 •横田将生・堀昭一 ・遠藤勉

芦田正 •岡本寿夫・小野行雄

昭和 48年度

中山泰雄・原英博 ・小野行雄·古賀大三・麻生陽一•岡本良治・山田桂規•藤田寛治・下村セイ

明田敏郎・西田知照 ・奥山健ニ・塩川浩三・櫻井晃 ・高鍋久人・黒田正文•森住昇 ・内田一徳

平田洋輔・江口喜己男•藤井俊憲・毛利良治

昭和 49年度

国宗真 ・中山泰雄・原英博 ・小野行雄・古賀大：：：： ・麻生陽一・塩川浩三 ・奥山健ニ・櫻井晃

納富哲雄・森住昇 •西田知照・渡辺和剖・辻政俊 •明田敏郎・江口喜己男•藤井俊憲・毛利友治

内田一徳•藤田寛治・下村セイ・河上清治・湯村やす•松村和雄・河野昭雄 ・前田潤滋・中原潤二郎

山田務 ・河上清治・辻勝彦 •岡本良治

昭和 50年度

国宗真 •松村和雄・河野昭雄・下村セイ ・中原潤二郎・奥山健ニ・山田務 ・村山武昭・渡辺和則

尾崎敬＝ •中山泰雄・櫻井晃 •森住昇 ・納富哲雄 ・河上消治•吉岡啓介・辻勝彦 ・吉田准一

南俊郎 ・麻生陽一•吉田勝成・竹之内則男・金子新 ・西田知照・武富敬 •岡本正宏

昭和 51年度

国宗真 ・伊東繁 ・櫻井晃 ・森住昇 •井上正夫・金子新 ・尾崎敬ニ・塩川浩三・奥山健二

中尾郁夫・渡辺和則・村山武昭・三木信t専•吉田勝成・竹之内則男•吉田准ー・南俊郎 ・麻生陽一

岡本正宏·中山泰雄•宮本政英•松本憲好·嗚海泰典•田村一美

昭和 52年度

国宗真 ・伊東繁 ・櫻井晃・ •森住昇 •藤本隆史・小原康彦・塩川浩三・尾崎敬ニ・三木信博
松村和雄・品川一郎・商木成夫・奥山健＝ •田村一美・広穎一郎・南俊朗 ・麻生賜ー•岡本正宏

嗚海泰典・菊池健児・塚本雄三•吉田准一

昭和 53年度

国宗真 ・伊東繁 ・森住昇 ・橋本毅 •松村和雄 ・三木信博・高木成夫・品川一郎・塩川浩三

尾崎敬ニ・奥山健ニ ・江藤晴明・広瀬一郎 ・吉田准ー ・水野裕重・南俊朗 ・麻生賜ー・岡本正宏

上田耕平・今井富士夫・村山武昭・野田慶一郎・谷口倫一郎・江鶴栂 ・日高健治・河野重昭・小野行雄

昭和 54年度

麻生闊ー ・石田いつ子•井上勝裕・江嶋博 ・大穂徹 •岡本正宏 ・両本実 ・尾崎敬二

鬼塚千代子・ JII褐正子 ・河野重昭・河野雅也•国宗真 ・古城久美子・佐藤裕一・塩川浩三

谷口倫一郎・田町典子 ・辻峰男 ・辻村恵ニ・続木健ニ・出口近士 ・富山実 ・野田慶一郎

樋口剛 ・三木信博 ・水野裕重・南俊朗 ·村山武昭•森住昇 •吉田和幸•吉田准一

昭和 55年度

阿部俊郎・麻生陽一•石田いつ子•井上勝裕 ・大鶴徹 •岡本正宏•岡本実 ・尾崎敬ニ・鬼塚千代子

萱嶋一弘・河野雅也・国宗真 ・古城久美子・佐藤裕ー・塩川浩三・高田保之・立川篤夫•田町典子

辻蜂男 ・永江勝則・樋口剛 ・三木信博 ・水野裕璽・南俊朗 ・村山武昭•森住昇 ・山崎伸彦

横枕篤 •吉武春光・吉田和幸 •吉田准一 ・渡壁守正・堤純一郎
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昭和 56年度

阿部俊郎・石田いつ子・宇田暢秀・大鶴徹 •岡本正宏•岡本実 ・尾崎敬二•岡田剛 ・河野雅也

川村憲造・国宗真 ・塩川浩三・潮崎淳ー ・高田保之・堤純一郎・出口近士・成冨稔彦・永江勝則

林徹夫 •藤本孝 ・水野裕重・南俊朗 •森住昇 •森山聡之・山崎伸彦・横枕篤 •吉武春光

吉田和幸•吉田准ー ・渡墜守正・遠矢真知子

昭和 57年度

岩垂健五・宇田暢秀・大鶴徹 •岡本実 ・尾崎敬ニ・河野雅也 ・川村憲造・河村明 ・国宗真

久原哲 ・塩川浩三・潮崎淳ー・高田保之 ・堤純一郎・遠矢真知子・成冨稔彦・根葉保彦・野口俊之

林徹夫 ・春田正俊•水野裕璽・南俊朗 •森住昇 •森山聡之 ・山崎伸彦・吉武春光•吉田和幸

吉田准ー・渡壁守正・出口近士・上妻真知子

昭和 58年度

有座道春・梅田政信・大鶴徹 •岡本実 ・尾崎敬ニ・河野雅也・河村明 ・国宗真 ・久原哲

古保里学・塩川浩三・酒井日出男・高田保之•田中弘祐・堤純一郎・上妻真知子・野口俊之・林徹夫

日並順二•平野真司・水野裕重 ・南俊朗 •松井哲也·森住昇 •森山聡之 •森川明夫•吉田和幸

吉田准ー・渡壁守正・出口近士 ・石氷結花

昭和 59年度

石氷結花•井ノロ美佐子・上之俊昭 ・鬼塚千代子・尾崎敬二•岡本実 ・大鶴徹・河村明 ・掛下哲郎

甲斐郷子・川副博 ・河原田寿紀・国宗真 ・久原哲 ・塩川浩三・芝阿史•田中弘祐·堤純一郎

林徹夫 ・日並順二 •福田順子 ・森山聡之 •森川明夫・谷田雅敏・手志煕•吉田准一

昭和 60年度

石氷結花 •井ノロ美佐子・石田真美・尾峙敬ニ・岡本実 ・大鶴徹 ・大串勝利・河村明 ・掛下哲郎

河原田寿紀・国宗真 ・久原哲 ・塩川浩三・芝剛史 •田中弘祐・堤純一郎・仲敷憲和・林徹夫

濱尾新 ・原浩 •福田順子・籐吉秀明・松枝修治・森山聡之•森川明夫・手志熙 ・湯川泰平

徐海燕 ・金基大 •森田洋子

昭和 61年度

国宗真 •井ノロ美佐子・尾崎敬ニ・岡本実 ・河村明 ・森山聡之・土井敬介・山下三平・大鶴徹

林徹夫 ・堤純一郎 ・肖岩 ・籐吉秀明・渡辺幸信・塩川浩三・久原哲 ・芝剛史 ・須藤宏之．

森田洋子・津田順平

昭和 62年度

国宗真 ・尾崎敬二•岡本実 ・河村明 ・森山聡之•山下三平 ・石橋仁嗣 ・石丸英伸

大鶴徹 ・津田順平・渡辺幸信・永井秀利•吉宮厚 ・矢野寿一郎・今井純 •原魁

趙振宇 ・久原哲 ・林徹夫 ・堤純一郎・芝剛史 ・三宅尚志 ・守田賢ニ ・志堂寺栄治

前田光晴•山埒信広・櫻井尚子・松延栄治•平野広幸•森田洋子 •井ノロ美佐子・赤峯享

西村利浩

昭和 63年度

国宗真 •井ノロ美佐子・尾崎敬二•岡本実 ・河村明 ・森山聡之•山下三平・大鶴徹・山本秀樹

今井純 ・村岡良紀 ・山埒信広・久原哲 ・林徹夫 ・堤純一郎・三宅尚志・南里智・中山雄大

野口周ー・森田洋子 ・北山浩ニ・和田浩一•島田孝徳・櫻井尚子

平成元年度

尾崎敬ニ ・堤純一郎・岡本実 ・黒木昌一・堀田武彦・富永広貴・村山徹 •河村明・森山聡之

山下三平 ・大鶴徹 ・商峙強 ・今井純 •前田康順・村岡良紀・山蒋信広・久原哲・林徹夫

植之原雄ニ・西田健彦・浦本直彦・山尾昭博・河野俊彦・岩尾忠重
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平成2年度

尾崎敬ニ・堤純一郎・大鶴徹・竹下節子 ・黒木昌ー・岡本実 ・河村明 ・森山聡之•田中繁之

高崎強 ・阿部均 ・今井純・石鞍謙一郎・早田龍弘・小田明範•松浦秀明・山埒信広・堀田武彦

富永広貴・江上邦博・久原哲・林徹夫 ・河野俊彦・村岡良紀

平成 3年度

尾崎敬ニ・木村美奈子・堤純一郎・竹下節子・黒木昌ー・村岡良紀・河村明 ・森山聡之・今井純

石津健 ・橋本圭介 ・中川昌博・小田明範•松浦秀明・山埒信宏・堀田武彦•宮永広貴•江上邦博

久原哲 ・林徹夫 ・河野俊彦

平成4年度

堀田武彦・田縁正治・堤純一郎・村岡良紀・小田明範・松浦秀明・河野俊彦・三木康臣・河村明

江上邦博・らお燕飛・富永広貴・黒木昌―•森山聡之・久原哲 ・今井純 ・尾崎敬ニ・木村美奈子

平成5年度

尾崎敬二•松浦秀明 ・村岡良紀・黒木賢ー ・小田明範•河野俊彦・堤純一郎・三木康臣

らお燕飛・白川英観 •宮永広貴・今井純 ・田中豊 ・堀田武彦・森山聡之・江上邦博

河村明 ・木村美奈子・何平 ・エスペランサカロ

平成 6年度

村岡良紀・富永広貴 ・尾崎敬ニ・河村明•森山聡之・小田明範•松浦秀明・河野俊彦

．何平 ・エスペランサカロ・白川英観・徐超英・城崎知至・三好勝正
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現 職 員

所 属 官 職 氏 名

センター長

研究開発部

理 学

長

学

学

務

術

部

補

補

教

教

教

教

佐

佐

授 有 J l | 節 夫 （併任）

崎

島

尾

藤

野

田

延

部

元

永

島

牛

松

佐

天

石

松

渡

山

秋

境

授

授

授

授

授

師

手

手

手

貝

員

・

部

部

教

教

部

工

工

助

助

講

助

助

助

事

技

昭

夫

碩

行

文

樹

治

隆

靖

枝

子

恵

屈

和

文

周

浩

疫

栄

善

規

静

理

（兼任）

（兼任）
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ー 務 部 野

川

伊

篠

松

三

柴

松

小

西

吉

永

垣

―

―

―

大

恭

正

勝

雅

輝

田

寄

熊

山

崎

角

田

井

島

村

永

芳

内

船

西

野

野

藤

内

寄

木

津

倉

田

江

口

島

川
田

久

宮

後

池

山

肥

河

橋

原

人

春

多

塩

事務長

専門職員

庶務掛長

事務 官

事務補佐 員

会 計 掛長

会 計 主任

工 営 主任

事 務官

臨時用務員

共同利用掛長

共同利用主任

事務補佐貝

事務補佐員

システム運用掛長

システム運用主任

技 官

事務補佐員

システム管理掛長

システム管理主任

事務官

技 官

技 官

ネットワーク掛長

ネットワーク主任

事務官

技官

事務補佐員

子

史

弥

芙

彦

美

雄

志

子

智

美

子

子

り

男

広

子

利

聡

ぉ

勝

宗

消

満

保

春

良

恵

政

広

敬

か

幸

信

直

秀

幸

盛

啓

道
一

憲

智

文
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